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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことの出来ない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、岩手県一関市花泉町の一般回道342号花泉バイパス道路改築事業に関連して平成20年

度に発掘調査を実施した、中村城跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査で本遺跡は、平安時

代には集落が営まれ、中世には城館が築かれていたことが明らかとなりました。平安時代の水田跡や

中世の出土遺物は、この時期の様相を考える上で貴重な資料を提供することができました。本書が広

く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教

育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました岩手

県県南広域振興局一関総合支局土木部、一関市教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く感謝

の意を表します。

平成22年 2月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は、岩手県一関市花泉町老松字寺田320ほかに所在する中村城跡の発掘調査成果を収録
したものである。

2 本遺跡の調査は、一般国道342号花泉バイパス道路改築事業に伴う事前の緊急発掘調査である。
調査は岩手県県南広域振興局一関総合支局土本部と岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課との協

議を経て、岩手県県南広域振興局一関総合支局土木部の委託を受けた働岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センターが実施した。

3 本遺跡の岩手県遺隊台帳における遺跡コードはOE37-0332、 遺跡略号はN」-08である。
4 野外調査及び室内整理期間、調査担当者は次の通りである。
野外調査 期 間 平成20年 5月 1日～11月 6日

圧可  茄霊  5,893rだ

担当者 北田 勲・佐藤あゆみ
室内整理 期 間 平成20年 11月 1日 ～平成21年 3月 31日

担当者 北田 勲 。佐藤あゆみ
5 本報告書の作成は、北田・佐藤が本文原稿 (佐藤分を明記、そのほか北田)、 遺構・遺物図化を行っ
た。また、 I調査に至る経過は岩手県県南広域振興局一関総合支局土木部、附編 自然科学分析は

1を株式会社加速器分析研究所、 2・ 3を古代の森研究舎、 4を木工舎「ゆい」、 5を岩手県立博

物館が行った。全体の編集は北田が行った。

6 分析・鑑定は次の機関等に委託した。
石製品の石材鑑定…………………………………花商岩研究会

炭化材同定…………………………………………・木戊協会

放射性炭素年代測定……………………………株式会社加速器分析研究所

花粉分析・植物珪酸体分析…………………古代の森研究舎 吉川昌伸
種実同定分析………………………………………古代の森研究舎 吉川純子
樹種同定分析………………………………………木工舎「ゆい」 高橋利彦

金属製品分析・……………………………岩手県立博物館 赤沼英男
7 座標原点の測量及びグリッド図作成、水田跡の測量、空中写真撮影は次の機関に委託した。
座標原点の測量・グリッド図作成………株式会社一測設計

水田跡の測量………………………………………株式会社北日本朝日航洋

航空写真撮影…………………………………………東邦航空株式会社

8 本書では以下の地形図・地質図、近世絵図を使用した。
「1/25,000地形図 有壁 。若柳」、「1/50,000地形図 一関 。若柳」 (国土地理院)
「東北地方デジタル地質図 3」 層建設技術者のための東北地方の地質』 ((株)東北建設協会・

(独)産業技術総合研究所)承 認番号第63500-A-20090223-001号
「流中村絵図 元禄十六年 (1703年 )」 (中村共有会所蔵 )
「流中村絵図 (写)文 化十三年 (1816年 )」 (宮城県図書館所蔵 )
上記絵図の掲載にあたっては、所有者の許可を得て、一関市博物館が撮影したカラーポジフイ

ルムを借用した上で使用した。



9 野外調査及び本報告書の作成にあたり、次の機関・方々から御指導・ご助言・ご協力をいただい

た (敬称略・五十音順 )。

赤沼英男 (岩手県立博物館 )、石崎高臣 (奥州市世界遺産推進室)、一関市博物館、岩手日日新聞社、

菊池強― (岩手大学非常勤講師)、斎野裕彦 (仙台市文化財課)、千葉和人 (天満社 )、 中村共有会 (代

表木村貞雄)、 中村雅彦 (花泉町老松 )、 名久井文明 (岩手大学非常勤講師。一芦舎)、 新野一浩 (瑞

巌寺博物館 )、 畠山篤雄・後藤円 (一関市教育委員会 )

10 発掘調査資料は、全て岩手県立埋蔵文化財センターにおいて録管している。

11 調査成果の一部については、現地説明会資料・平成20年度発掘調査報告書調査概報 (岩埋文第

546集)等に発表してきたが、本書の記載内容が優先するものである。

1 遺構図の用例は次の通りである。

(1)遺構実測図の縮尺は竪穴住居跡の平面・断面図1/60、 カマ ド平面 。断面図1/30、 土坑平面・断

面図1/60、 橋跡・堀跡・溝跡の平面図1/150'断面図1/60、 ピットの平面・断面図1/30で表した。

ただし規模の関係上これに合わないものもあるため、各図版にスケール及び縮尺を付 した。

(2)推定線は破線で表した。また、遺構同士の切 り合いは線種を変えて表現した。

(3)層位は、基本層序にローマ数字、各遺構堆積土などにアラビア数字を使用した。

(4)土層色調観察には、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 F新版標準土色帖』を使用した。

(5)遺構図中の「 P」 は土器、「 S」 は石器または礫を表している。

2 遺物実測図の用例は次の通りである (凡例図参照 )。
(1)遺物実測図の縮尺は土器・陶磁器 。木製品 。自然遺物1/3、 石製品・金属製品1/2、 銭貨原寸で

表した。ただし法量の関係上これに合わないものもあるため、各図版にスケール及び縮尺を付し

た。

(2)土器のうち、須恵器は断面を黒色とした。黒色処理は内外面にスクリーントーンで示した。

3 写真図版の用例は次の通りである。
(1)遺構写真図版については、基本的に平面及び断面写真をセットとし掲載した。

(2)遺物写真図版については、縮尺は基本的に遺物実測図に準じている。
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調査に至る経過

中村城跡は、「道路改築事業花泉バイパス」工事に伴い、その事業区域内に存在することから発掘

調査を実施することとなったものである。

一般国道342号は、秋田県横手市を起点とし、奥羽山脈栗駒山 (須川岳)を越え岩手県一関市を経

由し宮城県登米市に至る総廷長約160kmの幹線道路である。また、岩手県内陸部と宮城県沿岸部を最

短で結び、一般国道45号や整備中の三陸縦貫自動車道へのアクセス路となり、産業・経済・観光そし

て文化交流に重要な役割を担った路線である。

事業対象箇所の花泉町市街地は道路幅員が狭く歩道が無いうえ直角クランクがあるなど交通安全上

の問題を多数抱えており、これらの諸問題を解決するためバイパスエ事により整備を行なっているも

のである。

当事業の施工に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、県南広域振興局一関総合支局土木部から平

成18年 10月 16日付一総土第516号「道路改築事業実施計画における埋蔵文化財の試掘調査について (依

頼)」 により岩手県教育委員会に対し試掘調査の依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会は平成18年 12月 11日 に試掘調査を実施し、工事に着手するには中村

城跡の発掘調査が必要となる旨を平成18年 12月 20日付教生第1318号「埋蔵文化財の試掘調査について

(回容)」 により当土木部へ回答してきた。

その結果を踏まえて当土木部では岩手県教育委員会と協議し、調整を受けて平成20年 5月 1日付け

で財団法人岩手県文化振興事業団との間で委託契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。

(岩手県県南広域振興局一関総合支局土木部)

S‐ 1 :100,OOO
(1:50,000-関 市、若柳を使用)
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第 1図 岩手県全図・遺跡位置図
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遺跡の立地と環境

1遺 跡 の 位 置

中村城跡は岩手県一関市花泉町老松字寺田320ほかに所在 し、国土地理院発行50,000分の 1地形図

「一関 。若柳」の図幅に含まれ、北緯38度50分 19秒、東経141度11分04秒に位置する。

遺跡は、一関市役所花泉支所の北東約0.6kmの場所にあり、金流川左岸の最低位段丘に立地してい

る。標高は22～ 23m前後、現況は水田であり、ほぼ平坦な地形である。

一関市は岩手県の南端に位置し、南は宮城県、西は秋田県と接している。現在の一関市は平成17年

9月 20日 に、一関市・西磐井郡花泉町・東磐井郡大東町 。同郡千厩町 。同郡東山町 。同郡室根村・

同郡川崎村の 1市 4町 2村が合併 し誕生した。一関市の総面積は1133.10kだ と岩手県内で最も広 く、

東西は約63km、 南北は約46kmあ る。土地利用の状況は、総面積のうち56.1%が山林、次いで水田が

11.8%、 畑が71%と なっており、岩手県内で見れば比較的農地の割合が高い地域である。人口は12万

5818人 (平成17年国勢調査)で、岩手県全体の9。 10/0を 占めている (一関市HPから引用 )。
一関市の中でも本遺跡の所在する花泉町は最南端に位置し、南は宮城県と接する人口15,346人 (平成

17年国勢調査)の県境の町である。北側は一関市 。一関市川崎町 (旧一関市・旧東磐井郡川崎村 )、

東側は藤沢町、宮城県登米市 (十日登米郡東和町 。中田町 。石越町)、 西側は宮城県栗原市 (旧栗原郡

若柳町・金成町)と 隣接している。

花泉町は、昭和30年 1月 1日 に永井村・湧津村・湯島村・花泉村・老松村 。日形村、昭和31年 9月

30日 に金沢村の計 7村が合併して誕生した。これ以前の状況として、本遺跡が所在していたと考えら

れる花泉村 (現在の住所は老松)は、明治22年 4月 1日 に町村制が施行され、旧花泉村と奈良坂村が

合併し成立している。

2 遺跡 の地形環境

(1)遺跡の成立過程

北上・阿武限両山地を結ぶ山地列と奥羽山脈の間の低地帯には、ほぼ南北方向の丘陵地と平野の交

互配列がみられる。花泉町を含む一関付近は丘陵の発達する地域で、いわゆる磐井丘陵が、北側の北

上盆地と南側の仙台平野を隔てて発達し、しかも、北上山地の西縁部に接 している。このような地形

発達の背景には地盤運動の影響が考えられ、北上盆地を南下してきた北上川の流路が、盆地南端部の

一関市狐禅寺地区で東方に向きを変えた後、北上山地西縁部の古生層分布地帯の中に、北から南への

順に、いわゆる狐禅寺峡谷・大泉峡谷 (田辺1952)を形成しているのも、その反映であろう。これら

の峡谷は、現在の丘陵背面に基づいて復元される過去の平坦な地形面が開析されて以後の段丘形成期

を通じて、下流側から上流側へ向かって、段丘地形形成のための基準面支配が及ぶ際の通路となった。

磐井丘陵を開析 した古磐井川と古金流川はそれぞれ、狐禅寺 ,大泉両峡谷からなる峡谷部の北端と

南端で古北上川に合流しながら、その流域に段丘地形を形成し、現在の水系を出現した。

北上川中流沿岸の模式的な段丘区分 (中川ほか1963)に従うと、中村城跡は海抜高度22～23m前後、

中位段丘である花泉段丘より下位の金流川左岸の低位段丘最低位面及び沖積低地に立地している。金

流川は宮城県栗原市栗原町付近を源とし、遺跡北西の花泉町花泉湯の尻で有馬川と合流、さらに下流

-2-
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2 遺跡の地形環境

の花泉町日形館ヶ崎で北上川に注ぐ全長14,724.2mの 一級河川である。

遺跡はちょうど金流川に有馬川が合流する地点からl km下流の左岸部に位置する。地形観察からは

自然堤防があり、遺跡はその後背湿地の微高地 (自然堤防上)に立地している (小野寺1993を基に加

筆)。

引用参考文献

小野寺信吾 1993「 Ⅲ 花泉遺跡の環境と基本層序」『花泉遺跡』p30-31 花泉町教委
田辺健-  1952「北上川中流の狐禅寺峡谷の成因に関する若千の考察」『東北地理』 4、 3-4 p35-37
中川久夫・岩井淳―・大池昭二・小野寺信吾・森由紀子・木下尚・竹内貞子・石田琢二 1963「北上川中流沿

岸の第四系および地形―北上川流域の第四紀地史 (2)一 」 F地質学雑誌』69、 p219-227

社団法人東北建設協会 2006 F建設技術者のための東北地方の地質』
杉谷隆・平井幸弘・松本淳 1993『風景のなかの自然地理』 古今書院
日下哉編 2002『図解 日本地形用語事典』

(2)調査区と周辺の地形

調査区内の地形を概観すると、現況が水田利用されていたためほぼ平坦である。北区と中央区の境

である27グ リッド付近から北側は約1.5m標高が上がり、元地形の変換点であることが分かる。南側

の最も低い部分は沖積低地の一部と考えられ、金流川とはほぼ同じ比高である。北側は低位段丘の最

低位面と考えられる。沖積低地である中央区及び南区は雨天時には常時冠水 し、標高の低さが分かる。

現表土を除去し残存 した旧地形を観察すると、北区に南北に走る 1号河川跡が 1条、中央区に南北

から東西方向に屈曲する2号河川跡、南北方向の 3号河川跡、南区に東西方向の 5号河川跡、南北方

向の 6号河川跡がある。また、中央区の 1号堀跡も元来は南北に走る河川と思われ、 2号水田跡も同

様である。

これらの位置関係から、旧地形は自然堤防である微高地の間を小河川 (沢)が南北方向を基本とし
て蛇行しながら金流川に注ぐ入り組んだ地形であったと考えられる。また、標高の低い箇所は湿地化

し、金流川が増水 した際には氾濫原となっていた可能性がある。

(3)調 査 区 の 層 序

本遺跡全外の基本層序は以下の通りである。第 4図に基本層序模式図を示した。

I層 表土 (砕石など道路路盤・盛土)50～ 100cm
Ⅱ層 旧水田耕作土・盛土
Ⅲ層 褐灰色砂質土
Ⅳ層 暗緑灰色細砂
V層 暗緑灰色粗砂

20-50cm

30cm    平安時代遺構検出面 (北区)
100cm以上  上面が中央区・南区の遺構検出面
層厚不明

I層現表土は砕石など道路路盤・盛土など回場整備による整地層である。北区では約70cm、 中央区

では約50cm、 南区は80～ 100cmと 区域ごとにばらつきがある。中央区北側の 1号水田跡付近では、回

場整備時に埋められた廃材などが見つかった。

I層 は旧水田耕作土や盛上で、圃場整備時に遺構検出面であるⅢ・Ⅳ層まで削平されずに残存した

箇所に限定的に認められる。以前は遺跡全体を覆っていたと考えられる旧表土層である。

Ⅲ層は掲灰色砂質上で、調査区の中で最も標高がある北区に限定して見られる層位である。北区で

-4-



Ⅱ 遺跡の立地と環境

は削平された遺構検出面として確認され、この上面から

1号竪穴住居跡や 1号河川跡 (捨て場)が検出されてい

る。

Ⅳ層は暗緑灰色細砂で、Ⅲ層が残存する北区以外の中

央区 。南区で認められる。上面が遺構検出面となるが、

Ⅲ層と同様に削平されている。以前は中央区 。南区にも

Ⅲ層が堆積 していたと考えられるが現況では残存 してお

らず、 I層直下にⅣ層が露出する。遺構 。遺物は確認さ

れない。

V層は各区域で層序確認のための深掘 りを行った際に

認められた層位で、多量の湧水を含んでいる。下位には

古金流川によって逗ばれたと見られる流木など自然木が

多量に堆積 している。遺構・遺物は確認されない。

本遺跡の堆積層位は基本的に古金流川によって運搬さ

れた土砂により形成されたものである。自然児防として

残った箇所に遺跡が形成されたと考えられ、標高の低い

部分は金流川が増水 した時には河水が上がる範囲であっ

たと考えられる。これは、調査区全域に水成堆積と考え

られるラミナ構造が認められることからも想定される。

また、標高の低い箇所から検出された水田跡や河川跡

を中心に十和田 aテ フラ (以下、To― aテ フラ)の堆積を

確認した。今回の調査ではテフラ同定分析を実施してい

ないが、平成15年 に花泉町教委で行った調査の際には溝

跡覆土内から検出した白色テフラについて火山ガラスと

第 4図 基本層序模式図

屈折率を計測し分析を行っている (花泉町教委 2005)。 層厚は約10cmで、 1号水田跡では 2枚以上

に細分可能なことから、噴出単位が想定できる可能性がある。上位層が削平されているため全体の堆

積は不明であるが、Ⅲ・Ⅳ層で検出される遺構堆積上にプライマリーな層準として確認されるため、

工層とⅢ層の間に降下して堆積したものと考えられる。

3 歴史的環境 ・過去の調査

岩手県遺跡台帳 (平成19年 12月 31日 )|こ よると、一関市花泉町には147箇所の遺跡が登録されている。

旧石器・縄文・弥生時代の遺跡が23箇所、古代が18箇所、中世が44箇所、近世が 2箇所、古代の複

合遺跡が13箇所、近世の複合遺跡が 5箇所、時代区分不明が42箇所である。

一関市花泉町は特に金流川を中心として中世城館が多く分布しており、本遺跡もそのひとつである

とされてきた。今回の調査により平安時代と中世の遺構・遺物が検出されているため、本遺跡と関わ

る古代と中世に関連した遺跡を提示し、その歴史的環境を概観する。

(1)中村氏が移住する以前の遺跡周辺

本遺跡は、現在の住所で一関市花泉町老松字寺田に所在するが、平安時代は磐井郡流郷 (注:1)

To‐a

Ⅳ

V
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3 歴史的環境・過去の調査

仲村に属 していたと思われる。承平年間 (931～ 938年 )に成立した和名類衆抄の磐井郡の項目の中に

は「仲村 奈加無良」が認められ、現在、花泉町のほぼ中央に位置する中村は、この仲村と考えられ
る。現在の中村地域から金流川を挟み、田園が広がる対岸一帯も同じく中村と称されていたようであ

り、本遺跡もこの地域に含まれる。

周辺の遺跡について、旧石器時代の関連遺跡では、金森遺跡におけるハナイズミモリウシやヘラジ

カの出土事例があり、縄文時代の遺跡では貝取貝塚が著名で昭和31・ 32・ 41・ 44年度の調査により、

縄文中期～弥生に属する出土遺物や数10体の人骨が見つかっている (花泉町教育委員会1971年 『貝取

貝塚』)。 1988年以前に町内で実施された調査は (花泉町教育員会1993年 『花泉遺跡』)に詳しい。

ちなみに、本遺跡から最も近い遺跡は、北東方向へ直線距離にしておよそ400mの老松四日市場に、

縄文時代の遺跡として四日市場遺跡がある。

さて、平安時代に入 り、廷暦21年 (802年)坂上田村麻呂が胆沢城を築き、磐井・胆沢 。江刺は胆

沢城の支配下におかれた。この「胆沢三郡」説 (注 :2)は同時期に磐井の名前が文献から見出すこ
とができていないことから、3郡が同時期に胆沢城の支配下になったという確証が薄いという見方も

あるようだが、遅くとも弘仁3年 (812年)頃までに磐井郡は、胆沢城の支配下に置かれたと思われる。

(測原 :2005、 注 :3)

平安中期になり、中村周辺の地域は、高倉荘 (注 :4)と して京都藤原氏に属する。しかしながら

高倉荘は、奥州藤原氏が領有し、関白家に寄進したものであったため、実質の管理は奥州藤原氏であ

り、この地に影響をおよぼしていることに変わりはなかったようである。前九年の役の様子を記述 し

ている『陸奥話記』に、この時期の中村が登場する場面がある。安倍宗任ら賊軍を追う官軍が兵糧尽

きてくる場面である。「磐井郡仲村の地に入らしむ。陣を去ること四十余里なり。耕作の田畠・民戸

は頗る饒かなり。即ち兵士三千余人を遣はして、稲禾等を刈らしめ、将に軍根に給せんとす。」つまり、

この時代すでに中村の地で稲作がおこなわれ、そこには、豊かな生活をしていた人々の姿があったこ

と、そして、広がる田畑の風景をこの『陸奥話記』の一場面でうかがい知ることができるのではないか。

(2)奥州征伐による中村氏の登場

前九年の役 (1051～ 1062年 )。 後三年の役 (1083～ 1087年 )を経て、藤原清衡が平泉政権の下で奥

州を治めてから100年余りが経った1189年、文治 5年奥州合戦で源頼朝の大軍に敗れ藤原氏は滅亡し

た。そして、奥州征伐を終えた源頼朝が、功のあった御家人に領地を与えることとなり、中村の地に

も鎌倉政権が入り込んでくることになった。『吾妻鏡』には、「凡ソ清重、今度ノ勲功、殊二抜群ノ重

職ヲ奉ハルノミニ匪ズ。剰へ伊沢・磐井・牡鹿等ノ郡以下、数箇所ヲ拝領スト云云」とある。清重と

は、葛西清重のことであり、奥州各地に広がった関東武士の総奉行を務めた。葛西氏は、もともと武

蔵国豊島君【豊島に住み豊島氏と称していたが、下総の葛西に移り住み葛西氏となり奥州征伐に従軍し

ていた。

この葛西清重の子孫が中村城城主となるのであるが、その葛西氏の子孫が中村に住むことになるの

は、この文治 5年から、およそ100年後の弘安 9年 (1286年)2月 といわれている。
ここで同時期に活躍していた周辺諸氏についても触れておきたい。城館と城主等については、表を

参照にしていただきたい。表は、『岩手県史』と『花泉町史』にもとづいて『古城書上』の欄を設け

るなどして加筆した。『古城書上』とは、延宝年間 (1673～ 81)に仙台藩が幕府に提出したもので、

山城か平城の区別や、城主、大きさが記されているものである。表からもわかる通り、13世紀後半に

もなると、中村氏とともに、金沢氏、寺崎氏、奈良坂氏、清水氏、などが出揃ってくる。

―-6-
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第 5図 周辺の遺跡分布図 (古代・中世 )
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第 6図 周辺の遺跡分布図 (中世城館 )



第 1表 周辺の遺跡分布表 (古代 。中世 )
NO 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物 所在地 調査経歴

1 中村城 城館跡 平安～中世 堀跡、陶磁器 (中世)、 須恵器、土師器 老松寺田 平成15調査

2 四日市場経塚 経塚 塚 老松四日市場

3 一里塚 一里塚 塚 2基 老松上汁足・佐野屋敦

4 王壇 塚 鎌倉～室町 石塔婆36基 老松藤田 昭和57町指定文化財

5 宮沢 散布地 縄文・古代 縄文土器、須恵器 老松下宮沢・ (上宮沢)

6 衆徒 塚 祭祀跡 塚 老松寺沢

7 金提寺跡 寺院跡 塚 2基、石塔婆 23基 老松寺沢

8 割山塚 塚 石塔婆 日形 上 通

9 宝寿院跡 寺院跡 墓 石 日形須釜

関峯寺庵跡 寺院跡 墓 石 日形石畑

中通 散布地 縄文、古代 須恵器、土師器、(縄文土器、かわらけ) 日形中通

鹿ノ畑経塚 経塚 平安～鎌倉 古常滑焼経壷、塚 2基 日形中通 昭和59町指定文化財

高台寺跡 寺院跡 金沢手代森

西川塚 祭祀跡 塚 4基 金沢西川

経ケ森塚 経 塚 塚 2基 金沢小沢田

尼壇 塚 塚 金沢尼ケ沢前

大門沢塚 塚 鎌倉 塚 3基 金沢大門沢

馬場 散布地 古代 須恵器、土師器 花泉馬場 平成16分布調査

葛西塚 祭祀跡 室 町 塚、石塔婆 花泉日束 昭和57町指定文化財、平成16分布調査

宝泉院跡 寺院跡 花泉口束 平成16分布調査

下金森 散布地 縄文 古代 縄文土器、須恵器、獣骨 花泉寺沢 平成16分布調査

七ッ森 祭祀 跡 塚 9基 花泉阿惣沢 昭和29調査、平成16分布調査

上野沢 I 散布地 縄文 古代 須恵器、土師器、石鏃 花泉上野沢 平成16分布調査

上野沢Ⅱ 散布地 古代 須恵器 花泉上野沢 平成16分布調査

上野沢Ⅲ 散布地 縄文・古代 須恵器、土師器、石鏃 花泉上野沢 平成16分布調査

阿惣沢塚 散布地 塚 2基 花泉阿惣沢 平成16分布調査

上油田経塚 経 塚 塚 1基 油鳥穴ノ沢 平成16分布調査

名賀山塚 塚 塚 油島明賀山

明賀山塚 塚 油島明賀山 平成16分布調査

石食塚 塚 塚 2基 油島明賀山 平成16分布調査

赤荻塚 祭祀跡 塚 1基、堀 ヤ由島ゴヒノ沢 平成16分布調査

山中沢 I 散布地 古代 須恵器、土師器 油島山中沢 平成16分布調査

山中沢 Ⅱ 散布地 縄文・古代 須恵器、土師器、石鏃 油島山中沢 平成16分布調査

山中沢Ⅲ 散布地 古代 須恵器、土師器 油島山中沢 平成16分布調査

蒲沢塚 塚 塚 4基 油島蒲沢 平成16分布調査

表谷地 散布地 古代 須恵器 油鳥表谷地 平成16分布調査

大石沢塚 祭iB跡 塚石、塚 2基 油島大石沢 三竹古墳、平成16分布調査

久保庭園 庭 園 池山、古木、環濠 油島猪岡西 平成16分布調査

飛ケ沢 祭万B跡 塚 6基 油島飛ケ沢 盛塚、平成16分布調査

平等寺跡 寺院跡 油島貝鳥 平成16分布調査

下三ノ町 散布地 古代 土師器 涌津 平成7新規

五輪堂 祭祀跡 鎌倉 鉄五輸塔地輪 涌津五輪堂 昭和55、 国指定童文

松ノ坊 散布地 古代 須恵器、土師器 桶津松ノ坊

熊倉 I 散布地 古 代 須恵器、土師器 桶津熊ノ倉

熊倉Ⅱ 散布地 古代 須恵器、土師器 桶津熊ノ倉

向川塚 塚 塚 4基 桶津向川

矢ノロ I 散布地 古代・中世 須恵器 桶津矢ノロ 平成14調査

矢ノロ狂 散布地 古代 須恵器、土師器 補津失ノロ

矢ノロ塚 塚 塚 1基 桶津矢ノロ

石畳 散布地 古代 須恵器、土師器 棉津石畳

悪法師 散布地 古代 須恵器、炉壁 桶津悪法師

亥年前 散布地 古代 須恵器、土師器 桶津亥年前

上吉 田 散布地 古代 須恵器、土師器 桶津吉田

―向坊行人塚 祭祀跡 そ子れ可 永井南小茂

一本木行人塚 祭祀跡 石 祠 永井南小茂 斉海坊塚

狼の沢塚 祭祀跡 石塔婆 永井西狼ノ沢

西狼の沢経塚 経塚 塚 永井西狼ノ沢 昭和38調査

七里塚 一里塚 塚 1基 永井三本木

「岩手県遺跡台帳」(平成19年 12月 31日 )

Ⅱ 遺跡の立地と環境
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3 歴史的環境・過去の調査

第 2表 周辺の遺跡分布表 (中世城館 )
遺跡名
(別名 )

時代 年代 城 主
百城書上

形態 遥構  遺物 所在地 調査経歴 備考
城 主 大きさ

1
中村城
(須略館Ⅲ 中世 1286(弘 安 9) 中村淡路守氏房 千葉相模

東西 24間、
平城
堀跡、陶磁器 (中 世 )、
痴煮器、十師器 老松寺田 平成15 20調査 平姓千葉氏。

2
杉屋敷館
(杉館 )

平安～
室町

年代不詳 修験普賢院 普賢院 山城

曲輪、土塁、空堀、
湧井、平場、主郭、
二の郭

老松佐野屋
致

3
栄館

`宮

館舘 )
室‖」～

天二年間 (1573～ 92) 長沢伊勢 山城
曲輪、土塁、空堀、
主郭湧井、 老松上宮沢

4
(男沢城 )

三 山」～

湖RIII
1548(天 文17) 及川重俊 及川左馬允

東西40間、
南北20間

山城
曲輪、土塁、空堀、
享ト

老松舘平

5
苅明館西館
(峠城西館 )

一嘲
山
至
桃 寺崎氏峠城在城期 菅原惣た ェ門 菅原惣左衛門

南北 18間
UI城 平 場 老松峠沢 寺崎一門 P

6
苅明館本九館
(峠城 )

一町
山
室
桃
1375(永 和元年 )
1504(永正元年 )

千葉越中龍資
寺崎刑都大輔常清 ］柳。五兵衛。中”

寺
部
助
真
シ

東西31間、
南北34間

山城 曲輪、土塁、空堀 老松峠沢

金沢清胤の子が
胤資。永正元年
寺崎常清からを
後期に分ける。
流の総領職。

7 苅明館南館
(峠城南館 )

至山J^― と573～ 1591 臣見
隅
岩
大
崎
糞
寺
千 千葉大限

東西 22間南
山城 平場、郭、堀、土塁 老松峠沢

8
(峠城北館 ) 樹k lI

1573^ヤ 1591
(天正元年～ 19)

千葉伊豆 千葉伊豆
東 山60間、
首】Ll AFBR 山城 キ 凱 日形上通 寺山奇一門 P

9
苅明館東館
(峠城東値 )

奎 山J～
樹kI十 1

寺崎氏峠城在城期 岩淵美作 岩淵美作
県四Z41BJ、
南北 14間

』城
輪
郭
曲
主
土塁、空堀、
二の郭 日形上通

10 上須釜館 桃山
573～ 1591
天 下〒 年 ～ 19) 寺崎専千代丸 曲輪、腰郭 日形須釜

11
莱 山 PH(コ F`F
日I城 、波 山館 )

室 町
1573-1591
(天正元年～19)

小野寺肥後 山城
輪
丸
閣
本
土塁、空堀 、
二の九

日形石畑 平成14範囲拡大

12
柏木館 (丸森
舘 大 .tk舘 )

中世 年代不詳 三 1甫大隅 山城
出輪 、土 塁 、空 堀 、
Π藪宣K 金沢柏木

19 要害 中 世 年代不詳 阿部譜瞳 山競 由輪、十黒、窄蝙 令沢吏嘉害

北館 翔RII
1376(永 和 2) 熊谷丹波守胤直 山城 曲輪、湧井、 金沢卯南田

平姓千葉氏。金
沢城の熊谷系。

鋭倉館
(愛宕館 )

室町～

桃山
1432(永享 4) 熊谷直*L

千葉四郎兵ェ
千葉四郎兵衛

東西50間、
南北30間

山城 腰郭、主郭、二 三
の郭

金沢字要害

16 柴ノ沢館
桃口I～
江戸

1583(天正 11) 佐々木四郎重綱 山城
輪
郭
曲
主

塁
郭
土
腰
空堀、

金沢臼ノ沢

17 朝 日館
(金沢城 )

平安～

IJL山

半 女

1340(暦応 3)

釜沢九RБ (奥州藤
原氏家臣 ?)

金沢出雲守清胤

金澤伊豆守
又は金澤九郎

南北12間

二の丸″間、
南北12間

山城
輪
井
曲
湧

塁
郭
土
腰
空堀 、

金沢西川
昭和51313町
指定史跡

平姓千葉氏。

大槻館 づ【山 天正年間(1573～ 92) 大槻但馬守泰常 平 城 館跡、碑 盆沢大槻
十旺す菜八。守
崎一族。飯倉城
より移競.

山神館 中世
輪
場
曲
平
土塁、空堀、 金沢新田

地蔵崎 ノ城

`番

姜船ヽ 中世
出輪 、 土 塁 、 空 堀 、
塚 金沢大門沢

二桜館
(清水城 舞鶴
城 )

平安～

桃山
鶏摂鱗 →

1604(廃 長 9)

坂上田村麻呂
1青水清秀

伊達政景

清水刑部少輔
後に伊達上野
介政景

東西35間、
南北34間

山城
曲輪、土塁、空堀、
湧井、主郭、

花泉上舘
昭和51313町
指定史跡、平
成16分布調査

前期平姓 (1309
～)後期藤姓
(1468～)藤姓清
水氏は、本系が
清水 氏 別系 だ
が、奈良坂氏を
祖とする。

高山館
(令森城 )

室町～

江戸
1520(永正 17) 清水重乗

金森内膳真利
金森内膳興利

界 口 3∪ 向、
宿工」「 負∩Fng

山城 曲輪、土塁、空堀 花泉寺沢 平成16分布調査

高森館
(奈良坂城、自
薦城 )

室町～

蒻七山

1334(建 武年中)

応永末期以降

平姓奈良坂延平

藤姓奈良坂大炊介
家重

衛
門
夫
衛蜘肺攀効誂

余
門
重
信
門

東西40間、
南北13問

山城
曲輪、土塁、空堀、
本九、二の丸

花泉舘前 平成16分布調査

平姓再西系。家
重の婿入後を藤
姓奈良坂氏。平
姓と藤姓が共に
城内に住む心

(小 山城 )
室町～

蒻

`山

1466(文正元年 ) 余良坂信貞 山城
輪
塁
曲
土
土塁、腰郭、

花泉築館前 平成16分布調査
奈良坂城主の控
館 ?

上油田城
(竹 ノ下城 )

一女
山
十
眺 平安後期 (藤原時代 ) 釜七郎

笠
士 山城

丸、二の丸
油島穴ノ沢 平成16分布調査

蒲沢館
(下油田城 )

至山J～ 1438(永享10) 千葉右馬介定時 不明
粟西 24FFE、
訪 Jレ頻聞 山城 曲輪、土塁、空堀 油島蒲沢 平成16分布調査

要吾 (館 , rHI島柔谷勤 平成1船布調蓉

猪岡館
(泉沢館 )

半賓後
期
藤原時代末期 泉三郎忠衡 平場、腰郭、主郭 油鳥仮谷 平成16分布調査

西館
(蝦島館 )

室町～

″【山
1194(建久 5年 ) 佐々木安芸 鈴木某

東西14間 、
南北 15間

山城
ヽ
の
堀
三
空
ヽ
一
一

塁
九
土
本

輪
場
田
平
苛

1白島飛ケ沢 平成16分布調査

泰 印

(涌津城、涌津
寸レ合fとヽ

鎌倉～
tlヒ山

|:?Bt震泉発祭;
1624(管永中 )

民部径ケ
瀬上宗辟

涌津四郎兵衛
東西60間、
南北54間

山城
山輪、空堀、水堀、
本丸、二の九、腰郭

涌津舘

31
熊倉館
(池上柵 )

室町～

ヴ[山
1482(文明14) 岩淵伊勢径村 山城 曲輪、主郭、腰郭 涌津熊ノ谷

防 田部
(黒法 師館 |

中世 秋星駿河 曲輪、主郭、腰郭 涌津松ノ坊

下館城 (下紫
館、東城 )

室町～
1342(康永元年 )

君 lH量 同I
千 葉 五 郎 々 衛 門

山城
輪
郭
出
主
二塁、空堀 、
ffrョR 涌津石畳

猪閉館
嫌倉～
籾k1lI 1308(延慶年間)頃 千葉越中 山城

曲輪、土塁、空堀、
石塔 rkt、 平場

涌津亥年前

自浜塞 (涌津
南舘、首精 )

室 町 1457(長禄元年 )
岩淵藤二郎  藤五
良【

田
物 涌津 山中

長崎llf
室町中
期

曲輪、土塁、空堀 、
永井長崎

四本 オ贈 (n
ノ ロ館 、西 館 )

一則
山
至
桃 1544(天文13)

首原春道 道広
永井半左ェ門

永井半左衛門
東西30間、
南北26間

曲輪、土塁、空堀 永井待井
故城であつた所
に移城 した ?

内の 日薬師館 永井寺前

高崎館
(下舘Ⅲ

室町中 1429(永享元年 ) 首原文治朗 不 明 平城 曲輪、空堀、腰郭 永井噛前
以前詐かの居城
だった ?

「岩手県遺跡台帳」(平成19年 12月 31日 )を もとに『岩手県史』『茫泉町史』から引用し、さらに加筆して作成

―-10-



Ⅱ 遺跡の立地と環境

例えば、金沢氏の祖清胤は、暦応 3年 (1340年 )頃 に朝日館 (金沢城)に入つたとされているし、

この金沢氏から分立したのが寺崎氏 (千葉胤資)である。平姓奈良坂氏については、その初代朝重は、

葛西清重の二男朝清の子であり中村氏と近い家系である。中村氏房と同じく、惟康親王に従軍し領地

を下賜されて建武年間 (1334～ 1336)に下向したとされている。朝清から7代 目にあたる重賢に、中

村信継の女が嫁入りしているが、この信継は、平姓奈良坂氏から中村氏に養子になったものである。

清水氏は、金沢氏と同じく、葛西清重の子重光又は、時重を祖とし、その子清秀が延慶年間 (1308～

1311年)頃に移住してきたようである。応仁 2年 (1468年 )、 この清水氏が苦境におちいりそうな時、

家老職として清水城に入城したのが、藤姓奈良坂氏の祖家重であるが、この家重は、中村信定の弟の

ようである (紫桃1990)。

この時期、中村周辺の状況は金沢氏などの勢力圏が存在していた所に奥州攻め後に葛西氏一族が

入ってきて、東部が寺崎氏、北部が金沢氏、西武が奈良坂氏 (高森城)、 南部が中村氏となり鼎立す

るような形となった (佐藤1979)。

(3)中村氏の動静とその環境

中村氏については、考古学的な情報として、平成15年度に花泉町教育委員会が調査した『中村城跡

発掘調査報告書』力半J行されている。12世紀後半の常滑産、渥美産陶器や13世紀後半の宮城県北部産

の陶器、15世紀中葉の中国産青磁などが出上しており中村氏が居城していたとされる時期と合致する

遺物である。しかし、文字資料の面では、文献等に登場する機会が少なく、多くの研究がされてこな

かった為に、謎の家系とまでいわれている。そんな中、中村氏の末裔といわれる花泉町四日市場の中

村氏から、中村系譜の写しを紹介して頂いた。この中村系譜であるが、系譜を一級史料として示すに

は、決定的な確証がないのが実情であり考証が必要ではあるが、少ない文献の中でこれが占める割合

は大きいと感じるし、参考資料としても取り上げてみようと思う。中村氏系譜の一部解釈は紫桃正隆

氏の『戦国大名葛西氏家臣団事典』に記されているが、下記に中村城初代城主氏房の部分のものを中

村系譜から引用し、ここで補足したいと思う。

弘安元年正月近待於将軍右大将惟康親王以有勲績於□之磐井郡賜食邑三千余町屋於同郡流荘中村邑

同八年十一月十七日将軍惟康大王伐秋田城介藤原泰盛之叛時先登有出衆之功同九年二月徒於中村舘

時将軍家命氏房国汝異祖中村武蔵守将常者勤労於王家而伐凶 (?)徒頴武春於天下如汝奉 (?)受

封於中村宣改称号為中村揮武威於邦内偉佳名後昆央因以為中村氏

家紋 旗た 赤地黒七星 惟幕 二葉相又舞鶴
正和三年七月二七日卒年五一

法名俊翁字秀岳号廣智院母相馬九郎平茂胤女

内容は、氏房が弘安元年に、右大将惟康親王により流の中村の約3000余町の領地を賜り、中村氏を

称することになったとある。ここで気になるのが将常なる人物と、中村を称することになる経緯であ

る。

将常は、氏房 と同じ桓武天皇の流れをくんでいる平将常 (将桓 とも)の ことであると思われる。奥

州葛西家の祖である葛西清重は、秩父平氏の豊島康家の二男であった。この秩父平氏の祖が武蔵権守

将常といわれている。秩父平氏のはじまりは、将常が秩父郡中村郷に居住した時からのようであり、

その後、秩父平氏は勢力を拡大し活躍していくことになるわけであるが、その将常と、氏房の姿を惟

-11-



3 歴史的環境・過去の調査

康親王が重ねあわせていたようである。同じ中村という名の地に居を構えることになった氏房に、中

村というのはとても縁起の佳い名前であると勧め、中村氏房と称することになったことが読み取れる。

千葉栄氏の『奥州磐井高倉荘之歴史』には、「千葉家人中村時実の養子家督となり、流懸の須崎館

に移住」と記しており、流の目代であった中村氏が、しばらく途絶えていたところに、御家人の配置

仕置きとして氏房があてられたとのことである。中村系譜に記されている内容と食い違う点である

が、系譜が一級史料と確証できないため、これだけで判断するわけにはいかないが、「中村館という

所に住んでいた中村氏」の養子となり中村を称したかは、今後も考察が必要である。

また、城館の様子をみると、中村城は須崎館とも称され『仙台領古城書上』には、中村の項目に「中

村城 二十四間 二十三間 城主千葉相模。」、F風上記』には「須崎館 東西十四間 南北廿三間
右城主葛西御家臣千葉相模」と記されている。同時期の周辺城館の中では、中村城以外はすべて山城

である。分布調査等で二桜城・朝日館 。上油田城・峠城・高山館・高森城などには空堀・土塁も確認

されており、まさに山城として全体を俯敵できる高台に立地していた。しかし中村城は丘陵でもない

場所で平城の形をとっていた。今回の調査区付近より北西方向にある丘陵先端部に、頂上を削平した

ような所に築館の地名が残っている。花泉教育委員会『花泉町文化財調査報告書第 5集』によると、

この場所が緊急時を考え詰の城を築こうとして未完に終わった地ではないかとしているが調査等は行

われていない。

町内に中村氏所縁のものとして、花泉束鹿野の天満社がある。天満社は磐井郡中村鎮守天満宮とし

て菅原道真を祀っているが、この勧進が中村城の3代 目城主信房であるという。口碑伝説によると、

応永34年 (1427年 )日照りに苦しむ人々のために信房が7日 間の精進雨乞いをした。すると祈願が成

就し、大雨が降り、雷雨とともに光が降下した。その光のもとに信房が祠を建て、日頃信仰していた

天満宮を祀つたということである。天満宮には、F天満社再勧進棟札写』があり、これは、明治30年 (1897

年)宮殿屋根の改修工事時に発見された棟札の写しである。その時の宮殿が、宝永 7年 (1710年 )9
月25日 に造立されたこともこの棟本しからわかった。また、この宝永の造立時に書かれたと思われる系

第3表 中村氏系譜と姻戚関係
代 名前 字名 没年 法名 姻戚関係

1 氏房 中村三郎 1314 (正和 3年 ) 俊翁字秀岳琥廣智院
女 :岩淵経清の妻

女 :葛西信方の妻

2 親房 中村小三貞焉 1352(文和元年) 明翁字徳山琥宗賢院

信房 中村平三郎 1382(永徳 2年 ) 音雲字道瑞降稀大祥寺

4 信継 中村弥治郎 1369(応安 2年 ) 正的字瑞○琥員柴院 平姓奈良坂延清男

5 信兼 中村太郎三郎 1416(応永22年 ) 明智字恵光琥常心院
女 :葛西持信の妻

女 :奈良坂重賢の妻

信周 中村弥四郎 1440(永 享■年) 節巌字員忠琥浄光院 男 :清水家家老 (家重)藤姓奈良坂初代 ?
7 信定 中村弥四郎 1471(文 明3年 ) 班虎字集山琥長噺院

8 信清 中ホ寸八貞【 1518(永正14年 ) 宗英字雄山琥徳壽院

男 :分家永井中村祖 (信行)

男 :清水家相続 (信賞→重光)

信賞男 :金沢氏入婿 (通継→常正)

通継女 i寺崎時継の妻

妻 :岩淵真経女

妻 :大原広忠女

信氏 中村弥八郎 1547 (つくうと154F) 浄浄翁字清岳琥員観院 女 :中村重信 (永井)の妻

信 常 中村弥八郎 1561(永禄 3年 ) 員翁字賞岩琥顕徳院
女 :寺崎正継の妻

妻 :寺崎時継女

信方 中村弥太郎 1554(天文22年 ) 金沢胤正の男

常弘 中村弥七郎 1611(慶長15年 ) 玄翁字β岩琥清光院

(千葉栄氏『奥州磐井郡 i流懸中世葛西類親族検証系譜』を参考に作成したもの)
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

譜が存在し、この中に信房の名前を見出すことができる。その系譜によると、応安 7年 (1874年)天
満社の初代となった人物が、国内を修行し中村に戻り、信房の勧進した天満社の職に就いたとある。

また、信房が「祭田数町ヲ附ス」とも記されている。

こうなると疑間が生じるのは、口碑伝説であるが、信房は、中村系譜によると永徳 2年 (1382年 )

に没したとされている。そのため、この応永34年の雨乞いによる勧進という点は、年代がさかのぼる

ことが考えられるのではないだろうか。

さて、こうして中村の地に根をおろし着実に固い地盤をつくっていたわけであるが、千葉栄氏作成

の『奥州磐井郡 :流懸中世葛西類親族検証系譜』を参考に見ていくと、周辺の諸氏と多くの姻戚関係

を結んでいたようである。千葉氏の作成した系譜と、先述した中村系譜をもとに作成した中村氏姻戚

関係系譜表を前記に示しておく。

(4)中 村 氏 の終 焉

こうして中村氏は、初代氏房より常弘まで12代およそ300年の間続いた。

天正17年 (1589年 )、 豊臣秀吉は全国の諸大名を巻き込んで小田原攻めを実行した。奥州の諸大名

もまた同じであつたが、これに参陣した伊達 。相馬 。南部・津軽の諸氏は所領安堵とされ、参陣しな

かつた葛西 。大崎 。和賀・稗貫の諸氏は追放となったのである。『岩手県史』によると、葛西氏も当

初は参陣する予定であったが、領内での争乱の心配があり参陣のタイミングを逃したようである。天

正18年 (1590年 )秀吉は、奥州仕置きを端に、木村弥一郎・蒲生氏郷の軍にこの地を攻めさせた。 F花

泉町史』には少なくとも17名の武将がこの戦に関わつたと史料から導き出している。つまり、ほとん

どの武将が、この戦で敗れ農民などになリー家離散していくことになったことが想像される。葛西氏

もまた追放・居城没収となり中村氏も共に没落し、およそ300年居住した中村の土地を追放された。

12代常弘は、父信常が亡くなった時まだ7歳であったが、外舅の寺崎信継の協力もあって多くの軍功

をあげたと系譜には記されており、没落後は一関邑で慶長15年 (1611年)に没したとされている。こ

の奥州仕置後の中村城には、木村吉清の家人なる人物大内源内が配されていたと『小野文書』に記さ

れている (花泉教育委員会1985)。 しかし、その後の中村城について詳細は不明である。

秀吉の天下統一の野望の前に、全てを失った葛西氏は平安時代末から400年 も治めていた土地を奪

われ滅んでいった。かつての葛西家臣たちは、葛西家の再興を願い、その目印として家の門前にサイ

カチの木を密かに植えたという。サイカチは「葛西勝つ (カサイカツ)」 になぞらえたものである。

現在の花泉町内にそれが残っている所があるそうである。

中村城跡は度重なる土地改良事業に伴い、基盤整備が行われ城址と偲ぶ様相は失われている。開田

以前のその場所にサイカチの木が植えられていたかどうかは、今となってはわからない。 (佐藤)

注 :1『花泉町史』によると、流郷は、「古代の高倉荘を踏襲した地域で、中世は葛西氏の支配地であった」としている。近
世には伊達領になっている。

また、『岩手県史』には、流十五郷と称し「長井 (後世東・西に分ける)、 涌津、上油田、下油田、蛯島、奈良坂、志

津、金森、中村、金沢、峠、男沢、日形、宮沢、楊生」が、これにあたるという。しかし、南北争乱後、度重なる争

乱に巻き込まれ、領域が動き続けた地域であり郡郷の名称が変転し、判断し難いとしている。

注 :2 伊藤博幸氏が提唱した説によるもので、胆沢城造営後の延暦23年 (804)頃 までに、磐井・胆沢 。江刺の三郡は同時
に置かれて胆沢城の支配下になったとされている。

注 :3 測原氏は「磐井郡の成立」の中で 8C当時の磐井郡には人口が少なく地域勢力も乏しかった為、磐井郡を1郡 とせず
栗原郡の一部とし、伊治城廃絶を機に分置されてから胆沢城に支配されたとしている。

注 :4 高倉荘は「岩ヶ崎・猿飛来・石越・永井 。若柳・川北・奈良坂・三の迫・金森・中村・金沢・清水・富沢・揚生 。日
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形・男沢・峠・涌津・蝦島 ,上油日・下油田」(『花泉町史♪ の村をであ|ったと思われ、現在の磐井郡南部と栗原郡

北部周辺である。
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Ⅲ 調査 。整理の方法

野外 調査 方 法

(1)グ リッ ド設 定

中村城跡の調査区域は北西から南東の直線上に約440m、 幅15～ 16mで、道路幅分 (2車線 +歩道

分)の帯状の形状を呈している。このうち、北区と中央区が約100m離れており、北区が飛び地となっ

ている。

グリッドは調査区の形状に合うように設定しており、国土座標X系から36.8度西に振り、調査区全

域をカバー出来るようにグリッドを設定した。大グリッド (5× 5m)は長軸方向に算用数字 1～
94、 短軸方向にアルファベット大文字A～ Dである。また、小グリッドは大グリッドを2.5× 2.5mで

4分割し、長軸方向を北とした場合、北西隅を起点として、東西方向に 1・ 2、 3・ 4と した (例 :

lAlグリッド)。 なお、基準点の成果値は以下の通りである。

第 4表 基準点位置

(2)本調査と調査以前の工事部分の取 り扱い

調査は委託者である一関総合支局土木部との打ち合わせと地域住民との話し合いから、農作業用道

路を確保するため、全面通行止めせずに行うこととなった。調査は北区の飛び地を平成20年 5月 1日

～6月 15日、中央区・南区を平成20年 6月 16日～終了までと期間を分けて部分通行止めして行った。

北区の調査が終了した平成20年 6月 12日 には、北区750だについて部分終了確認を行い、部分的な埋

め戻しを行って道路分を確保した。また、南区についても63グリッド付近から90グリッドまでの西側

に道路を確保した上で、これ以外の調査を行い、遺構が確認された箇所までを短期間部分通行止めに

して調査する措置などを講じながら進めた。よって、調査は区域ごとに調査→道路切替→埋め戻しを

繰り返しているため、全面調査よりも時間が多くかかった。

調査はまず地形の状況と地層の推積状況、遺構の有無、遺構・遺物集中区域の確認と把握を目的と

して、任意に約10～ 15箇所の2× 2mト レンチを設定し、人力で試掘調査を行った。前述の経緯もあ

り、本調査を北区→中央区→南区と進めたため、試掘調査もこれに従って行った。

北区の試掘調査は当初中央にあった砕石道両脇の部分に各々3箇所ずつを設定して開始した。この

段階で、調査区域の東側に沿って直径約200mmの水道管 (本管)がすでに埋設してあることを確認した。

パイプは幅 2～ 3m、 深さlmが掘削されて埋設されており、これより上部はすでに破壊されていた。

水道管埋設工事は花泉バイパス予定地に花泉町水道課 (現一関市花泉町)に より行われており、調

基準点 グリッド
日本測地系 世界測地系 緯度 経度

X Y X H 封ヒ締 東 経

Pl 5Cl 29159426 30802685 23812 28851104 30502077 23812 38° 50′
′
04″

9Cl 29175415 30814700 23786 28867093 30514092 23786 38° 50′

41Cl 29303324 30910821 22737 28995001 30610209 22737 38° 50′ 4
′
09″

45Cl 29319313 30922836 22451 29010990 30622223 22451 38° 50′ 4

71Cl 29423240 31000934 22440 ‐129114916 30700318 22440 38° 50′ l
′
13″

75Cl 29439228 31012950 22607 ‐129130903 30712333 22607 38° 50′ 0″ 1′ 13″
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Ⅱ 調査・整理の方法

査区全域 (長さ440m)にすでに埋設されている状況であつた。遺構検出面は現地表から60～ 70cmの

深さにあり、調査することなく破壊されていた。

水道管埋設部分の調査については、県生涯学習文化課の判断を仰ぎ、遺構・遺物が残存する場合は

水道管際まで調査を行うこととした。遺構検出面まで表土除去した段階で、工事の痕跡 (重機によっ

て埋め戻された跡)が確認された場合は水道管埋設部分の表土は除去せず、攪乱扱いとしている。

中央区から南区の試掘調査は、前述の水道管埋設部分の範囲確認を兼ねて、調査区東側を中心に等

間隔に設定した。調査区全域に観察される事項であるが、調査以前の回場整備により遺構検出面は広

範囲に削平されており、一部では削平された遺構検出面に重機のキャタピラ跡も確認されるなど荒れ

ている状況が認められた。南区の80グ リッド付近には、調査区を横断して約 1× lmマスの用水用枡

形コンクリー ト管がすでに設置されていた (下位には 6号河川跡)。

上記の状況から、調査区の大部分は回場整備時に整地された際に削平・整地の影響を受け、その後

の水道管・用水管工事でも攪乱されている。よって、 I層現表土 (砕石など道路路盤・盛土など園場

整備による整地層)50～ 100cmの下は、削平された遺構検出面 (褐灰色砂質土など)と なる。

調査は前述の通り、北区から順次南へ向かって行うこととした。試掘調査の成果をもとにⅡ層旧水

田耕作土・盛土 (部分的)、 またはⅢ層褐灰色砂質土 (北区)、 Ⅳ層暗緑灰色細砂 (中央区以南)のい

ずれかまでを重機 (バックホウ0.45。 1台)に より掘削した。また、調査の進捗によりつF上場が離れ

る場合は運搬にダンプトラツク4t・ 1～ 2台、排土山整地のためバックホウ025。 1台 を併用 した。

合わせて、岩手県教育委員会生涯学習文化課が平成14年 12月 2～ 12日 、平成18年 12月 11日 の 2回行っ

た試掘調査の際に重機で掘削した トレンテも掘 り下げを行い、堆積を確認した。

重機による表土除去を行った後、人力によってジヨレンがけなど 1次遺構検出を行い、検出した遺

構から随時精査を行った。また、区域ごとに重機による深掘 りを行い、下位の堆積状況と遺構の有無

を確認したが、湧水が著しいⅣ層以下は自然木が多量に出土するものの、人工的な遺構・遺物は認め

られなかった。

調査方法については、大型遺構の調査は四分法で、その他の遺構については原則的に三分法で行い、

それぞれ堆積土層観察用のセクションベル トを設け、土層を観察しながら精査を進めた。この際、土

層の堆積状態、遺物の出土状態、遺構の完掘状況を中心に写真撮影及び実測を随時行った。実測は遣

り方測量、光波 トランシットによる測量を併用した。

なお、野外調査時点で付 した仮名称と異なる性格の遺構種類となる場合は、室内整理時点で遺構名

を変更している。

遺跡。遺構。現場出土遺物の写真撮影については、キヤノンEOS5D(デ ジタルカメラ 。1200万画

素)と ニコンFM2(35mmモノクローム)、 中判ペンタックス 6× 7 cm半J(モ ノクローム)を使用 した。

また、平成20年 10月 23日 には調査区域全体の航空写真撮影を実施した。

遺構実測図の縮尺は1/20を基本としたが、水田跡・堀跡・溝跡は1/50、 水田跡微細図は1/10、 その

他の遺構や土層断面なども種類や規模により1/50、 1/100、 1/200な どの縮尺を用いて遺構実測図 (第

一原図)を作成した。なお調査の進行上、土層断面の写真や実測を省略し、状態の記録や計測等のみ

に留めた遺構 もある。

遺物の取 り上げ方は、遺構内出上分については出土遺構名と出土層位を記した。遺構外出上分はグ

リッドごとに出土層位を記し、 lAl・ Ⅲ層上位など記載して取 り上げた。ただしI層現表土出土及

び表採は大グリッドのみのものもある。
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2 調査経過

2調 査 経 過

5月 1日 調査開始。現場設営。 5月 2・ 7日 北区から調査着手。試掘。防護柵設置。試掘により水

道管が埋設されていることを確認。遺構検出面を掘 り込んで埋設されているため、この部分は攪乱さ

れていると判断。 5月 8～ 13・ 16・ 23・ 26日 北区の重機による表土除去作業。並行して 1次検出。

To― aテ フラを含む 2号土坑・炭化物を多量に含む 1号竪穴住居跡を検出。北側は低地 (河川跡)を想

定するが、北岸付近から遺物多量に出土。5月 16日 北区の基準点設置。一関市教委後藤円氏が来跡し、

平成15年度調査範囲などを教えて頂 く。 5月 20日 未明からの降雨により調査区両脇を走る水路から調

査区が冠水。 5月 21日 ～ 6月 26日北区遺構精査。 l号河川跡北岸は捨て場と判明。平安時代の遺物が

多量に出土。 6月 12日 北区750だ の部分終了確認。 6月 9～ 23日 中央区の重機による表土除去作業。

6月 14日岩手・宮城内陸地震が発生。一関市は震度 5強、隣接する宮城県栗原市は震度 6強。事務所

内の物品の転倒などはあったが現場には影響なし。その後も余震が続 く。 6月 17日想定以上に遣物・

遺構があることから、遺跡範囲確認のため、生涯学習文化課による北区周辺の再試掘を行う。 6月 18

日中央区の基準点設置。6月 20～30日 中央区の 1次検出、2号河川跡精査。6月 25日 作業員 4名増員。

7月 15～ 16日 河川跡を想定 していた中央区北端が水田跡と判明 (1号水田跡)。 7月 11～ 14・ 18日 長

雨により調査区全域が冠水。 7月 22日 1号水田跡が調査区外まで延びるため、事業地内で調査区を拡

張。 7月 23・ 24日 と降雨のため冠水。 7月 24日 岩手沿岸北部地震が発生。一関市は震度 5強。現場は

影響なし。 7～ 8月 は天候不順により作業停滞。降雨→冠水→水汲みを繰 り返す。 8月 後半まで中央

区精査。 8月 4～28日南区の重機による表土除去作業。 8月 5日作業員 8名増員。 8月 11'12日 菊池

強一氏 (岩手大学)現地指導。 8月 19日 降雨により冠水。 8月 21日 当センター高木晃専門員水田調査

現地指導。 8月 24・ 25日 局地的な集中豪雨により現場全域が冠水、事務所・休憩所も床上浸水。 8月

26日 ～ 9月 1日 南区の遺構検出。 1号水田調査も並行 して実施。 9～ 10月 は天候が安定し、作業が進

む。 9月堀跡群の精査。堆積土がすべて粘上のため、掘削難航。木製品が多く出土し始める。 9月 9

日吉川昌仲氏 (古代の森研究舎 )、 1号水田跡の花粉・植物珪酸体分析試料採取。 9月 12日 降雨のた

め冠水。9月 18・ 19日 1号水田跡委託測量 (株式会社北日本朝日航洋)。 9月 27日 現地公開 (71名参加 )。

9月 25日 から2号水田跡、 6・ 7号溝跡の精査。当初は河川跡と捉えていたが、 トレンチでの断面確
認から水田跡と判明。 9月 30日 から 1号堀跡 。2号竪穴住居跡の精査。堀跡は土量が多いため、残 り

調査期間を鑑みて重機により上部を掘削。柱が並列する 1号橋跡、東壁には土留めと思われる杭列を

確認。10月 10日 吉川昌伸氏 (古代の森研究舎 )、 2号水田跡の花粉・植物珪酸体分析試料採取。10月

14日 から5～ 7号堀跡の精査を開始。木杭・柱が多量出土。 1号柵状遺構を確認。10月 23日 航空写真

撮影。10月 24日 終了確認。降雨により調査区全域が冠水。事務所・休憩所は床下浸水。10月 29日 から

2号橋跡、 1号IIW状遺構の解体を開始。実測、杭・柱の取 り上げ、梱包作業を行う。11月 6日 調査終

了、救収。

3整 理 方 法

(1)遺 構 の 整 理

遺構は現場で図化してきた遺構図面を第一原図とし、註記や遺構の切 り合い、配置などを検討しな

がら担当調査員が遺構ごとに第二原図を作成し、その上で手作業によるトレースを行った。

―-18-―



Ⅲ 調査・整理の方法

各遺構は、位置・規模・形態などの基礎データを抽出

し、遺構一覧表を作成 した。遺構図版は調査区域ごとに、

北区・中央区 。南区の順に掲載した。その中で各遺構種

別に、竪穴住居跡、土坑・ピット、水田跡、柵状遺構、

橋跡、堀跡、溝跡、河川跡の順で掲載した。

遺構名は現場段階で命名しているが、当初命名したも

のと異なった性格の遺構 となった場合や登録抹消となる

場合がある。このため、室内整理段階で遺構名を変更し

て付け直している (第 5表 )。

(2)遺 物 の 整 理

遺物は種類ごとに大別し、掲載遺物・要観察遺物を選

別した上で登録番号を付けた。登録番号は整理で混乱が

起きないよう、種類別に百・千番台の番号とした。

土器 (土師器・須恵器)001～ 233・ 土製品301～ 307・

陶磁器401～ 416・ 石製品3001～ 3007・ 木製品1001～ 1068'

杭柱類1101～ 1194・ 金属製品2001～ 2015・ 銭貨2016～

2041・ 骨角製品・骨角類4001～ 4007・ 炭化材5001～ 5030・

種実6001～ 6113。

本報告書掲載にあたつては、これらに掲載番号を付

し、図版番号・写真図版番号も合わせて記載している。

観察表の ( )内数値は残存値、〔 〕内数値は推定値
である。

土器は水洗乾燥後、土師器・須恵器に仕分けし、収納

袋ごとに破片数及び重量計測を行った。次に註記、遺構・

層位・グリッドごとに仕分けを行い、接合作業を行った。

その後、復元作業、掲載遺物の選別、登録、実測、拓影、

トレース、写真撮影といった手順で行った。土器は完形

に復元できたものが少ないため、回縁・底部について残存率を観察表に示 した (完形を100%と し、5%

刻みで表したもの)。

掲載土器は、遺構内出土は遺構帰属時期決定のため細片でも登録 した。遺構外出土は種類・器種別

に仕分けした上で、器形を推定できるものを優先して掲載した。底部外面に糸切り痕など痕跡がある

場合は拓影を作成し、掲載した。

土製品・金属製品・銭貨は、登録した遺物すべてについて図化または拓影し、掲載 した。

陶磁器は、中世～近世 。近代に比定される遺物がある。中村城の存続期である中世と考えられる遺

物はすべて掲載することとし、近世・近代のものについては図化・掲載 しなかった。

石製品は、登録した遺物について可能な限り図化・拓影を行い、掲載 した。

木製品は、本県での出土例が限られるため、すべて登録し図化 した。また、杭・柱類についても類

例が稀少な資料であるが、整理時間の都合上、特徴的な約1/10の資料のみ図化し、他は写真・観察表

のみ掲載とした。柵状遺構の柵については多量であるため、現場段階で代表的な資料のみを選別し持

第 5表 遺構名変更表
調査区 掲載遺構名 野外調査での仮遺構名

1号竪穴住居跡 1号住居

1号土坑 1号住居状遺構
1号河川跡 1号旧河道

中央 1号 ビット l号 ビット

中央 1号水田跡 1号水田

中央 1号溝跡 2号博跡
中央 3号溝跡
中央 4号溝跡
中央 2号溝跡 11号溝跡

中央 3号溝跡 12号溝跡

中央 4号溝跡 13号溝跡

中央 2号河ナ|1跡 1号溝跡
中央 3号河ナ|1跡 5号溝跡
中央 6号溝跡
中央 4号河川跡 3号 1日 1可道
中央 登録抹消 1号土坑

中央 登録抹消 2号土坑
中央 登録抹消 3号土坑
中央 登録抹消 2号旧河道
南 2号竪穴住居跡 1号炉跡
南 2号土坑 4号土坑
南 2号水田跡 2号水日
南 1号柵状遺構 柵列

南 1号橋跡 1号土橋

南 2号橋跡 未命名

南 1号堀跡 1号堀跡 (4号旧河道)
南 2号堀跡 14号溝跡

南 3号堀跡 9号溝跡
南 4号堀跡 8号溝跡
南 5号堀跡 7号溝跡
南 6号堀跡 18号溝跡

南 7号堀跡 19号構跡

南 5号溝跡 10号溝跡

南
6号溝跡

15号濤跡

南 17号溝跡

南 7号溝跡 16号溝跡

南 8号溝跡 20号溝跡

南 5号河,|1跡 6号 1日 1可道
南 6号河)|1跡 7号旧河道
南 登録抹消 4号旧河道
南 登録抹消 5号旧河道
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4 整理経過・5 広報活動

ち帰つた。

骨角類は調査員による肉眼観察を行った上で写真掲載とし、製品のみ図化掲載した。

炭化材は、肉眼による戊化材同定用にサンプルを持ち帰り、同定した種類のみを記載した。

種実は、採取資料すべてを種実同定用とし、計測した上で外部委託による分析を行った。

(3)写 真 撮 影

遺物写真は、当センター写場にて写真撮影技師岩間和幸が撮影を行った。撮影にはデジタルカメラ

(Canon EOS l)を 使用し、大型遺物 (杭・柱など)は倉庫に撮影機材を搬入し、特設セットを組

んで撮影を行った。

4整 理 経 過

平成20年 6月 16日 ～8月 25日 、9月 4日～10月 81日 、11月 1日 ～平成21年 3月 31日 の期間で室内整

理作業を行った。夏場の6月 16日 ～10月 31日 は作業員 2～ 3名体制で行ったが、調査と並行しながら

であるため、調査員不在であった (辺末に指示)。 主な作業は、土器類の洗浄・註記・接合・復元、

木製品の洗浄・保存のための仮処理などである。11月 1日 からの冬場の作業は5カ 月間のうち11月 は

1名体制、これ以降は2名体制である。主な作業は、各遺物の実測・トレース、遺構第二原図作成・

トレース、写真撮影、版組み、原稿執筆など報告書作成全般である。

5広 報 活 動

現地公開 平成20年 9月 27日 (土)13～ 15時 71名参加
調査概報 『平成20年度発掘調査報告書』岩埋文第546集  2009年 3月 発行

―-20-―
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Ⅳ 検出した遺構と遺物

1全 体 の 概 要

今回の調査で検出した遺構は、平安時代の竪穴住居跡 2棟・土坑 l基・ピット1個・水田跡 2地点・

溝跡 2条、平安時代または平安時代～近世・近代の河川跡6カ 所 (う ち 1カ 所に土器捨て場)、 平安

以降の溝跡 2条、中世の堀跡 7条・橋跡 2基・溝跡 3条・土坑 1基・柵状遺構 1基である。

遺物総量は、平安時代の土器大コンテナ11箱・土錘 5点・鉄鏃 2点・木製品2点、中世の陶磁器小

コンテナ05箱・靖蝸 1点・板碑 2点 (う ち 1点に延文 5年銘)を含む石製品7点・銭貨25点・漆椀

や曲物、下駄などの木製品約60点・杭や柱多量、近世以降の陶磁器小コンテナ 1箱・蹄鉄や煙管など

金属製品小コンテナ 1箱・杭多量、自然遺物 (種実中コンテナ l箱・獣骨少量)が出土した。

調査区は調査の進行上、便宜的に北区・中央区・南区の3つに区分している。北区 (2～■グリッ

ド)は竪穴住居跡や河川跡 (土器捨て場)な どが検出されており、平安時代の遺構が集中する。中央

区 (31～ 52グリッド)は北側に平安時代の水田跡 4区画約300だがあり、十和田 aテ フラ直下の田面

には人や牛馬の足跡や耕作痕が残っている。南側には南北に走る河川跡がある。南区 (53～ 87グ リッ

ド)は中世を中心とする区域で、幅 7m・ 深さ1.5mの堀跡で囲まれた内部に幅 2m。 深さ1.5mの並列

する堀跡 5条が見つかっている。外周する堀跡は一部途切れる箇所があり、橋跡と考えられる。これ

ら中世の遺構は中村城跡に関連する可能性がある。また、平安時代の水田跡 2区画約150∬ (2面 )

が検出されている。

事実記載は北区 。中央区・南区の区域ごとに行い、それぞれ竪穴住居跡、土坑・ピット、水田跡、

柵状遺構、橋跡、堀跡、溝跡、河川跡の順で記述した。近接遺構のため、記載順を変えている部分が

ある。

2  ガヒ

(1)竪 λ 住 居 跡

1号竪穴住居跡

遺構 (第 10。 11図、写真図版 7～ 9)

北区南側の10CSに位置する。北区では本遺構以外の住居跡は見つかっていない。 1号土坑とは12.5

m、 1号河川跡とは5.5mの距離にある。 I層表土、若干残存するⅡ層旧水田耕作土を除去したⅢ層
上面で褐灰色の方形プランとして検出した。検出段階からプラン際や堆積土中に多量の炭化物が認め

られた。

平面形は南北壁がやや長い隅九方形を呈しており、規模は北壁4,30m、 東壁360m、 南壁4.05m、

西壁4.10mで ある。西壁は中央がやや膨らんだ形状をしており、地山が砂質のため崩れている。住居

主軸方向はN7° Eである。壁高は北壁35cm、 東壁20cm、 南壁32cm、 西壁26cmが残存で、壁は外傾し

ながら急斜度に立ち上がる。

堆積土は上位から10層に細分され、ほぼ水平に堆積している。 2層炭化物層は堆積上の中でも上位

に形成されている。 1・ 3・ 7層は褐灰色粘土質上、 4・ 5層は灰責褐色粘土質土、6層暗オリーブ

灰色粘土質土、8層炭化物を多量に含む黒褐色粘土質上、 9層灰責褐色粘土質上で構成される。 l・

区

―-23-―



2 Jヒ区

A L=24000m

10YR5/1掲 灰色 粘性やや弱 締まりやや密 To電ブロック (径 1～ 2cm)
または筋状に散在2～ 3%
炭化物層
10YR4/1褐 灰色 粘土質 粘性やや弱 締まり密
10YR4/2灰 黄褐色 粘土質 粘性やや弱 締まりやや密
Toィaを 筋状に3～5%混入
10YR5/2灰 黄褐色 粘土質 粘性やや弱 締まりやや密
TOヱ を筋状に3%混入 炭化物若千含む
5GY3/1暗オリーブ灰色 粘土質 粘性やや弱 締まりやや密
炭化物粒 (径 lcm以下)3% To―al%以 下
10YR5/2灰 黄ttJ色 粘土質 粘性やや弱 締まりやや密～中 中ほどに
10YR〃2黒褐が線状に水平に走る 水成堆積
10YR2/1畢 褐 粘性弱 しまりやや疎 炭化物を多量に含む 床面か
10YR5/2灰 黄褐色 粘土質 粘性中 締まり中 酸化鉄を多く含む
貼床か

10YR7/1灰 白色 砂 粘性弱 締まりやや疎 地山 水分多い

８

９

　

Ю

炭化材出土状況

八 ビット1          ビット2

F生閉ω唖『   9生 閉6吐ほ
ヤ    

ー

ビット3

H  L‐ 23 71111m  H

ビッ ト1

1 10YR2/3黒褐色 粘性やや弱 締まりやや疎 炭化物2～ 3%、
ブロック状 (径 lcm)で Tc aも 1～ 2%混入

ビット2
1 25GY3/1暗 オリーブ灰色 粘土質 粘性やや弱 締まりやや疎
炭化物 (萱状)多量含む

ビット3
1 25GY3/1暗 オリーブ灰色 粘土質 粘性やや弱 締まりやや疎
炭化物 (径 lcm以下)1～ 2% 酸化鉄少量 一括堆積土 (人為的 )
2 25CY5/1オ リーブ灰色 砂質 粘性やや弱 締まりやや疎
酸化鉄少量 一括堆横土 (人為的 )
3 5Y3ρオリーブ黒色 砂質 粘性やや弱 締まりやや疎
炭化物 (径 lcm以下)1%  一括堆積土 (人為的 )
4 75Y5/1灰 色 砂 粘性 締まりなし 掘 り方
底面に5Y〃2オ リーブ黒色の層有 り (厚さlmmぐ らい)

0             1:60             2m

第10図  北区 。1号竪穴住居跡 (刊 )

3・ 4・ 5層にはいずれもTo― aテ フラが筋状に 1～ 5%、 7層の層中ほどには炭化物を含む黒褐色粘

土質上が水平に筋状に認められることからも1・ 3～ 8層は水成堆積した可能性が高い。 9層は当初

貼床とも考えたが、地山との境界が曖昧な点や酸化鉄を多量に含むことからも壁崩落層もしくは廃絶

後の流入層と思われる。床面を構成する10層灰色細砂は水分を多量に含んでおり、軟質である。

ビット2
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Ⅳ 検出した遺構と遺物

C
L-24000m C

D D E  L‐ 24 000m  E

▼

カマ ド

1 75Y4/3暗 オリーブ色 砂質 粘性弱 締 まり中 炭化物層を下位に含む
2 75Y5/1灰 色 粘上質 粘性やや弱 締まり中～やや密 75Y7/1灰白色パ ミス (Toa)5%含 む
3 75Y4/ユ 灰色 粘上質 粘性やや弱 締まり中 炭化物 (径 lcm以下)10o
4 75Y7/1灰 肖色 砂質 粘性やや弱 締まりやや密
5 75Y2/1黒 色 粘土質 粘性やや弱 締まり中 炭化物屠
6 25YR3/2暗 赤掲色 砂質 粘性やや弱 締まりやや疎 弱変成焼上

0        1:30        1m

第11図 北区・ 1号竪穴住居跡 (2)

2層炭化物層の平面状況図を第10図下段に示した。広範囲に茅と思われる炭化物と放射状に並列す

る炭化材、南から西壁を中心に認められた草壁状の炭化物のまとまりなどが確認された。炭化材は大

半がクリ・ケヤキで、他にセンノキなどがある (炭化材同定)。 茅状の炭化材は屋根に葺いていたも

のと思われ、放射状に並列した炭化材は屋根材の骨格と考えられる。炭化範囲はカマ ド付近に少なく、

これ以外が多い傾向にあることはカマ ド付近がより燃焼したことを示していると思われる。これらの

事項から本遺構は失火などにより焼失した住居であると言える。

カマ ドは北壁東寄 りに 1基設置されている。煙道方位は真北。床面よりも10～ 15cm程度高 く作 られ

ており、台状を呈 している。袖の残存部分は住居構築後に作られたと見られ、灰色粘土質土などで構

成されている。両袖は壁からほぼ平行に50cm程度に延びており、残存 した袖の先端付近が焚き口を成

している。この箇所の底面には25× 17cmの不整形に拡がる焼成面が形成されている。燃焼による影響

は深さ2 cm程度と浅 く、暗赤褐色に焼成されている。焼成面上には40× 10cmや25× 8 cm、 17× 10cmの

角礫が認められ、天丼石を成していたものが崩落したと考えられる。焼成面より10cm奥には 5～ 10cm

の間隔で並置された 2個の直立した亜円礫が認められ、支脚を成していたと思われる。支脚には廃絶

時に置かれていた 4・ 5'7・ 8・ 14土器が覆い被さるように出土している。煙道は全長で125cm(支

脚からの距離)、 先端は中央より拡がっている。煙出し孔の直径は約40cm程度と見られ、深さの残存

値は約10cmと浅い。焼成面から徐々にレベルが高くなる作りになっている。焼成面直上には戊化物層

が形成され、灰色粘土質土が覆ってTo―aパ ミスを含むことから、廃絶後しばらく経過した後に焼失し

たものと捉えられる。

床面にはピット3基が作られている。南壁付近に90× 60cmの楕円形ピット1、 ヵマド東隣に78× 67

cmの楕円形ピット2、 そのすぐ南に72× 54cmの略円形ピット3がある。このうちピット3は人為的に

埋めた形跡がある。また、柱穴は検出されなかった。

遺物 (第35'36図、写真図版50・ 51)

遺物は床面及びカマド、炭化物層付近を中心に出土している。計18点 を掲載した。床面は西壁際に

10杯、南東隅付近に12甕 。18甑、 5杯・14～ 16甕、ピット3に 13甕などがある。遺物量は多いが接合
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2 】ヒ区

1 10YR2/3黒褐色 粘土質 粘性中 締まりやや密
2 75GY3/1暗 緑色 砂質 粘性やや弱 締まりやや密
10YR8/1灰 白色パ ミス (To_a)粘性やや弱 締まりやや疎 3～ 5%含む
3 10YR2/2黒 褐色 粘性やや弱 締まり中と
10YR7/2黄 橙色 砂質 粘性やや弱 締まり中の互層
4 10YRン 2灰 白色 粘性やや弱 締まりやや密 Toaパ ミス
5 10G2/1緑黒色 粘土質 粘性やや弱～中 締まり中
6 5CY5/1オ リーブ灰色 砂質 粘性やや弱 締まり中 地山

0         1:39         2m

第12図 北区 。1号土坑

率は低い。10郭と17甕、18甑を除きロクロ使用の上師器で、杯■点、甑 1点、甕 6点である。杯は11

点のうち、 1～ 3・ 6・ 9～ 11の 7点が内面黒色処理を施したもので、 4・ 5'7・ 8の 4点は非黒

色処理である。11は「聞」墨書土器、12～ 17甕、18甑で、甕類は体部外面にヘラケズリ調整、内面に

はハケメ、甑は体部タト面に輪積み痕跡を明瞭に残し、内面はヘラナデ調整される。内面には無貫通孔

が残存部分で3箇所認められ、細工をしたものと思われる。他にカマド付近からモモ 2個を出土した。

(2)土   坑

1号土坑

遺構 (第 12図、写真図版10)

北区中央東の9Blに位置する。 1号河川跡とは2m、 1号竪穴住居跡とは125mの距離にある。試

掘段階からI層表土直下 (層厚60cm)に To― aテ フラを含む何らかの遺構があることは認識していた。

表土除去後のⅢ層上面で、To― aテ フラを含む黒褐～暗緑色の円形プランとして検出した。

平面形はほぼ円形を呈しており、開田部が 〔3.20〕 ×3.18m、 底部が2.07× 1,73mで ある。北～東壁

までは文化課トレンチと今回調査の試掘 トレンチで壊されており、開口部は一部推定値である。深さ

は中央付近で44cmを測り、壁は外傾しながら緩やかに立ち上がる。断面形は皿状である。

堆積土は上位から5層に細分され、水平・レンズ状に堆積している。 1層は黒褐色粘土質土、 2層

は灰白色のTo―aパ ミス 3～ 50/Oを 含む暗緑色砂質上、 3層 は黒褐色と黄橙色砂質上の互層、 4層 は

To― aパ ミスの純層、 5層は緑黒色粘土質土、 6層はオリーブ灰色砂質上の地山である。 3層はラミナ

構造、4層 To―aパ ミスは層中に水平の筋が認められることから、水成堆積していると考えられる。

底面には20cm大の亜円礫 2個が出土しているが、使用痕跡は認められない。底面にはTo―aパミスが

ひび害Jれに混入している。

遺物

1層中からモモ 1個 を出土した。
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造物包合層 (捨て場 ) 範囲

北釘

水

道

管

埋

設

部

分

L241100m
B

1 75Y3/1オ リープ黒色 粘性やや弱 綺まりやや密

絣 ::与 :;環 ,ど混台び階士譜監ち)
2 ■5Y2/1黒 色 粘性やや弱 締まり中
■5Y7/1灰 自色ブヾミス (To alを 縞状に互層を成す
10YR7/4に ぶい斎橙色プロツク (径 1～ 3cm)1%散在

径群留多甚霊と⑪隷鵞畠
む
雅貯鞣挨～中働鹸層

名5Y2/2オ リーブ黒色 粘性やや弱 締まり中
75Y■/琢白色パミス lTora)を 縞状に互層を成す (水成路積)

セクションB

第13図  1と区・ 1
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C

Ⅳ 検出した遺構―と遺物

L=24000m Cイ

A

セクションC
l 10YR17/1黒 色 粘上 粘性やや弱 (乾燦時)締 まりやや密

2認 璃竜先蟹暑雹
パ

是全
(羅

極羊蕉譜貧醒振簿胎 ゃゃ密
炭化物粒 (径 l cm)2%
10VR7/3に ぶい黄燈色パミス (To‐a)を3%散在
3 75Y3/1オ リーブ黒色 粘土質 粘性やや弱 (乾燥時)
締まり中
75Y7/1灰色パミス lTo a)を 部分的にブロツク状 (径 1～2cn)
2～3%被在
4 10YR17/1黒 色 粘土質 粘性やや弱 (乾燥時)
締まりやや疎 炭化物層 (有機質植物を多量に合む)

:弗承ジi優琶韓圭質粘種常専轟覗竪議簿P締響手埠専評
巧Y8/1灰 白色バミス (径 l cm)3‐ 596M在 (To■ )

LF24000� A

セクションA
1 75Y5/2Xオ リープ色 粘土 粘性やや弱 締まり密
近年の水路跡 (ビニール紐など含む)
2 75Y7/2X自色 粘土 粘性やや弱 (乾燥時)締 まり密
3 75Y5/1灰 色 粘土 粘性やや弱 締まり密 え化物 (径 l cm)
1～ 2%
4 75Y4/1灰 色 粘土 粘性やや弱 締まりやや密

応鰐 透懲 9争鋸 と覧 、ミス (“Dに lm‐ 瘍
5 10YR7/1黒色 粘土質 粘性でやや弱 締まり中
存機質含む 酸化鉄多
6 ■5Y3/1オ リーア黒色 粘土質 粘性やや弱 締まり中
酸化鉄多
7 75Y5/1灰 色 粘土 継性やや弱 締まり中～やや密
酸化鉄多 河床面

で貰箕ぞ窃還魏 蠅 ふ歴聾異髪鴇畠身
パ

N2/0黒 色 粘性やや弱 締まりやや疎～中
75Y3/1オ リーブ黒色 粘土質 粘性やや弱 締まり中の互層
間に75YI′琢 白色パミス (Toa)を狭 tr
10Y4/1灰色 粘土質 粘性やや弱 締まり中 河床
75Y3/1オ リープ黒色 檻上 粘性やや弱 締まりやや密
炭化物 (径 l cll)1%

獅 Y4れ灰色 瑞土 粘性やや弱 締まりやや密
75Y8/1灰自色パミス (To‐a)1～2%、 炭化物 (径 ltll以下 )
1%含む
仏5Y5々灰オリープ色 粘土 粘性やや弱 締まり密
近年の水路跡 (ビエール紐等含 )

75Y3/1ォ リーブ黒色 粘■ 粘性やや弱 締まり密
割れ目に流入した層か 層が逆転している

断面~~平 面                    m

号河川跡・捨て場 (1)



2 】ヒ区

D D

調
査
区
外

クションD
10YR6/2灰 黄褐色 粘土質 粘性弱 (乾燥時)締 まりやや密
5YR3/6暗 赤褐色 粘土質 粘性やや弱 締まり中～やや密 酸化鉄
10Y4/1灰色 粘上質～粘土 粘性やや弱 締まりやや中～やや密
75YR解/2黒 褐色 粘‖生やや弱～弱 締まりやや疎～中 上部が有機質層 下部は粘土となる
75Y3/2オ リーブ黒色 粘土質
75Y5/2灰 オリーブ色 砂質  粘性やや弱 締まり中 河岸上部
75Y6/3オ リーブ黄色 砂質 粘性やや弱 締まり中

8 75Y6/2灰 オリーブ色 砂 粘性弱 締まりやや疎 河床か
9 75Y4/2灰 オリーブ色 砂 粘性やや弱～弱 締まりやや疎
含75Y7/1灰白色 To aテ フラを水平に堆積する

0        1:60        2m

第14図  北区 。1号河川跡・捨て場 (2)

(3)河川跡・捨て場

号河川跡

遺構 (第 13'14図、写真図版±1～ 13)

北区北側の 3～ 9区の範囲に位置する。 1号竪穴住居跡とは5.5m、 1号土坑とは2mの距離にあ

る。当初は北側の試掘により遺物を多量に出土することから竪穴住居跡群を想定していたが、 I層表

土を除去したⅡ層旧水田耕作土、Ⅲ層上面の検出から幅14～ 15mの河川跡であることが分かつた。

精査はまず河川跡の範囲と深さ、堆積状況を確認する目的で調査区東際 (長軸方向)と 範囲西側 (セ

クションD)に幅50cmの トレンチを入れた。この結果、深さ40～50cmで河床に達することが分か り、

北岸は 2～ 3m幅でオリーブ黒色粘土主体の遺物包含層であることを確認した。河床面に至ると、多
量に湧水する状況も認められた。

平面形は北東から南に緩やかに曲がる帯状を呈 してお り、幅は東際で14,73m、 中央で13.15mで あ

る。流れの方向は北から南に向かっていると考えられるが、中央からカーブした南側は河幅が拡がる。

堆積土はセクションDか ら5層 に細分され、ほぼ水平に堆積 している。全体に粘上で構成されるが、

1層は灰責褐色粘上で、 2層は 3層 との接触で暗赤褐色化 した酸化鉄層、 3層は灰色粘土、 4層は黒

褐色粘上で上部が有機質の戊化物層、 5層はオリーブ黒色粘上である。 6～ 9層は灰オリーブ色主体

の砂質土及び細砂の地山で、 9層 にはTo― aテ フラが水平堆積 し下位層準にTo― aテ フラ純層が堆積す

る。これより下位はまた粘土・砂の互層が続 く。全体にラミナ構造が認められ、水成堆積 している。

河川跡のほぼ中央6Cl付近から長さ10m以上、直径0.6～ lmの倒木 (196)が 出上した。検出層位

は9層に覆われる状態で出土し、上部をTO―aテ フラで被覆されていることから考えて、テフラ降下以

前に倒れて埋没 したものと考えられる。倒木の向きは当時の河川の流れに沿うと思われる。樹種は同

定結果からケヤキと判明した。

河川北岸に遺物包含層を 1箇所検出した。遺物は北岸 2～ 4m幅で確認されており、人為的に廃棄

したものと思われる。層厚は30cm、 河川中央に向かって薄 くなる。面積は40どである。

遺物包含層の堆積状況を確認する目的で、 3箇所にトレンチを設定した。東から西に向かってセク

ションA～ Cである。

セクションAは 1～ 7層で構成され、 1層は近年の水路跡、 7層は灰色粘上の地山である。 2～ 4

層は灰オリーブ～灰色粘上で炭化物粒を含み、特に4層 はTo― aパ ミス 1～ 2%を混入する。 5層 は黒

色粘土質土で、章など水生植物の有機質の災化物層である。 6層はオリーブ黒色粘土質上で、酸化鉄

を多量に含む。
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Ⅳ 検出した遺構と遺物

セクションBは 1～ 11層で構成される。10層 は近年の水路跡、7層は灰色粘上の地山で、1～ 6、 8、

9、 11層が遺物包含層である。 1層はTo― aパ ミスを含むオリーブ黒色粘土、 2・ 4～ 6層 はTo― aパ ミ

スとオリーブ黒色～黒色粘上が互層を成す堆積層、 3層は黒色粘土質土の有機質炭化物層、 8層はオ

リーブ黒色粘上、 9層はTo― aパ ミスを含む灰色粘土である。11層はオリーブ黒色粘土だが、近年の水

路跡である10層が上部に入 り込んでおり、水流の影響か層の逆転が生じている。

セクションCは 1～ 6層で構成され、 6層は灰色粘上の地山である。 l層 は黒色粘土、 2・ 3層は

To― aパ ミスを含むオリーブ黒色～黒褐色粘土、 4層 は黒色粘土質土の有機質え化物層、 5層は灰色粘

土質土である。

セクションA・ 5層、セクションB。 3層、セクションC・ 4層はいずれも有機質え化物層であり、

河サキ1全体のセクシヨンD。 4層 と共通する。また、セクションA・ 7層、セクションB・ 7層、セクショ

ンC・ 6層 とセクションD・ 6～ 9層の灰オリーブ色～灰色の地山も共通する層位であり、これらの

下位にはTo― aテ フラ降下堆積層が存在 している。遺物は各々のセクションで確認されたオリーブ黒色

や黒色粘土主体で構成される層位全体に包含されており、To―aテ フラとの水成堆積によるラミナ構造

が認められることから、テフラが降下して河底に堆積 した後にまもなく廃棄されたと見られる。

また、当時の水流はテフラを流す勢いが無い程に緩やかか湿地化しており、降下後沈殿 したと考え

られる。

遺物 (第 36～48図、写真図版51～ 64)

今調査で出上した平安時代遺物の大半は本遺構の遺物包含層から出土したものである。

19～ 52・ 54～ 67・ 69～ 102・ 104～113は 土 師 器 杯 で あ る。19～ 52・ 54～ 70。 73・ 95,97'102・

105。 108～ 112は内面黒色処理、74～ 94・ 96,98～ 101。 104・ 106・ 107・ ■3は非黒色処理。内面黒色

処理の場合は、大抵ヘラミガキが合わせて調整される。いずれもロクロ成形であり、切り離し法は回

転糸切 りによる。38・ 105～ 1131ま墨書土器で、106・ 107「有」、109「十ヵ」、112「閏ヵ」、38・ 105。

108・ 110・ 111・ 113「口 (不明)」 が正位に書かれている。104底面に穿孔 1箇所が施されている。

53・ 68'114～ 134は土師器高台付杯である。53・ 68・ 114～ 116・ ■8・ 125。 128・ 132・ 133は内面黒

色処理、117は内外面黒色処理、119～ 124・ 126・ 127・ 129～ 131・ 134は非黒色処理である。杯と同様

に黒色処理の場合はヘラミガキ調整がなされる。115。 119。 128に は杯底面と高台部分の接着強化の

ためにヘラによる切 り込みや指状工具による刺突が施されている。また、1171よ高台接着部分を予め

突出させる作 りをしている。135は土師器鉢である。体部下半にヘラケズリ調整。136は土師器壼であ

る。内外面とも黒色処理されている。103・ 137～ 180は土師器甕である。163～ 167は 内面黒色処理、

103は 内外面黒色処理、137～ 162・ 168～ 1801よ非黒色処理。大半は体部全体 もしくは下半にヘラケズ

リ調整が観察される。137・ 145は底外面に木葉痕が認められ、非ロクロ成形と思われる。162・ 173・

174も 非ロクロ成形。178の ように下半は輪積み積み上げだが、上半はロクロ成形というものもある。

168。 169は焼成以前に体部上半に線を刻んだ刻書土器。181は土師器甑である。単孔の甑で、日縁は

切 り落とした形状をしている。底面は平滑に削られ、鍔状に外側へ張り出している。外面はヘラケズ

リ調整、内面はヘラナデ調整で底付近は粘土をナデ付けている。182～ 189は須恵器である。182・ 183

は郭、184～ 187は壼、188は瓶、189は大甕である。壷・瓶はいずれも体部外面下半にヘラケズリ調整

が認められる。大甕は口縁～肩部付近のみのため全形は不明だが大型である。他にも同一個体と思わ

れる破片があるが接合 しなかった。190は手づくねかわらけである。今調査で唯―であるが、小片の

ため詳細不明。193は砥石。凝灰岩製。197は煙管の吸口部分。近世～近代 と思われる。191は灰釉陶

器瓶類、192は盗器系陶器の甕である。灰釉は平安時代 (9世紀末～10世紀前半 )、 盗器系陶器は中世
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3 中央区

の所産と思われる。194は今J物の白木椀、195は到物の白木皿である。樹種はいずれもケヤキで、横木

取りされている。椀は高台を作出している。皿は円形の台部を作出しており、一部残存 した口縁から

推定すると口径22.3cm程度と思われる。自然遺物は種実が多量出上した。種類は、オニグルミ、モモ、

クリ、コハクウンボク、ヒョウタンである (V-3種実同定分析 )。

(4)北区遺構外出土遺物

登録6105は コハクウンボク内果皮である。5C区から17個出土した。

3中 央 区

(1)水 田 跡

1号水田跡

遺構 (第 15～ 19図、写真図版14～ 19)

中央区北側の31～ 37区に位置する。 I層表土を除去後のⅣ層上面でオリーブ黒色主体の拡がりとし

て検出した。当初は堆積土が粘土質の大きな拡が りのため河川跡と考えたが、中央付近の北西一南東

にトレンチを掘削して確認したところ、平面的に拡がるTo― aテ フラと畦畔 (畦畔 2)の高まり、付属

する水路 (1号溝跡)を検出した。これから、To‐ aテ フラを被覆した水田跡を想定して精査を進めた。

精査はまず被覆したTo― aテ フラ上層の 1層 オリーブ黒色粘上、 2層灰色粘土の除去から開始 した。

精査着手時点ではToa上層の 2層はテフラ降下後の自然堆積層 (水成)と 捉えていたが、 2号水田

跡の状況などからTo一 aテ フラ降下後にも水田耕作を行っていた可能性が考えられた。

本遺構で確認された水田跡は水田 1～ 4の 4区画である。

水田 1は 35Clに位置する。区画は畦畔 1～ 3に囲まれた区域である。検出範囲から東西方向は13.4

m以上、南北方向は10.4m、 面積は残存値で89て、南側は後世に形成された 2号河川跡により削られ

ており、東側は調査区外へと延びる。形状は不整な長方形である。田面の標高値は22.32～ 22.52mで

北側が最も高く、南東隅付近が最も低いが、全体には22.40～ 22.50mの範疇が多い。

セクションA・ 1～ 2層 を除去すると、全体を細粒の灰白色To― aテ フラー次堆積層で被覆されてい

る (セ クシヨンB・ 13層 )。 耕作土と思われるのはセクションB。 15層の灰色粘土であり、粘土主体で

あるが径 l cm程の砂ブロックを混入しており、人為的に撹拌されている。層厚が10～ 20cm、 層上部と

下部で色調に違いがあり層相変化が認められる。層厚は南側が厚 く、標高値が上がる北側に至る程薄

い傾向にある。耕作上の色調、土質は他区画とほぼ共通している。

水田面には多数の円形及び楕円形の窪みが分布する。すべてTo― aテ フラの一次堆積層が入 り込んで

埋没したものである。長さは楕円形の窪みが20～ 30cm、 円形の窪みが10cm前後である。楕円形のもの

は土踏まずのように一方が括れる形状があることから、人間の足跡と想定される。また円形のものの

中には蹄状に一方が割れるものも含まれ、また10cmよ りも小さい楕円形のものも観察される。畦畔 1・

2付近には連続して列状となるものも見られることから、不規則ながら人間の歩行を思わせるものも

認められる。南側でも耕作上が薄い南東付近には下位層が露出する箇所があり、この周辺には鋤など

農工具と思われる三日月状の痕跡が多数認められる。

畦畔は 1号溝跡との間にある東西方向の畦畔 1、 水田 2と の間にある南北方向の畦畔 2、 水田 3と

の間にある東西方向の畦畔 3を検出した。隣接する畦畔と水田面の比高差は、畦畔 1が2.9～ 8 9cm、

畦畔 2が3.5～ 11.lcm、 畦畔 3が53～ 12.8cmであり、北側の標高が上がるほど畦畔が高 くなる。畦畔
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第刊5図 中央区 。1号水田跡 (1)

Ⅳ 検出した遺構と遺物

1と 畦畔 2の接点付近

は、 1号溝跡の氾濫によ

り壊 されている。セク

ションBの畦畔 1と 畦畔

2の断面には畦畔下に下

位層の高まりが存在する

ことから、疑似畦畔Bと

認められる。

水 田 2は33B2に 位置

する。区画は畦畔 1・ 2

及び北側の標高が上がる

部分までの区域である。

検出範囲から東西方向は

15,Om以上、南北方向は

10.2m、 面積は残存値で

87.5だ、西側は調査区外

へ延びる。形状は不整な

長方形である。田面の標

局値 は22.40～ 22.66mで

北西 I品付近が最も高く南

側が最も低いが、水田 1

と同様 に2240～ 22.50m

が大半である。

被覆するTo―aテ フラは

水田 1と は異なり、濁つ

たオリーブ黄色 を呈す

る。粗粒であることから

も二次堆積層が被覆して

いるもの と考えられる

(セ クションA・ 3層 )。

耕作土と思われるのはセ

クションA,9a層 の灰
色粘土であり、層厚は10

～30cm、 層上部に稲株の

痕跡とも思われる酸化鉄

の集積が認められる。人

為的に撹拌された 9a層

と本来は同一層の 9b層

が下位層として存在 し、

砂ブロックの有無で区別

―-31-



3 中央区
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2号河川跡
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0        1:150        5m

される。層厚は水田 1と

同様に標高の上がる北側

に至 る程薄い傾向にあ

る。

水田面には多数の円形

や楕円形の窪みが分布す

る。 すべ てTo―aテ フラ
が埋没して入り込んだも

のであるが、水田 1と異

なリー次堆積と二次堆積

したものが混在する。前

述の通 り、セクシ ヨン

A・ 3層はTo―a二次堆積

層であり、下位に4a層

To―a一 次堆積層、 4b

層人為的に撹拌 された

To‐aテ フラー次堆積層

が認められる。4b層は

To―aテ フラ降下直後の

泥化 した状態の耕作面に

踏み込まれたことで形成

されたと考えられ、To…a

テフラと耕作上が混合し

ている。この状況は平面

的にも観察され、畦畔 2

及 び北端 にはTo―aテ フ

ラが入 り込んだ状態で明

瞭に残存するが、中央は

撹拌されているため不明

瞭である。明瞭に残存 し

ている部分の窪みは水田

1と 同様に長さは楕円形

の窪みが20～ 30cm、 円形

の窪みが10cm前 後であ

る。人間や動物の足跡と

想定される。畦畔 2や北

端には連続して列状とな

るものも見られることか

ら、不規則ながら人間の

歩行を思わせるものも認
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第16図 中央区・ 1号水田跡 (2)



Ⅳ 検出した遺構と遺物
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第17図  中央区 号水田跡 (3)水田面微細図

められる。また、こちらでも北端に三日月状の痕跡が多数認められ、鋤など農工具を使用した作業痕

跡と思われる。

畦畔は 1号溝跡との間にある東西方向の畦畔 1、 水田 1と の間にある南北方向の畦畔 2を検出し、

北側は標高が上がるため畦畔は認められない。隣接する畦畔と水田面の比高差は、畦畔 2は 5。2～ 103

cm、 畦畔 1は比高差が少なく不明である。畦畔 1と 畦畔 2の接点付近は、 1号溝跡の氾濫により壊さ

れている。セクションAの畦畔 1の断面には畦畔下に下位層の高まりが存在することから、疑似畦畔

Bと 認められる。

水田 3は 34Dllこ位置する。区画は畦畔 3'4に 囲まれた区域である。検出範囲から東西方向は1.55

m以上、南北方向は2.55m以上、面積は残存値で301ど、東側は調査区外へと廷びる。形状は不整形

である。田面の標高値は22.52～ 22.58mで、南側がやや高い。

I層表土直下に、細粒灰白色で被覆されたToaテ フラー次堆積層が確認される (セ クシヨンB。 13

層と同一 )。 耕作上の状況は水田 1と ほぼ同様でセクションB。 15層の灰色粘上であり、人為的な撹

拌痕跡を有する。層厚は10～ 14cmと水田 1・ 2に比べ浅い。耕作土の色調、土質は他区画と共通 して

ヤゝる。

水田面には幾つかの楕円形の窪みが認められる。いずれもTo― aテフラの一次堆積層が入 り込んで埋

没したものである。長さは20～ 30cmで、人間の足跡と思われる。検出範囲が狭く、歩行列は見出せない。

畦畔は水田 1と の間にある畦畔 3、 水田 4と の間にある畦畔 4を検出した。いずれも東西方向で、

隣接する畦畔と水田面の比高差は、畦畔 3が4.2～ 5.lcm、 畦畔 4が■.6～23.lcmであり、標高が上がる

北側の畦畔 4は今回調査の畦畔で最も高い。セクションFか らは畦畔 3が水田 1・ 3の堆積土を積み

上げて造ったことが観察され、屍似畦畔Bも 認められる。またセクションGに も畦畔 4が水田3・ 4

の耕作土を積み上げて造成した痕跡と灰色細砂からなる疑似畦畔Bが確認された。
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3 中央区

B し=23100m

1号溝跡 叫

復旧痕跡か

セクションB
1 75Y4/2灰 オリーブ色 砂質 締まりやや密 砕石 (径 1～ 3cm)を 混入する 盛± 1(現代 )
2 75Y2カ オリーブ黒色 粘土質 粘性やや弱 締まり中～やや密 盛土層 2(現代か )
3 セクションA l層 と同じ
4 セクシヨンA 2層 と同じ
5 75Y2/1 黒色 粘土 粘性やや強 締まりやや疎
6 75YR4/2灰 褐色 粘土 粘性やや強 締まり中 全体にラミナ構造 (水成堆積 計22層程度)1号 溝跡とも対応
7 75Y3/1オ リーブ黒色 粘土 粘性やや弱  しまり中
8 ЮY4/1 灰色 粘土 粘性やや強～強 締まり疎～やや疎 全体にラミナ構造 (水成堆積 計5層程度)溝使用時から堆積か
9 75Y4/1灰 色 砂 粘性なし 締まり中
10 75Y3/2オ リーブ黒色 粘土 粘性やや強 締 まりやや疎～中
■  10層 に75Y8/2灰白色テフラ (Toa)を 混入 した層 粘性 締まりは10層に似る
12 75Y4/1灰 色と75Y2/1黒色の互層 砂 ラミナ構造 (水成堆積)下 部層との境が酸化鉄多量
13a75Yン 1～ 2灰 自色 Toaテ フラ降下層 (b‐より自い)混入などみられない
13b aと cが混 じった層 足跡痕などにみられる
13c 75Y″ 2～ 6/2灰 自色～灰オリーブ色 To aテ フラか水田窪地に溜まって下位層と混在 した層 足跡痕にみられる
13d75Y″ 3浅黄色 パミス 粘性なし 締 まり密  ll層 を混入する ラミナ構造 (水成堆積 )
13e75Yν 2灰 白色 パ ミス 粘性なし 締まり密 砂質で13dや 13Fよ り粗い ラミナ構造 (水成堆積 )
13f 75Yν 2灰 白色 パミス 粘性なし 締まり密 13dや 13eよ りきめ細か くシル トである ラミナ構造 (水成堆積 )
13g75Y7/1灰 白色 パミス 粘性なし 締まり密 13eと 13fの 中FHE的な粒径で下位が若千粗い 水成堆積の最下冒
※13d～ gの いずれの層もTo aテ フラで水成堆積 してお リラミナが観察される一傾斜の高い北狽1か ら流入 し、溜まったものか火山の噴出と関係 (噴火単位か )
14 75Y4/1～ 4/2灰 色～灰オリーブ色 砂質 粘性 やや弱 締まり中 2号溝跡堆積土
15 75Y4/1灰 色 粘土 粘性やや強 締まり中 酸化鉄か 下位層より多い 粘土だ力紗 を混入 してお り機拌されている 水田耕作土
16 10YR5/4に ぶい黄褐色 砂質 粘性やや弱 締まり密 17層 が酸化 した層 (色が変化 している)Toaテ フラを12層 との境に少量混じる
17 75Y4/1灰 色 砂質 粘性弱 しまり中～やや密 (地山層 )
18 10Y3/1オ リーブ黒色 粘土 粘性強 しまり中～やや密 17層 より若干締まっている 水田が出来る以前の地山層 (自 然堆積層 )
19 セクションA 3層 と同じ
※ 6～ 12層-1号溝跡

0        1:60        2m

第18図 中央区。1号水田跡 (4)

水田 4は 33Dlに 位置する。区画は畦畔 4と標高が上がる西辺までの区域である。検出範囲は、東

西方向は1,9m以上、南北方向は6.6m以上、面積は残存値で9.51だ、北及び東側は調査区外へ延びる。

形状は、不明だが楕円形を呈する。田面の標高値は、2252～ 22.62mと 1号水田跡で最も高い位置に

ある。

To― aテ フラの被覆状況は水田 1 3と 共通しており、耕作土は灰色粘土を主体とする。また、水田

面には多くの楕円形の窪みが認められる。すべてTo― aテ フラの一次堆積層が入り込んで埋没したもの

である。長さは20～30cm前後である。窪みは土踏まずのように一方が括れる形状や一方が幅広になる

形状があることから、人間の足跡と想定される。不規則ながら人間の歩行を思わせるものも認められ

る。

畦畔は水田 3と の間にある畦畔 4が隣接する。比高差は 6～ 6.6cmと ほぼ一定である。前述したが、

セクションGに積み上げ痕跡と疑似畦畔Bが認められた。

水田 2の北端にTo― aテ フラが帯状に堆積する状況を確認 した。長さ12.Om前後、幅0.3～ 1.8m、 厚

さ20cmで、畦畔 2と の接点から始まり、調査区西端まで及ぶ。堆積状況を観察すると、水田2では他

区画全体を約 5 cm厚で被覆していた細粒灰白色のTo― aテ フラー次堆積層が確認されず、粗粒オリーブ

黄色のTo― aテ フラニ次堆積層が認められた。

北端に帯状に堆積するTo― aテ フラは13d～ g層の計 4層 に細分され、水平堆積するラミナが認めら

れる。色調は浅黄色から灰白色を呈し、Ⅲ層を混入する13d層、砂質で粗い13e層、きめ細かいシル
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Ⅳ 検出した遺構と遺物

卜質の13f層、若干粗い13g層が上位から順に堆積している。これらは水成堆積しているものと考え

られるが、断面確認からセクションB・ 19層であるTo― aテ フラニ次堆積層より以前に形成された堆積

である。最終的には水成堆積によるかもしれないが、他の水田面より15～ 20cm積み上げられているこ

とから考えても、To―aテ フラー次堆積時に人為的に降下した火山灰を寄せた復旧痕跡の可能性がある。

遺物 (第49図、写真図版64)

199～ 203は土師器杯である①199は内外面黒色処理、200～203は内面黒色処理。200は底面ヘラケズ

リ調整、その他は回転糸切 り痕が残存する。203は墨書「関」が外面正位に書かれている。205も土師

器杯と思われるが、他と器形が異なる。他器種かもしれない。204は須恵器重である。外面に自然釉

が認められる。205は土師器郭である。底面及び体部下位にヘラケズリ調整。206～208は土錘である。

重量には差がある。209は雁叉鏃。鉄製。210は煙管雁首。銅製。他にオニグルミ、モモ、コハクウン

ボクが水田耕作土を中心に出土した。

(2)ピ  ッ

1号ピット

遺構 (第 19図、写真図版13)

中央区北側の32Bllこ位置する。 l号水田跡・水田 2ま では1lmの距離にある。 I層表土を除去し

たⅣ層上面で、To― aテ フラを含むオリーブ黒色の円形プランとして検出した。

平面形はほぼ円形を呈しており、開口部が34× 32cm、 底部が22× 20cmである。深さは30cmを 測り、

壁は外形しながら急に立ち上がる。断面形はビーカー状である。

堆積土はオリーブ黒色粘土質土の単層で構成され、検出面にはTo― aテ フラが堆積している。他に付

属するピットは検出されていないため、建物を構成するかは不明である。

遺物 (第49図、写真図版64)

198は内面黒色処理の上師器杯である。ヘラミガキ調整が認められる。

(3)溝   跡

1号溝跡

遺構 (第 19図、写真図版20)

中央区北側の35～ 37区に位置する。本遺構は 1号水田跡の畦畔 1南側に並行して東西方向に走る溝

跡である。セクションA。 1層オリーブ黒色粘土と2層灰色粘土を除去した段階で、北側の畦畔 1頂

部と南側のⅣ層暗緑灰色細砂に挟まれた灰色プランとして検出した。精査はまず 1号水田跡と共通し

て掘削したセクシヨンBの トレンチで層位の確認を行った。この結果、畦畔 1頂部から約40cm、 南壁

からは65cmの深さで底面に達することが分かり、粘土と砂が互層で堆積することを確認した。

平面形は東西方向に延びる帯状を呈しており、若千蛇行するもののほぼ直線である。規模は開口部

幅1.6～2,Om、 底部幅03～0.98mで、中央付近がやや膨らんでいる。底面レベルは、西端で22.02m、

中央で22.05m、 東端で21.64mと 西から中央に架けてはほぼ平坦だが、中央から東に架けて標高値を

下げる。これから、流れの方向は西から東に向かっていると考えられる。

堆積土はセクションB・ 6～ 12層の計 7層、セクションA・ 5'7・ 8層の計 3層で構成される。

セクションBは 6層灰褐色粘土、 7層 オリーブ黒色粘上、 8層灰色粘上、 9層灰色砂、10層オリーブ

黒色粘土、11層 To― aパ ミスと10層混合層、12層灰色砂 と黒色砂の互層で、11層 は畦畔 l崩落層、12

層は溝使用時からの水成堆積層、これ以外は廃絶後の水成堆積層と考えられる。セクションAは 5層
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3 中央区

な_ 1号水田跡、1号溝跡  卜畦畔1引
L=23■ 00m

セクションA
l 10Y3/2オ リーブ黒色 粘土 粘性やや弱～中 締まりやや疎～中 ラミナ構造 (水成堆積 計 6層程度 )
2 10Y71灰色 粘土 粘性中～やや強 締まり中～やや密 ラミナ構造 (水成堆積 計30層程度 )
3 5Y6/4オ リーブ黄色 パミス 砂質 粘性弱 締まり中 To aテ フラニ次堆積か
4a75Y8/2灰自色 パミス 粘土弱 しまり中～やや密 T∈ aテ フラー茨堆積か
4b5Y8/1灰 白色パ ミスキ10Y4/2オ リーブ灰色粘上の混合 粘性やや疎 締まり中
人間もしくは牛馬の足跡か To‐ aが降下 して問もなく踏まれたと思われ、耕作上にパミスが巻き込まれている
5 4a+lllY5/1灰 色 粘上の混合 粘性中～やや密  しまりやや密 濤使用時からの混入層
6 10Y5/1灰 色 粘土 +4aが部分的に入る 腐食 した植物も見られる 当時の杭跡か
7 10Y5/1～ 4/1灰 色 砂 粘性なし 締まりやや疎 使用時に堆積 した砂層
8 10Y4/1灰 色 粘土 粘性強 締まりやや疎 地山と見られ、植物が多量に混 じる
9a75Y4/1(10Y5/1)灰色 粘土 粘性中～やや強 しまり中 水田耕作土と思われる
上部に水酸化鉄 (稲の跡か)多量 (高師小僧 )
9b10Y71灰色 粘土 粘性やや弱 締まりやや疎～中
水日耕作土とほtr同 一層である力`、攪拌 されていないプライマリーな層である
N5刑灰色 砂質土 粘性やや弱～中 締まり中～やや密 耕作上下の地山層か
Nク恢 色 砂 粘性 ‐締まりなし 径1～ 2cnの礫 (亜角など)混入 大きめの木枝など植物も多量包含
Nツ 0灰色 粘土 粘性やや弱～中 しまり中～やや密 地山と思われる
植物痕に入り込んだのかTo aテ フラが上部にのみ斑点状に見られる

畦畔3

]_     L=筋 7011m F

セクションF
l 10Y71灰色 細砂 粘性なし (弱)締 まりやや密
水田耕作土 (嘘畔4の 4 7層 と共通 )
2 1層 とほぼ同じだ力゙、断面右の砂が若干粗い
3 10Y5/1～ 4/1灰 色 細砂 (2よ り若干締まっている)疑似畦畔Bか
4 10Y5/1灰色 細砂 (3よ り粗い)粘 性なし 締まりやや密 地山

セクションG
l ■5Y5/1灰色 砂質 粘性やや弱 締まり中～やや密 To a(径 前耐 ブロック3%混入
2 75Y3/1オ リーブ黒色粘土と75Y5/1灰色砂のラミナ状堆積 粘性中 締まりやや密
粘土中に炭化物 (径3mm)1%含 む
3 75Y4/1灰 色細砂 粘性なし 締まりやや密 水田耕作土
4 10Y4/1灰色 細砂 粘性なし 締まりやや密 疑似珪畔Bか
5 75Y7/2灰 白色 パミス 粘性なし 締まり密 足跡痕などに入 り込んだTo aテ フラ
6 10Y5/1灰色 細砂 (4よ りは粗い)粘 性なし 締まりやや密 地山
7 4層 とほは同じ 水日耕作上

セクションE
l N2/0黒色 粘土 粘性中 締まりやや密 植物質若干混入
全体にラミナ穂造 (水成堆積 )
2 10Y4/1灰色 粘土 粘性やや弱～中 締まりやや密
ラミナ構造 (水成堆積 計賜層程度 )
3 25GY4/1暗 オリープ灰色 砂質 粘性やや弱 締まりやや密
To‐aテ フラを鶴状に少量混入
4 75Y3//2オ リープ黒色 粘土 粘性中 締まり中～やや密 下部層の砂を着干混入する
5 75Y6/1灰 色 T∈ aテ フラ (7/5Y8/1灰自色着干混入)ラ ミナ構造 (水成堆積 )
6 75Y3/2オ リーブ黒色 砂質粘土 粘性中 締まりやや疎 植物腐植層 (葦多量に混入 )

3号溝跡

C L‐230∞m C

―75Y4カ灰オリーブ色 シル ト 粘性やや弱 締まりやや疎～中
Toa少量 堆積土中にビニール紐等 (現代か)
10Y4/1灰色 砂 粘性なし 締まり中 地山

1号溝跡

E

一
ｍ∞

４畔畦
　
　
・

0             1:30             1m
畦畔34

L=23400m

だ 9_ L=230011m_9

75Y3/2オ リーブ黒色 粘土質 粘性やや弱
締まりやや密 炭化物 (径5mm)1%上 位を中心
に散在

0        1:30        1m
l号 ピット

L‐ 22900m E

1号水田跡、1号溝跡

1号溝跡 o       l:611       2m
3号溝跡 L=======土 =======」
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Ⅳ 検出した遺構と遺物

To―aパ ミスと灰色粘上の混合、 7層灰色砂、 8層腐植物多量の灰色粘土で、いずれも溝使用時からの

水成堆積層と考えられる。

35B付近の 1号水田跡、畦畔 1と 2の接点付近は北側に大きく決られている。規模は4.0× 2.6mの

範囲で、底面から流木が出土した。堆積土はセクションA・ Bと ほぼ同様で、黒色や灰色粘上の水成

堆積層である。To― aテ フラは3層に若干混入するが他は認められないため、To―aテ フラ降下後に氾濫

し埋没したと考えられる。

遺物 (第49図、写真図版64・ 65)     _
211は土師器郭、212は土師器高台付郭、213・ 2141よ土師器奏である。211～213は内面黒色処理が施

される。いずれもロクロ成形と思われるが、213は厚手で輪積みの可能性もある。215は曲物の底板、

樹種はモミ属である。側板を嵌める形状のしゃくり底となっている。他にオニグルミ、ヒメグルミ、

トチノキが出土した。

3・ 4号溝跡

遺構 (第 19図、写真図版21)

3号溝跡は中央区北端の33C2、 4号溝跡は33Clに位置する。 1号水田跡の水田 2と 水田 4に挟ま

れた箇所で、灰オリーブ色のT字状に連結する溝プランとして検出した。

3号溝跡は長さ6.9m以上、開口部幅80～ 92cm、 底部幅50～ 64cm、 4号溝跡は長さ34m、 開口部幅

50～ 64cm、 底部幅20～36cmでいずれも断面形は皿形である。 3号溝跡は北西方向にも続いており、全

長は不明である。4号溝跡は3号溝跡の中央付近で連結している。深さは 5 cm前後で、ほぼ平坦である。

堆積土はいずれも単層、灰オリーブ色シル トでTO_aテ フラを微量混入する。堆積土中に現代の遺物

を少量混入することから攪乱とも思われるが、検出面が表土直下の削平されたⅣ層であることから、

古 くなる可能性もある。遺物なし。

2号清跡

遺構 (第 19・ 20図、写真図版 2)

中央区北端の32～ 33区 に位置する。本遺構は 1号水田跡に設定したセクションB・ 14層 として検

出し、北側に標高値が上がる傾斜変換点に沿って走る灰オリーブ色の構状プランとして確認した。

平面形はほぼ東西方向に廷び、若干蛇行するものの直線的である。規模は、長さ150m以上、開口

部幅0.5～ 1.3m、 底部幅12～ 70cm、 断面形は逆台形状である。底面レベルは、西端で22.53m、 中央で

22.60m、 東端で22.53mと 中央が若干高いがほぼ平坦である。

堆積土は、セクションAが計 6層、セクションBが計 2層で構成される。セクションAは 1層灰オ

リーブ色砂、 2層オリーブ黒色粘土、 3層黒色粘上、 4層 To―aテ フラ混じりの灰色砂質粘土、 5層砂

質粘上、 6層灰色粘上で、 1層は盛土、 2～ 4層は水成堆積土、 5'6層 は溝使用時からの堆積層で

ある。セクションBは 1層灰色砂質上、 2層オリーブ灰色砂質上で、 1層にはTo―aテ フラを多量に混

入する。いずれも地山は灰色細砂であるが、南壁の大半の箇所はTo― aテ フラの二次堆積層で構成され

る。このため、遺構時期はTo―aテ フラ降下以降と捉えられる。

遺物 (第 49図、写真図版65)

216は土錘である。堆積土中から出土。他にモモ 4個が出土した。
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3 中央区

水 道 管 埋 設 部 分

:ュ=2&000唾 :

彰
3

1 75Y5/1灰色 砂質 粘性やや弱 締まりやや密
To aテ フラをブロックで多量混入
2 10Y4/2オ リーブ灰色 砂質 粘性やや弱 締まり中
3 7/5Y4//1灰 色 砂 粘性やや弱～弱 締まりやや密 地山

Toねテフラが厚く
堆積している箇所

(復旧痕跡か)

を_ L嘲 1∞m _が
甲

1 75Y5/2Fkオ リーブ色 砂 粘性やや弱 締まり密
上部に75Y/2オ リーブ黒色粘上あ り (盛土層 )
2 75Y3/1オ リープ黒色 粘土 粘性やや弱～中 締まり中
T∈a火山灰 をマーブル状に少量混入
3 75Y2/1黒 色 粘土 粘性やや弱～中 締まり中 ラミナ構造 (水成堆積 )
4 75Y4/1灰 色 砂質粘上 粘性やや弱 締まり中 To aを若千混入
ラミナ構造 (水成堆積 )
5 ■5Y5/1～ 4/ユ灰色 砂質粘土 粘性やや弱 締まりやや密
Toaを 5～ 10mmブ ロックで少量
6 10Y4/1灰色 粘上  (若干砂質)粘 性やや弱 締まりやや密 Toηを少畳混入
7 10Y5/1灰色 砂 粘性なし 締まりやや密 地山

断面 洋
~~~~__ど

名β
上_____―

雪

m 
平面 伴
~~~~__二 二詳生―一一―__当

m

第20図 中央区 。2号溝跡

(4)河 ナ|1跡

2号河川跡

遺構 (第 21図、写真図版22・ 23)

中央区中央北の36～41区の範囲に位置する。北側で 1号水田跡・ 1号溝跡と重複しており、本遺構

が新期である。遺構は断面観察から大きく2時期形成されていたと考えられるが、平面は最初段階の

時期のみである。表土除去後のⅣ層上面で、L字状に屈曲する帯状プランとして検出した。精査はま

ずセクションA～ Dの位置に幅約50cmのサブトレンチを設定した。セクションA・ Bは約30cm、 セク

ションC・ Dは約50cmで河床面に達することを確認した。

規模は長さ34,3m以 上、開口部幅1.1～4.2m、 底部幅0.46～2.44m、 断面形状は皿形である。底面レ

ベルは、北端22.05m、 中央22.39m、 南端22.18mと カーブの中央が狭られてやや低いが、ほぼ変化無い。

ただし、礫の産状を観察すると南方向に倒れているものが大半であるので、流路方向は北から南へ向

かっていると考えられる。また、中央から南の39。 40区付近は一部流路が三叉になる。

堆積土は大半が粘土と砂。礫の互層で構成される。セクションAは計 2層、セクシヨンBは計 5層、

セクションCは計 6層、セクシヨンDは計 8層で埋没しており、各々地山層が続く。セクションAは

1層灰オリーブ色粗砂・細円礫、 2層は灰色粘土質土、3層は灰色粘土及び砂質上の地山、セクショ

ンBは 1層灰オリーブ色細砂、2層オリーブ黄色粗砂・円礫、3層灰色粘上、4層黄褐色砂質土、5

層灰オリーブ色粗砂・円礫、6層灰色粘上の地山、セクションCは 1・ 3・ 6層明責褐色粗砂。円礫、
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1号溝跡

※黒点は残存 した杭

B

Ⅳ 検出した遺構と遺物

を__    L=22800m    __客

セクションA
1 75Y01勿灰オリーブ色 砂 粘性なし 締まりなし
下位になると粒径2～3cmの 細円礫多量となる

2 ■5Y4/1灰色 粘土質 粘性やや弱 有機質を混入
3 75Y4/1灰 色 粘土と75Y5/1灰色 砂質の互層
粘性やや弱 締まり中 地山

B

セクションB
1 75Y5/3灰 オリープ色 砂 粘性 締まりなし
2 75Y6洛オリープ黄色 砂 粘性 締まりなし
円礫 (径 1～ 3cm)下部中′いに多量含む
3 75Y5/1灰 色 粘土 粘性やや強 締まりやや陳
溝底面に堆積 した泥と思われる (使用時に沈殿 し
たもの)
4 25Y5/4黄 褐色 砂質 粘性やや弱
締まりやや疎～中
1～3層 と別の溝か、二又に分かれる

5 75Y6//2灰 オリープ色 砂 粘性なし 締まりなし
円礫 (径 1～ 3cm)下部中′よに多量含む
1～3層 と別河川跡か、二又に分かれる

6 75Y4/1灰 色 粘土 粘性強 締まり中 地山
※1～3層→河川跡本体、
4 5層 →1～ 3層 と別河川跡か、 二又に分かれる

セクションC
1 25Y6/6明 黄褐色 砂 粘性なし 締まりなし
円礫 (径2～5cmや 10cm大 )下部中心に多量含む
2 5Yν l灰色 砂質 粘性やや弱 締まり中
3 1層 と同じ
4 5Y5/1灰色～5Y5胞灰オリーブ色 砂質
粘性やや弱 締まり中 (2層 とはは同じ)
5 円礫層 (径2～5cn)多量含む
6 25Y5/6黄 褐砂 粘性なし 締まりなし
円礫 (径2cm)下都中心に多量含む
7 25Y5/2暗 灰黄色 砂質 粘性やや弱 締まり中
8 75Y4/1灰 色 砂質 粘性弱 締まりやや疎～中
9 75Y5/1灰 色 粘土質 粘性中 締まりやや疎～中
10 75Y4/1灰 色 粘土 粘性やや強 締まりやや密
※1～ 4層→ラミナ構造 (水成堆積 )、
5 6層 →河川跡下部に堆積、7～ 10層→地山

セクションD
1 75Y4/1灰 色 粘土質 粘性やや弱 締まりやや密
水酸化鉄多量 文化課 トレンチ埋土
2 75Y4/1灰 色 粘土質 粘性弱 締まりやや密
砂礫ブロック (径 10cm)少量
3 5Y5おオリーブ色など 砂 粘性 締まりなし
上部に径 1～ 5cmの 亜円礫 を多量

4 5Y5/1灰色 粘土 粘性やや弱 締まり中
砂層をラミナ状に混入

5 75Y8/2Fk白 色 砂 粘性 締まりなし
下部は10Y6/1灰色砂に変わる
ラミナ構造 (水成堆積 )。 水酸化鉄を層状に混入

6 5Y8/4淡黄色 砂 粘性 締まりなし
上部は5Y4/1灰 色砂 ラミナ構造 (水成堆積 )
7 5Y4/1灰 色 砂質 (若干粘性あ り)と 砂の互層
粘性 締まりなし ラミナ構造 (水成堆積 )
8 5Y5/1灰色 粘土質 粘性中 締まり中
9 5Y3/1オ リーブ黒色 粘土 粘性中 締まり中
10 25GY4/1暗 オリーブ灰色 粘土 粘性やや強
締まり中
上部に植物質を薄 く堆積下は粘上があ り、す ぐ砂

層 (細 )と なる
※2～5層→最 も新期の河川跡か
6～8層→以前の河川が埋まったもの

L=23000m

水

道

管

埋

設

部

分

・
.＼

L=2301111m

D

断面性~~~~名辞一―――ギ稗面特~~~~上浮上___雪
m

L=23000m

第21図 中央区 。2号河川跡
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3 中央区

2・ 4・ 7・ 8層黄灰～灰色砂質土、 5層円礫層、 9。 10層灰色粘土の地山、セクションDは 1・ 2・

4・ 5'8層灰白～灰色粘土・粘土質土、 3層オリーブ色粗砂・亜円礫、 6・ 7層淡責～灰色粗砂、 9・

10層オリーブ黒・暗オリーブ灰色粘土の地山となる。いずれも水成堆積によるラミナが顕著に認めら

れ、河床面付近は有機質薄層が観察される。層中には径 2～ 5 cmの 円礫・亜円礫、河床には10～ 20

cmの亜円礫が多量に認められることから、氾濫時の水流は強かったと想像できる。

河川の側壁付近にはほぼ垂直に設置された杭が多量に確認された。杭は側壁と底面の変換点に設置

されることが多 く、セクシヨンB付近では杭間隔が1.35m、 セクシヨンC付近では2.2m、 最もタト側ま

では3.3mあ る。杭は側壁崩落防止のために設置されたと考えられ、中央付近には建築部材を転用し

て横木に利用した痕跡が認められた。また、北端からは堰と考えられる痕跡が認められ、弧を描くよ

うに列状に設置された杭の北側からは、多量の木枝など柴が見つかった。これら柴には大半に人為的

な伐採痕が認められることから、柵 (しがらみ)を成していたものと考えられる。

遺物 (第 49・ 50図、写真図版65)

218は渥美産陶器甕である。年代は12世紀後半～13世紀と思われる。219は織部の陶器向付である。

16世紀後半～17世紀代である。

220～225は加工杭である。220・ 221・ 223マ ツ複維管束亜属、222ク リ、224ス ギ、225コ ナラ属コナ

ラ亜属コナラ節と複数の樹種が用いられている。220。 223～225は先端のみを尖らせる加工、221・

222は建築部材の一部と見られる。221についてC14年代測定を行ったところ、1,730～ 1,810年が得ら

れている (V-1参照)。 226は鉄製の鈍。227は鉄製の蹄鉄。228は真鍮製の肥後守。裏面にcm単位の

目盛が付けられている。昭和初期と思われる。229・ 230は煙管雁首と吸口。銅製。231は寛永通賓。

銅製。

3号河川跡

遺構 (第22図、写真図版24・ 25)

中央区南の47～49区の範囲に位置する。南側で 4号河川跡と重複しており、本遺構が新期である。

遺構は断面観察から大きく2時期に亘って形成されていたと考えられ、第22図上段が新期、下段が旧

期を表している。表土除去後のⅣ層上面で、北東から南西にほぼ直線的に延びる帯状の暗オリーブ灰

色プランとして検出した。精査はまず東西の調査区際とセクションA・ Bの位置に幅約50cmのサブト

レンチを設定した。これから約50cmで河床面に達することを確認した。

規模は新期河川が長さ145m以上、開口部幅2.0～ 3.8m、 底部幅1.04～ 2.7m、 旧期河川が長さ14.5m

以上、開口部幅3.7～ 49m、 底部幅1,92～ 3,74mで、旧期が新期よりも規模が大きい。底面レベルは新

旧期とも北東端2201m、 中央21,93m、 南西端22.01mと ほぼ平坦である。

堆積土は計 6層で構成される。 1～ 3層は新期、 4・ 5層は旧期、 6層は地山に細分される。新期

河川の 1層は暗オリーブ灰色粘土質土、 2層は暗オリーブ灰色砂質上、 3層 はオリーブ黒色粘上、旧

期河川の 4層は腐植物を含む灰色砂質上、 5層 は灰色粘上ですべて水成堆積層である。 6層は灰色砂

の地山層である。

本遺構は2号河川跡と同様に、側壁付近にほぼ垂直に設置された杭が多量に確認された。杭は西側

の西壁と底面の変換点に設置されており、1.0～ 1.2m幅で東側にも列状に設置されている。抗は側壁

崩落防止のために設置されたと考えられ、位置から旧期河川が埋没後、新期河川の上留めとして設け

られたと考えられる。

遺物 (第 50・ 51図、写真図版65・ 66)
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3号河‖「跡 (新 )

V 検出した遺構と遺物
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第22図 中央区 ,3 4号河川跡 (1)
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3 中央区

C

3号河川跡 (旧 )12

セクションC
1 75Y4/2灰 オリーブ色 粘上質 粘性やや弱 締まり中 ボソボソしている 植物根多髭 表土
2 75Y5/2灰 オリーブ色 粘土質 粘性やや弱 締まり中 ボソボツしている 酸化鉄多量盛上層 (回場整備による)
3 75Y4/3暗 オリーブ色 粘土質 粘性やや弱 締まり中 ボソボソしている 酸化鉄多量盛土層 (圃場整備による)
4 10Y4/1灰色 粘土質 粘性やや弱 締まり中 ボソボソしている 酸化鉄多量盛土層 (圃場整備による)3層 との間に線状の酸化鉄で別れている
5 25GYγ ユ暗オリーブ灰色 粘土質 (若干砂質)粘 性やや弱 締まりやや疎 3号河川跡堆積土
6 10Y6/2オ リーブ灰色 砂質 粘性やや弱 締まり中
7 25GY5/1オ リーブ灰色 砂質 粘性やや弱 締まり中 ラミナ構造 (水成堆積 計5層 以上)途 中に砂層が入 り筋状となる
8 75Y5/1灰 色 砂質 粘性やや弱 締まりやや疎～中 酸化鉄多量
9 N3/0暗 灰色 粘土 (若干砂質)粘 性やや弱～中 締まりやや疎  10層 の漸移層 水成堆積
10 75Y2/1黒 色 粘土 粘性中～やや強 締まりややlBI～ 中 植物質多量 水成堆積
11 75Y7/1灰 白色 火山灰 砂質っぼい粘性やや弱～中 締まりやや疎 To aテ フラ届 下位の12眉 と混 じる箇所多い 水成堆積
12 75Y4/1灰 色 粘土 粘性中～やや強 締まりやや疎                                      o と:60        2m

|

第23図 中央区・4号河川跡 (2)

232・ 233は土師器甕、234は須恵器杯である。233は非ロクロ、232は非ロクロの可能性あり、234は

ロクロ成形。233は底に木葉痕、底部が外側に張 り出す。235は平瓦である。表面に縄敲き目が残され

ている。236は連歯下駄、樹種はスギ類似種。前壼の位置が右に偏っているため、左足用と思われる。

237～240は加工板。樹種は237がマツ属複維管束亜属、238がクリ、239。 240が アスナロで、239・ 240

は同一個体と思われる。241～245は加工杭である。先端を鉛筆状に尖らせる加工を施している。樹種

は、244ク リ以外はマツ複維管束亜属である。243は割材を用いている。246は鉄製の鎌。247は煙管。

雁首と吸口のセットで、取 り上げ時には羅宇が残存していた。他にクリ、ツノハンバミ、モモ、クロ

マツ、ヒメグルミの種実が出土した。

4号河川跡

遺構 (第 22・ 23図、写真図版25)

中央区南の49～52区の範囲に位置する。南側で 3号河川跡と重複しており、本遺構が旧期である。

表土除去後のⅣ層上面で東西方向に延び、 3号河川跡と接する帯状の灰色プランとして検出した。精

査はまず調査区西際に約50cm幅の トレンチを設定した。これから約1.Omで河床面に達することを確

認した。また、中央及び調査区東際にも50cm幅の トレンチを設け堆積状況を確認した。結果、遺物が

ごく少量のみであることなどの理由から、精査は範囲と堆積状況の記録に留めることとした。

規模は長さ133m以上、開口部幅5,6～ 8.8m、 底部幅はセクシヨンBか ら7.3m以上で、西側がより

幅広くなる。深さは0,7～ ■Omで、粗砂の河床面に至る。

堆積土はセクションCか ら計12層に細分される。 1～ 4層 は灰オリーブ～灰色主rthの 表土層、 5～

7層は重複する3号河川跡堆積土、 8～ 11層は 4号河川跡堆積土、12層は地山である。 1～ 4層は近

年の回場整備により形成され、粘土質土中に酸化鉄を多量に含む。本遺構堆積上の 8層は酸化鉄を多

量に含む灰色砂質土、 9層は暗灰色粘土、10層は腐植物を多量に含む黒色粘土、11層はTo― aテ フラ堆

積層、12層は灰色粘上の地山である。 8～ 11層はすべて水成堆積層である。

河床面付近にTo―aテ フラ堆積層が確認されることから、テフラ降下時には存在しており、その後水

成堆積により埋没した後に、 3号河川跡が形成されたと考えられる。

遺物 (第 51図、写真図版66)
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1 75Y5泡灰オリーブ色 粘土 粘性中 締まり中
2 75Y4/2灰 オリーブ色 粘土 粘性やや弱 締まり中 炭化物ブロック (径 1～ 3cm)5%
5YR7/8橙色の明るい焼土粒プロック (径 1～ 3cm)2%廃 葉焼土炭化物層か (人為的 )
3 75Y6カ灰オリーブ色 粘土 粘性やや弱 締まり中
4 10Y5/2オ リーブ灰色 粘土 粘性中 締まり中 炭化物 (径lcm)1%
5 5YR6湾橙色 焼土 粘性やや弱 締まり中～やや密

Ⅳ 検出した遺構と遺物

75Y2/1黒色 炭化物層
75Y4/1灰色 粘土 粘性中 締まり中
75Y5/2灰オリープ色 砂質 粘性やや弱～中 地山 下都は暗緑灰色に変化

0             1:60             21n

ｒ
ｏ
さ

第24図 南区・2号竪穴住居跡

248はウマの歯である。249は須恵器杯である。底面に回転糸切 り痕が見られる。

(5)中央区遺構外出土遺物 (第51図、写真図版66)

250は鋳型もしくは羽口と思われる。251は鉄製の鎌。

(1)竪 穴 住 居 跡

2号竪穴住居跡

遺構 (第24図、写真図版26)

南区北側の59Dlに 位置する。南区で唯一見つかった住居跡であるが、 1号堀跡と重複しており本

遺構が旧期である。また、北狽1は試掘 トレンチに掘削され、北東側は調査区外となるため残存状態は

良くない。表土除去後のⅣ層上面で、焼土 。炭化物の拡がりと遺物が少量出上したことから何らかの

遺構が存在するとして精査を進めた。

平面形は残存部分が少なく不明だが、方形基調と考えられる。規模は東西方向1,9m以上、南北方

向で2.9m以上である。壁高は東壁に 5 cm残存するのみである。壁は外傾 しながら急斜度に立ち上が

ると思われる。床面は焼土の拡がる東側が最も高く、西に向かって階段状に標高値を下げる。床面は

灰オリーブ色砂質上の地山で構成され、堅く締まっている。

堆積土は計 8層に細分される。 1～ 4層は住居跡堆積上、 5層は焼土、 6・ 7層はPと 堆積上、 8

層は地山である。 1～ 4層は灰オリーブ色粘土主体で、 2層には炭化物・焼土ブロックを含む。Pl
の 6層は炭化物層を形成しており、人為的廃棄の可能性がある。

床面に形成された焼上の規模は90以上×67cmの不整形で、床面に約 5 cm厚で橙色に焼成されてい

る。また、 1段下がる床面にも56× 18cmの不整形の焼成面が形成されている。焼成面から252土師器

甕が伏せた状態で出土した。

Plの規模は126× 102cmの不整形で、深さは約15cmである。6層炭化物層が平面的に拡がっており、

底面の大半を覆っている。底面からは他に亜角礫、253・ 254土師器鍋、255須恵器壷が出土している。

区南

Pl遺物出土状況
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4 南区

遺物 (第 51図、写真図版66)

252は土師器甕。体部外面に縦位ヘラケズリ、体部内面に横位ハケメ調整。253・ 254は土師器鍋、

255は須恵器壺である。254・ 255は外面に縦位ヘラケズリ、内面にヘラナデ調整。体部上位には輪積

み痕も認められ、255は定着させるためタタキが施される。256は土錘。表面にキズ有 り。257は鉄製

の鋤先で床面から一括して出土した。

(2)土   坑

2号土坑

遺構 (第 30・ 31図、写真図版30)

南区中央の66B41こ位置する。 2号堀跡とは20cm、 5号溝跡とは50cmの距離にある。Ⅳ層上面で、

オリーブ黒色の略円形プランとして検出した。

平面形は南北方向が潰れた略円形を呈しており、開口部が145× 135cm、 底部が113× 99cmで ある。

深さは55cm、 断面形は鍋底形で、底面はほぼ平坦である。

堆積土は計 5層に細分される。 1・ 2層オリーブ黒色粘土、3層灰色砂質土、4層暗オリーブ灰色、

5層灰色細砂の地山崩落層で、すべて水成堆積 している。

2号堀跡や 1号橋跡との位置関係から門を構成する遺構の可能性も考えられたが、対になる土坑は

確認されなかった。

遺物 (第 52図、写真図版66)

258は土師器杯、259は土師器奏と思われる。

(3)水 田 跡

2号水田跡、 8号溝跡

遺構 (第 25・ 26図、写真図版27～ 30)

南区中央南の68～71区に位置する。 I層表土を除去後のⅣ層上面でオリーブ黒色の帯状プランと灰

オリーブ色の調査区内で途切れる帯状プランとして検出した。オリーブ黒色は本遺構、灰オリーブ色

は 6・ 7号溝跡である。精査は重複する 6・ 7号溝跡を先行して作業し、終了後に本遺構の精査を開

始 した。精査はまず両遺構の堆積状況確認のためセクションAの位置に上幅約1.4mの トレンチを設

定した。

断面観察から6・ 7号溝跡が 2号水田跡より新期であることを確認した。 2号水田跡は検出段階で

は河川跡と捉えていたが、断面からTo― aテ フラに被覆された水平面、畦畔と付属する溝跡が確認され

たため水田跡と判断した。また、植物珪酸体・花粉分析の結果、Tttaテ フラ上位層の12層灰色粘土か

らイネ機動細胞が検出されたため、水田面がTo一 aテ フラを挟んで 2面に形成されていることから、ま

ず第 1面から着手した。 2号水田跡に関係する層位は9～ 16層の計 8層である。まず第 1水田面上層

の10層オリーブ黒色粘土と■層黒色粘土を除去した。

第 1水田面 (水田7)は 12層灰色粘土を耕作土とする。調査区内では区画する畦畔は検出しなかっ

たが、北西壁際に付属する8号溝跡 (新)と を区切る畦畔 5(新)を確認した。検出範囲から北西―

南東方向は8.3～ 105m、 北東―南西方向は13.2m以上で調査区外へ延びる。形状は不整な長方形で、

面積は残存値で131.8だである。田面の標高値は21.90～ 22.08mで北側が最も低 く、南側が最も高いが、

大半の範囲は±10cmに収まる。耕作上の12層灰色粘土は下位層To―aテ フラ粒を含む人為的に撹拌され

た層位で、層厚は10～ 20cm、 層上部と下部で色調に違いがあり層相変化が認められる。人為的撹拌後
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Ⅳ 襟出した遺構と遺物
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4 南区
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V 検出した遺構と遺物
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記録は時間の都合上、写真のみに留めた。

畦畔は8号溝跡 (旧)と の間にある北東―南西方向の

畦畔 5(旧 )、 水田 6と の間にある北西―南東方向の畦

畔 6があり、南東側は標高が上がるため畦畔は認められ

ない。また、隣接する畦畔及び南東端と接する水田面に

は開田部幅36～ 82cm、 底部幅 8～ 41cm、 深さ2～ 5 cmの

浅い溝跡が巡るように作られている。畦畔頂部から溝底

面の比高差は、畦畔 5(旧 )が 14.3～ 18 2cm、 畦畔 6が3.2
～13.8cmで ある。畦畔 6には開口部幅14cm、底部幅 4 cm、

深さ6 cmの逆台形状を呈する水口が設けられている。

水田 6は70Bl付近に位置する。区画は畦畔 6と 標高

の上がる南東側に囲まれた区域である。検出範囲から北

東―南西方向は2.3m以上、北西―南東方向は7.Om程度、

面積は残存値で21.5だ、南西側は調査区外へ延びる。大

半は調査区外となるが、形状は水田 5と 同様に不整な長

方形を呈すると思われる。田面の標高値は2172～ 21.76

mで、畦畔 6に設置された水口付近が若干低い。

水田面の状況は水田 5と 同様に、少数の窪みにTo―aテ

フラが流入している。形状は円形、楕円形で、長さは10

～20cm、 畦畔 6付近に偏る。

畦畔は水田 5と の境に畦畔 6があり、南東側は認めら

れない。水田 5に も存在するが、畦畔 6及び南東端と接

する水田面には開田部幅24～ 60cm、 底部幅10～ 28cm、 深

さ2～ 5 cmの浅い溝跡が巡っている。畦畔 6頂部から溝

底面の比高差は7.6～ 13.Ocmである。また、畦畔 6な ど

にはサンクラックにTo― aテ フラが流入 して白色のひび

割れが観察される。これは水田使用時の乾燥具合を表し

ている。

8号溝跡は67～ 68区に位置する。第 1水田面において

は畦畔 5(新 )に よって区切れた8号溝跡 (新 )と して、

第 2水田面においては畦畔 5(旧 )に よって区切られた

8号溝跡 (旧 )と して検出した。規模は新期が長さ13.8

m以上、開口部幅46～ 80cm、底部幅12～ 48cm、 畦畔 5(新 )

からの深さ4.1～ 6.9cm、 旧期が長さ13.8m以上、開口部幅

0.48～ 10m、 底部幅18～ 33cm、 畦畔 5(旧 )か らの深さ

129～ 19 4cmである。底面レベルは、新期が北東端2190

m、 中央2184m、 南西端21.90m、 旧期が北東端21,76m、

中央21.72m、 南西端21,77mと いずれもほぼ平坦である。

堆積土は新期が12層灰色粘土の単層で水成堆積、旧期が

13層灰白色To―aテ フラの一次堆積層である。

Ⅳ 検出した遺構と遺物

第 6表  1号堀跡 。2号橋跡柱杭計測表

囃閃
掲載
No
角度
(° )
欝
くｃｍ＞

備考

5

9

7

9

5

脚

4

4
XI 2号橋跡オ

352
2

5

9

2→

1 2:
2 2弓

3 2→

4 2→

5 2→

7
5 か2→
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Ⅳ 検出した遺構と遺物

遺物 (第 52図、写真図版67)

260～265は土師器杯である。260及び265は内面黒色処理、265の外面に正位で墨書「□」 1字が施

される。266は土師器蓋か。267・ 2681よ 高台付郭。いずれも内面黒色処理で、268底 にはヘラ押さえが

認められる。269は土師器鍔付土器か。内外面黒色処理が施されており、全面に丁寧なヘラミガキが

認められる。口縁部と体～底部は接合 しないが同一個体と思われる。270'271は 土師器甕である。

270は非ロクロ成形で、体部中央が張る。272は須恵器杯。底面に回転ヘラ切 り痕が認められる。273

は瓦質土器の火鉢 (風炉)である。中世であろう。274・ 275は加工板。樹種は274がマツ属単維管束

亜属、275がアスナロである。276は曲物底板、樹種はクリ。他にオニグルミ、モモが出上した。

(4)橋   跡

1号橋跡

遺構 (第 29図、写真図版35)

南区中央の66C区 に位置する。 I層除去後のⅣ層上面でオリーブ黒色プランの 2号堀跡が途切れる

土橋として検出した。規模は長さ34m、 幅65～ 80cm、 2号堀跡底面からの比高差は東側で60cm、 西

側は隣接箇所が浅く作られており15cmである。堀跡が一段浅い箇所までを橋跡と捉えれば、規模は幅

268～ 360mと広 くなり、西側との比高差は30cmと なる。断面形は逆台形状である。

作事は堀構築時から橋部分を残して掘削したもので、盛土痕跡は確認されていない。また、遺構北

側と南側に門跡も想定したが、柱穴などは見つかっていない。ただし、 2号土坑をすぐ南に検出して

おり、堆積土も堀跡とほぼ同様であることから、遺構の存続時期は本遺構及び2号堀跡と同時期とな

る。遺物なし。

2号橋跡

遺構 (第 30図、写真図版35'36)

南区中央の60B区 に位置する。 1号堀跡精査中の堆積土から等間隔に並ぶ柱列として検出した。規

模は堀跡底面に設置されている部分は 1× 2間で、桁行 2丈 (606cm)× 梁行 l丈 5尺 (454.5cm)で

ある。柱間寸法は 5尺単位 (151.5cm)を 基準としており、桁行は 1丈 (303cm)間隔である。また、

堀側壁部分には93尺 (281.8cm)間 隔の補助的な柱も設けられている。橋跡は 1号堀跡に直行して配

置されており、検出した 1号堀跡の最も南端から出上した。設置はすべて打ち込み式で立てられてお

り、いずれも先端を鋭角に加工している。

遺物 (第 53図、写真図版77)

橋脚として出土しているのは、64(309)・ 65(310)。 67(311)。 68(312)・ 69(313)・ 70(314)。

73(317)'38(319)・ 42(320)の計 9本である。長さは残存値で、309は46.5cm、 310は 192cm、 311

イよ199cm、 312は 198 5cm、  313イよ186cm、 314は 163cm、 317は 210cm、  319は 97cm、  320イよ78cm、  す丁言免6り深

さイよ、 310イま117.7cm、  3111よ 115.8cm、  312イま111 9cm、  313イよ126.9cm、  314は 89,9cm、  317は 101cm、  319イま

64.7cm、 309と 320は計測なしである。補助柱の309・ 319・ 320を 除いた平均は101,7cm、 いずれもほぼ

垂直に打設している (313・ 317は掘削時に傾いた)。 また、補助柱は側壁に対して垂直に設置されて

いる。柱の大半は全面に面取加工がされており、先端を鉛筆状に鋭く尖らせている。樹種は、310～

317はコナラ属コナラ亜属コナラ節、3091よ クリ。318～320は同定せず。311及び314についてC14年代

測定を実施したところ、311は 1,391～ 1,443年、314は 1,406～ 1,449年が得られている (V-1参照)。
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Ⅳ 検出した遺構と遺物

L‐ 23000m

75Y4/1灰色 砂 粘性なし 締まり中 +5GY2/1オ リーブ黒色 粘土 粘性中の混合
オリーブ黒色粘土に灰色砂がブロックで混入する一括堆積土
25GY4/1暗 オリーブ灰色 砂質 粘性中
締まりやや疎 ■25GY3/1暗 オリープ灰色粘上の混合
暗オリーブ灰色に灰色砂質が細かいブロック状で混入する一括堆積土
75Y3/2オ リーブ黒色 粘土 粘性中～やや強 しまり中
下位 (底面)に近づ くに従って砂混入増える
6号堀跡 1層 と同一

6号堀跡2層 と同一

10Y3/1オ リーブ黒色 粘土 粘性中 締まりやや密に10Y71灰色 粘土 粘性でやや弱
締まり中をブロックで混入する一括堆積層
10Y4/1灰 色 粘上 粘性中～やや強 しまり中 全体に薄い砂層を挟む 水成堆積層
75GY4/1暗 緑灰色 粘土 粘性やや強 しまり中 7層 と同様に薄い砂層を挟む 水成堆積層
10CY3/1暗 緑灰色 粘土 粘性強 締まり中 下位に砂多 くなる 水成堆積層
ЮGYク I暗緑灰色 粘土 粘性強 締まり中 砂ブロック粒を若干混入 水成堆積層
75GYク 1暗緑灰色 粘土 粘性強 締まり中～やや密 砂が薄 く入る 水成堆積層
10GY4/1暗緑灰色 細砂 粘性なし 締まり中～やや密 地山層
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O__  L‐ 225∞ m  一_。
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2号土坑

L‐ 22600詢

:士効6∞m9′

予

75Y3〃 2オ リーブ黒色 粘土
粘性やや弱～中 締まり中
若十砂混入

75Yν lオ リーブ黒色 粘土 粘性やや弱 締まりやや密
砂を全体に混入 酸化鉄多量
10Y3/1オ リーブ黒色 粘土 粘性中～やや強 締まり中
両側は筋状に砂混入
3 75Y4/1灰 色 砂質 粘性中 締まり疎～中
4 25GY3/1暗 オリーブ灰色 粘土 粘性やや強 締まりやや疎
5 10Y4/1灰色 細砂 粘1生なし 締まりやや疎 地山崩落層
※1～ 5層  全て水成堆積層

C C
し=22600m

D

F

D

75Y3/1オ リーブ黒色 粘土 粘性強 締まり中
水成堆積でラミナ構造 (計 12層 )
75Y3/2オ リープ黒色 粘土 粘性強 締まり中
水成堆積でラミナ構造 (計9層 )
75Y5/1灰色 砂質粘土 粘性やや弱 締まりやや疎
75Y4/1灰色 粘土 粘性強 締まりやや疎
5G5/1緑灰色 砂 粘性なし 締まり中 地山

1 75Y3/2オ リーブ黒色 粘土 粘′性やや弱 締まりやや疎～中
2 75Y4/1灰 色 粘土 粘性中～やや強 締まり中
遺物出土 (山物など)マ ンガン多量混入
3 10Y4/1灰 色 粘土 粘性やや弱～中 締まり中
4 10Y5/2オ リーブ灰色 細砂 (若干シル ト質)粘 性弱 (な し)締 まりやや疎～中
粘土 も筋状に入 リラミナとなる (壁崩落土とも考えられる)
5 75Y5/2灰 オリーブ色 細砂 粘性なし 締まりやや疎 壁崩落土か
6 10GY4/1暗 緑灰色 砂層 粘なし 締まりやや疎 壁崩落土 (地山に似 る)
7 10GY5/1緑 灰色 細砂 粘性なし 締まりやや疎～中 地山 水分多量
8 75Y4/2灰 オリーブ色 細砂 と粘上のラミナ状 植物質多量 7層 より下位の地山層
※4～ 6層→崩落土層、7 8層→地山

F
L=22800m

L=22700m

75Y5/1灰色 粘土 粘性やや弱～中 締まり中 酸化鉄多豊 現代の盛土層と撹乱層
75Y3/1オ リーブ黒色 粘土 粘性中 水成堆積 (ラ ミナ構造 )
生5Y3ρ オリーブ黒色 粘土 粘性やや弱～中 締まり中 水成堆積 (ラ ミナ構造)植物質多量
75Y4/1灰色 粘上十砂 粘性やや強 締まり中 水成堆積 しており砂 と粘上の互層でラミナが形成されている 使用の時から埋まったものか
10Y4/1灰色 粘土 粘性強 締まり中 層中に本枝あリー部25GYν l暗 オリーブ灰色粘土となる (ベル トより北制 )
10Y3/2オ リーブ黒色 粘上 粘性やや弱 締 まりやや疎
75GY4/1暗 緑灰色 砂 粘性なし 締まり中 壁面などの崩落土か
75GYν l緑灰色 砂 粘性なし 締まりやや強 地山

0        1:60        2m

第31図 南区 。2号土坑、 1号橋跡、 2～ 6号堀跡、 5号溝跡
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第32図 南区・ 1号柵状遺構 (1)



Ⅳ 検出した遺構と遺物
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第33図 南区・ 刊号柵状遺構 (2)



4 南区

(5)柵 状 遺 構

1号柵状遺構

遺構 (第 32・ 33図、写真図版31～ 34)

南区中央の63C区 に位置する。本遺構は5'6号 堀跡に跨って構築された遺構である。 5・ 6号堀

跡を検出した際に、オリーブ黒色・灰色の検出面からIIB列上部が露出した状態であった。また、 5号

堀跡の東端にサブトレンチを設定して掘削確認したところ、本遺構の東端部分にあたる柵上部を検出

した。

本遺構の構造は第32・ 33図 に示したように、丸太材や心持材、害J材を立杭や横木として組み合わせ

た構造をしている。まず柵の骨組みとなる立杭を設置するが、第33図のように280や 281・ 286・ 289・

293・ 294・ 299な どほぼ垂直に打設する杭を設定する。これに対して約60° 南に傾 く斜杭の282・ 284・

285。 287・ 291・ 292・ 296・ 297～299を 設置する。この上で、横木となる277～ 279。 295'307を 支え

となる斜杭に組み合わせている。これら骨組みを構築した後に、第32図 に表したように折断痕が明瞭

に確認される樹皮が付いたままの木枝を縦に並べ敷き詰めている。

規模は長さ90m、 幅30m、 深さは5号堀跡側が94cm、 6号堀跡側が155cm、 底面レベルは5号堀跡

側が2164m、 6号堀跡側が2119mと 6号堀跡側が幾分深 く造られている。形状は堀の横断面に沿っ

て構築されていることから、堀形状に従うが 5号堀跡は底部がやや幅広 くなっている。

使用材の樹種については、コナラ属コナラ亜属コナラ節277～279'281・ 286・ 287・ 289。 291・

293、 クリ283・ 285。 294・ 296・ 299。 308、 ブナ属295が用いられており、骨組み部分を中心に堅い樹

種が選択されている。

遺物 (第53図、写真図版74～ 77)

前述の通り、277～308は加工杭である。いずれも骨組みとして用いられたものである。多くは九太

材・心持材であるが、割材も認められる。表皮を剥がすためか面取 りを行っている資料が多数である。

長さは88.0～421.Ocmま で幅広いが、 2m前後に集中する。2991こ ついてC14年代測定を実施したとこ

ろ、1,399～ 1,447年 (最外年輪)が得られている (V-1参照)。

(6)堀   跡

1号堀跡

遺構 (第 29。 30図、写真図版37・ 38)

南区中央の56～ 62区に位置する。本遺構は花泉町教委調査で 2号溝として検出された遺構である(花

泉町教委 2005)。 町調査では12世紀後半の常滑産陶器甕片や13世紀後半の宮城北部産陶器甕片、対

蝸、不明板製品 3点が出上している。遺構は文化課試掘 トレンチの再検出とⅣ層上面での確認により

南北方向の直線状に延びる灰色の帯状プランとして検出した。

平面形はほぼ南北方向に延び、直線的である。規模は長さ25m以上、開口部幅5.5～ 69m、 底部幅2.6

～35m、 断面形は底面の広い逆台形状である。底面レベルは、北端で2148m、 中央で21.60m、 南端

で21.20mと 中央が若千高いがほぼ平坦である。

堆積土は、セクションAの計14層で確認されている。 l層灰色粘土、 2層オリーブ黒色粘上、 3層

木片を多量に混入した暗緑灰色粘土、 4・ 6・ 8・ 11・ 12層暗オリーブ灰色粘土、 5層オリーブ灰色

テフラを含む暗緑灰色粘上、7'9層 暗緑灰色粘土・砂、10層植物質多量に含むオリーブ黒色粘土、

13層炭化物少量含む暗緑灰色粘上、14層暗緑灰色細砂の地山である。大半が水成堆積によるものであ
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Ⅳ 検出した遺構と遺物

るが、壁際の 6・ 8～ 12層 などは壁崩落の影響も観察される。 5層混入テフラはTo―aテ フラの二次

堆積層と思われる。

南端には2号橋跡が架けられており、本遺構とほぼ同時期に形成されたと考えられる。詳細は2号

橋跡記載を参照されたい。また、東壁を中心に杭列を検出した。計60本 (西壁 8。 東壁52)出土して

おり、 9本を取 り上げ掲載 した (347～ 357)。 設置角度は10～ 100度の範囲で平均594度、いずれも壁

と垂直もしくはそれ以上となるように設置されている。設置の深さは、 5(347)イよ41cm、 26(348)

イよ101 5cm、  27 (349) イよ84cm、  37 (350) イよ33cm、  41 (351) イよ12.5cm、  52 (352) イよ156cm、 61 (353)

は53cm、 62(354)は 64.5cm、 63(355)は 30.5cmで、大半が全体の長さ (残存値)の半分以上を壁面

に打ち込まれている。このため、すべての杭は先端を鋭角に加工した上で打ち込まれている。残存し

た杭の逆側は腐蝕や欠損により明確に確認できないが、鋭角にするなどの加工は施されていないと思

われる。用途は不明だが、かなり深 くまで設置されていることから堅回な作 りと思われる。現状から

は防御目的か、土留め基礎かが考えられる。西側上端部には堀跡に沿って抗列が確認された。計24イ固

あり、 3個は杭が若千残存 し、他は坑のみである。明確な列状となるものは判然としないが、堀跡に

関連する遺構であろう。

遺物 (第 54～ 58図、写真図版69・ 70)

321・ 322は土師器郭、323は須恵器大奏である。321は内面黒色処理、323は鋸歯状文が施される。

324は対蝸、内面に黒色物質が付着している。325は羽口で先端が溶解 している。326は鉄淳。327は中

国産陶器の青磁碗である。12世紀後半～13世紀前半である。328・ 329は板碑。石材はいずれも頁岩 (粘

板岩)。 3281こ は延文五年 (1,360年 )の銘が刻まれており、南北朝時代の所産と思われる。330。 331

は石鉢。安山岩製。332～334は挽物の漆器椀である。樹種はすべてブナ属。333・ 334の内面には朱漆

で木葉が描かれている。335は挽物の器と思われるが不明。ブナ属。336～ 339は 曲物底板で、樹種は

338がスギ類似種、他はアスナロ。加工痕が顕著である。340も 曲物で全形が推定できる個体。底板は

アスナロ。側板は樹皮で綴 じられている。341は桶の側板。スギ材。342は杓子。柄を欠いているが、

柄の付け根に直径約 l cmの孔が穿たれている。樹種はアスナロ類似種。343～ 345はスギ材の加工板。

346は 曲物を綴じる際に用いられたサクラの樹皮紐。347～357は加工杭である。348・ 352・ 354は クリ材。

358～382は銭貨。すべて固着した状態で一塊となって見つかった。358。 365は洪武通賓 (明 。1368年 )、

359,366は 永楽通賓 (明 ・1408年 )、 360・ 368・ 376・ 377は 開元通賓 (南唐 。960年 )、 361'370は 興

寧元賓 (北朱。1068年 )、 362・ 369は元豊通賓 (北宋。1078年 )、 363・ 380は元符通賓 (北宋 。1098年 )、

364は皇宋元賓 (北宋 。1038年 )、 367は天膳通賓 (北宋 。1017年 )、 371・ 381。 382は紹聖元賓 (北宋・

1094年 )、 372は治平元賓 (北朱・1064年 )、 374,378は元祐通賓 (北宋 。1086年 )、 375は淳祐元賓 (南

宋・1241年 )、 379は政和通賓 (北宋 。1111年 )、 373は不明。他にツノハシバミ、オニグルミ、モモが

出土した。

2号堀跡

遺構 (第 30・ 31図、写真図版39・ 40)

南区中央の65～ 66区に位置する。本遺構は花泉町教委調査で 1-1号、 1-2号溝・溝③として検
出された遺構である (花泉町教委 2005)。 町調査では平安時代の土師器杯・甕や須恵器壷・甕、12

世紀後半の常滑産陶器甕片や12世紀中～後半の渥美産陶器片口鉢片、漆器椀片、下駄や刀子状の木製

品などが出上している。遺構は I層除去後のⅣ層上面でオリーブ黒色の帯状プランとして検出した。

また前述したが、本遺構東側が一部途切れており、 1号橋跡が併設されている。
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規模は長さ15,9m以 上、開口部幅は 1号橋跡より西側で3.5～ 594m(一段低い箇所の幅は3.5～ 4.8

m)、 東側で2.8～314m、 深さは西側で45～ 60cm(浅 い部分は10～ 15cm)、 東側で60～78cmで ある。底

面レベルは西側西端21,64m、 西側 1号橋跡狽12176m、 東側1号橋跡側2179m、 東側東端2173mと ほ

ぼ平坦である。

堆積土はセクションE・ Fか ら計 7層が確認されている。 1層回場整備攪乱の灰色粘土、 2a・ b

層オリーブ黒色粘土 (bは植物質多量 )、 3層灰色粘土・砂、 4層灰色粘土、 5層オリーブ黒色粘土、

6層暗緑灰色細砂、 7層緑灰色砂の地山である。 3層は使用時からの地積土、 6層は壁面崩落土であ

る。その他は水成堆積層である。

堆積土の状況と遺構の位置・規模から、本調査区では確認できなかったが 1号堀跡と連結する可能

性が高い。一部は町調査でも確認済みである。

遺物 (第 58図、写真図版70。 71)

383は渥美産陶器の甕である。年代は12世紀後半～13世紀代。384は志野産陶器の皿である。16世紀

後半～17世紀初頭である。385は挽物の漆器椀。 C14年代測定から1,271～ 1,320年 の年代観が得られて

いる (V-1参照 )。 386は曲物の側板。アスナロ材。387～390は加工板。樹種は387ク リ、388ス ギ類

似種、389アスナロ類似種、390ア スナロ。他にモモ 3個が出上した。

3号堀跡

遺構 (第 30。 31図、写真図版41)

南区中央の64～65区に位置する。本遺構は花泉町教委調査で 1-1号溝・溝③として検出された遺

構である (花泉町教委 2005)。 遺構は I層除去後のⅣ層上面で 2～ 5号堀跡が並列するオリーブ黒

色の帯状プランとして検出した。

規模は長さ776m以上、開口部幅1.8～ 2.3m、 底部幅112～ 15m、 深さは85～ 118cmで断面形は鍋底

形である。底面レベルは西端21.39m、 中央2129m、 東端2110mで あるが、西は掘 り過ぎにより深くなっ

ている。

堆積土はセクションDか ら計 5層確認されている。 1,2層 はオリーブ黒色粘土、 3層灰色砂質粘

土、 4層灰色粘土、 5層緑灰色砂の地山である。 1・ 2層は水成堆積層、 3。 4層は使用時からの堆

積土もしくは崩落上である。

遺物 (第 58・ 59図、写真図版71)

391は中国産陶器の青磁碗である。中世 (13世紀か)と 思われる。398は アスナロ材の箆。先端が黒

色化 している。394は クリ材の連歯下駄⑤左足用と思われる。395は草本の縄である。撚 りはLR。

396・ 397は加工杭である。いずれも九太材で、396は樹種コナラ属コナラ亜属コナラ節。396について

はC14年代測定を行い、1,448～ 1,527年 の年代観を得ている (V-1参照 )。 398は残存値の長さ9.6cm

の鉄鏃である。399はシカ角である。

4号堀跡

遺構 (第30'31図、写真図版42)

南区中央の64～65区に位置する。本遺構は花泉町教委調査で 1-1号溝・溝②として検出された遺

構である (花泉町教委 2005)。 遺構は I層除去後のⅣ層上面で2～ 5号堀跡が並列するオリーブ黒

色の帯状プランとして検出した。

規模は長さ6.2m以上、開口部幅1.3～ 2.12m、 底部幅78～ 96cm、 深さは87～ 102cm、 断面形は崩落の
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Ⅳ 検出した遺構と遺物

影響を多 く受けているが、鋼底形であろう。底面レベルは西端21.26m、 中央21.30m、 東端2132mと

ほぼ平坦である。

堆積土はセクションCから計 8層確認されている。 1層オリーブ黒色粘土、 2・ 3層灰色粘土、4・

5層 オリーブ灰・灰オリーブ色細砂、 6層暗緑灰色細砂、 7層緑灰色細砂の地山、 8層植物質多量の

灰オリーブ色粘土・細砂の地山である。 1～ 3層は水成堆積層、 4～ 6層は壁面崩落土、 7・ 8層 は

地山で、使用時からかなり崩落していたと考えられる。

遺物 (第 59図、写真図版71)

400は土師器郭である。内面黒色処理。401は挽物の漆器椀。樹種はブナ属。402は略完形の曲物容

器。底はアスナロ材。403は連歯下駄。クリ材で台部より前後歯が幅広い。他にオニグルミ、モモが

出上した。

5号堀跡

遺構 (第30'31図、写真図版43～45)

南区中央の62～64区 に位置する。本遺構は花泉町教委調査で 1-1号溝・溝①として検出された遺

構である (花泉町教委 2005)。 遺構は I層除去後のⅣ層上面で 2～ 5号堀跡が並列するオリーブ黒

色の帯状プランとして検出した。検出時は 2～ 4号堀跡に並列する箇所と6号堀跡と並行する箇所は

別遺構と捉えていたが、後にL字屈曲するものと確認された。

規模は長さ144m以上、開口部幅25～3.Om以上、底部幅10～ 1.36m以上、深さは567～ 94.8cmで南

側が浅い。断面形はU字状と考えられる。底面レベルは北端 。中央21.69m、 南端2176mと ほぼ平坦

である。

堆積土はセクションBか ら計 8層確認されている。断面は 6号堀跡と共通であり、 4～ 12層が本遺

構に関わる層位である。 4層灰色砂、 5層暗オリーブ灰色砂質上、 6層オリーブ黒色粘土、 7層灰色

粘土、 8～ 11層暗緑灰色粘土、12層暗緑灰色細砂の地山である。 4～ 6層は 6号堀跡 1・ 2層などと

共通し、人為的な一括堆積土と考えられる。 5・ 6層 と7層の間には伐採 した木枝や籾殻を敷き詰め

た痕跡が認められた。 7～ 11層はラミナが観察される水成堆積層となり、堆積土の上半と下半で堆積

に違いがある。

南端の L字状に東へ屈曲する直前に 1号柵状遺構が構築されている。詳細は譲るが本遺構底面に設

置されていることから見ても同時期の遺構である。

遺物 (第 59・ 60図、写真図版71・ 72)

404は土師器甕である。405は志野産陶器の皿である。16世紀後半～17世紀初頭。406は 中国産陶器

の青磁碗である。13世紀中葉～14世紀前半。407も 中国産と思われる青磁折縁皿片。13世紀中葉～14

世紀前半。408は挽物の漆器椀。外面に木葉の模様が施される。クリ材。409。 410は籠物の桶側板⑤

樹種はスギ材。411は編物の籠か。 2本越え2本潜 り2本送りを基本とする。412はマツ属複維管束亜

属の加工板。413～418は加工杭。いずれも九太材で、413は クリ、415。 416は コナラ属コナラ亜属コ

ナラ節である。先端を鉛筆状に尖らせている。419は シカ肩甲骨。他にオニグルミ、モモ、ツノハシ

バミが出上した。

6号堀跡

遺構 (第 30。 31図、写真図版43・ 44)

南区中央の61～64区 に位置する。 I層除去後のⅣ層上面で南北方向へ直線的に廷びる灰色の帯状プ
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ランとして検出した。

規模は長さ20.3m、 開口部幅2.28～ 3.34m、 底部幅72～■8cm、 深さは86.5～ 114.4cmで南端が最も浅い。

断面形はU字状である。底面レベルは北端21.65m、 中央21.17m、 南端21.15mと 北から南に向かって

緩 く傾斜 している。

堆積土はセクションAか ら計 6層、セクションBから計 4層が確認されている。セクションAは 6

層暗緑灰色粘上、 7層暗オリーブ灰色砂質粘土、 8・ 9層暗オリーブ灰色粘土、10層暗緑灰色粘土、

11層暗オリーブ灰色粘土の地山である。セクションBは 1層灰色砂とオリーブ黒色粘上の混合、 2層

暗オリーブ灰色砂質土と粘土の混合、 3層オリーブ黒色粘土、11層暗オリーブ灰色粘土 。12層暗緑灰

色細砂の地山である。セクションA・ 6層 とセクションB。 1、 2層は一括堆積上で、大半を自然堆

積で埋没した状態に人為的な一括土を埋めて整地した層位である。この状況は 5号堀跡にも窺われ、

4～ 6層が本遺構一括堆積土と同様でこれより下位が自然堆積層である。 5'6層 と7層の間には伐
採 した木枝や籾殻を敷き詰めた痕跡が認められた。色調・土質ともに似ることから、両遺構は同時期

に埋め戻されたと考えられる。セクションA・ 7～ 10層 とセクションB・ 7～ 11層 は水成堆積による

自然堆積層である。

5号堀跡と同様に南端のL字状に東へ屈曲する直前に 1号柵状遺構が構築されている。詳細は譲る

が本遺構底面に設置されていることから見ても同時期の遺構である。

遺物 (第 60～62図、写真図版72・ 73)

421は古瀬戸と思われる灰釉の陶器花瓶。中世前半 (15世紀 )。 422は瓦質土器の火鉢 (手久り)。 中

世。423は 中国産陶器の青磁香炉片。同じく中世。424・ 425は挽物の漆器椀。いずれもブナ属。4261よ

曲物の底板。スギ材。427はスギ材の箆。全面を面取りして丁寧に成形している。428は タケ製の不明

製品。端部を面取りして丁寧に加工 している。429～ 439は加工板。432は ヒノキ属類似種、433'438

クリ、435コ ナラ属コナラ亜属コナラ節、その他はスギ。440～452は加工杭。452は割材、その他は九

太材である。樹種は、440。 446・ 448。 450～452は コナラ属コナラ亜属コナラ節、442・ 445・ 449は ク

リ。453・ 454は鉄釘である。454は鑑の可能性もある。455は鹿角製の刺突具である。先端付近を削り、

尖らせている。456は シカ中手骨もしくは中足骨、4571よシカ腫骨、458は シカ頭骨である。同一個体

と思われる。他にオニグルミ、モモ、 トチノキ、ツノハンバミ、ヒシ、クロマツの種実が出土した。

7号堀跡

遺構 (第 30図、写真図版45)

南区中央の60～61区に位置する。 I層除去後のⅣ層上面で北東一南西方向へ直線的に延びる灰色プ

ランとして検出した。検出段階では 6号堀跡の一部と捉えていたが、精査が進むにつれて別遺構とな

ることが分かつた。遺構の存在はセクションAか ら認められた。

規模は長さ3.Om以上、開口部幅1,14～3.30m、 底部幅130～ 1.90m、 深さは108cm(浸食部分まで)、

断面形は鋼底状と思われる。

堆積土はセクションAか ら計 6層確認されている。 1層灰色砂質上、 2層暗緑灰色粘土を一括して

含む灰色砂質上、 3層オリーブ黒色砂 と灰色粘上の互層、 4層暗オリーブ灰色粘土、 5層浸食層の暗

オリーブ灰色砂質粘土、11層暗オリーブ灰色粘上の地山である。 1～ 4層は水成堆積による自然堆積

層、 5層は溝使用時に多量の水で浸食された層と思われる。遺物なし。
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(7)溝 跡

5号清跡

遺構 (第30'31図、写真図版46)

南区中央の60C・ D区に位置する。 I層除去後のⅣ層上面でほぼ東西方向に走るオリーブ黒色の帯

状プランとして検出した。

規模は長さ5.4m以 上、開口部幅54～ 88cm、 底́部幅36～ 56cm、 深さ7.7～ 15.8cmで、凹凸はあるがほ

ぼ平坦である。底面レベルは西端22.16m、 中央22.24m、 東端22.20mである。

堆積土はセクションGか らオリーブ黒色粘上の単層で形成され、水成堆積による自然堆積層であ

る。検出位置から門跡など出入口に関わる遺構の一部とも考えられるが、不明である。遺物なし。

6'7号 溝跡
遺構 (第 27・ 28図、写真図版46・ 47)

南区中央南の68～ 70区に位置する。本遺構は花泉町教委調査で 3号落ち込みとして検出された遺構

である (花泉町教委 2005)。 町調査では平安時代の須恵器甕が出土している。 I層表土を除去後の

Ⅳ層上面でオリーブ黒色の帯状プランと灰オリーブ色の調査区内で途切れる帯状プランとして検出し

た。灰オリーブ色は本遺構、オリーブ黒色は2号水田跡である。精査は本遺構を先行して作業し、終

了後に重複する2号水田跡の精査を行った。精査はまず両遺構の堆積状況確認のためセクションAの

位置に上幅約1.4mの トレンチを設定した。

断面観察から本遺構が 2号水田跡より新期であることを確認した。また、検出段階では 1遺構と捉

えていたが、断面形状を確認すると2～ 3条の溝で構成されていることが分かった。本遺構に関係す

る層位は 1～ 9層、15。 16層の計11層である。

構造は外周する6号滞跡とその内側の 7号溝跡の 2条で 1遺構を成すものと考えられる。 6号溝跡

は7号溝跡を巡るように造られており、両溝跡を区切る部分は外壁よりも低 くなっている。

規模は全体の長さが13.lm以上、開口部幅6.1～ 6.6m、 底部幅5.3～57mである。 6号溝跡は長さ

131m以上、開口部幅0.95～2.08m、 底部幅0.3～ 1.3m、 深さ619～ 71 lcmである。 7号溝跡は長さ11.2

m以上、開口部幅1,96～ 3.25m、 底部幅04～ 2.2m、 深さ40.2～ 52.4cmで ある。底面レベルは 6号溝跡

がU字頂部で21.57m、 北側の西端21.55m、 南側の西端21.57mと 平坦、7号溝跡が東端2157m、 中央

21.52m、 西端2154mと こちらもほぼ平坦である。深さは外壁上端と内壁上端のレベル差により違い

がある。

堆積土は計 9層、地山が計 2層で構成される。 1層灰オリーブ色粘上、2・ 4層オリーブ黒色粘土、

3・ 6層暗オリーブ灰色粘上、 5層灰色粘土、 7層 To aテ フラブロックを混入する暗緑灰色粘土、 8

層オリーブ黒色上、 9層黒色粘上、15層灰色砂、16層緑灰色粗砂である。各溝跡の堆積土は 1・ 2層

が共通しており、自然堆積層である。 3・ 4層は6号溝跡、 5～ 7層は 7号溝跡に認められ、 4・ 7

層は溝使用時からの堆積上であり、その他は水成堆積と考えられる。15'16層 は地山であるが、遺構

自体は2号水田跡を切って形成されている。堆積土から見ても6,7号 溝跡とも同時存在していたと
考えられる。

遺物 (第60,61図、写真図版79)

6号溝跡から459中 国産磁器の染付皿。ほぼ完形で、16世紀後半と思われる。460・ 461は蓋板か。

樹種は460ア スナロ、461ク リ。462はスギ材の加工板。463はエゴノキ属の心持材を用いた加工材。中
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Ⅳ 検出した遺構と遺物

央に紐を結んだ痕跡がある。464は九太材の加工杭、465は加工材。他にオニグルミ、モモ、クロマツ

の種実が出土した。 7号溝跡から466差歯下駄。樹種はモクレン属、 C14年代測定では1,455～ 1,635年

の年代観が得られている (V-1参照)。 467～ 4691よ加工板。467は アスナロ、468は ヒノキ属、469
はクリ。467に打ち込まれていた木釘はイネ科タケ亜科である。470～473は九太材の加工杭、474・

475は九太材・心持材の加工材。樹種はクリ。

(8)河 サ|1跡

5号河川跡

遺構 (第 34図、写真図版48)

南区南の71～ 73区の範囲に位置する。本遺構は花泉町教委調査で 3号落ち込みとして検出された遺

構である (花泉町教委 2005)。 I層表土を除去後のⅣ層上面でオリーブ黒色の帯状プランとして検

出した。精査はセクションAの位置に幅約15mのサブトレンチを設定し、掘削した。これから約70

cmで河床面に達することを確認した。 トレンチ断面の堆積土確認と遺物出土量から、精査は検出範囲
とセクションA断面の記録のみに留めた。

規模は長さ15。 lm以上、開口部幅4.7～ 5.Om、 底部幅はセクションAか ら10.3m程度、深さはセクショ

ンAか ら73cmである。

堆積土はセクションAか ら計 5層に細分される。 1～ 3層オリーブ黒色粘上、 4層暗オリーブ色粘

土と砂のラミナ、5層緑灰色砂の地山となり、堆積土はすべて水成堆積が認められる。また、セクショ

ンA北側の河床面には水流によって巻き上げられた痕跡が確認される。遺物なし。

6号河川跡

遺構 (第 9・ 34図、写真図版49)

南区南端の77～ 86区の範囲に位置する。 I層表上を除去後のⅣ層上面で黒色の帯状プランとして検

出した。精査はセクションAの位置に幅約1.5mのサブトレンチを設定し、掘削した。これから約70

cmで河床面に達することを確認した。 トレンチ断面の堆積土確認と遺物出土量から、精査は検出範囲
とセクションA断面の記録のみに留めた。

規模は長さ18.5m以上、開田部幅17.5m、 底部幅は26m以上、深さはセクションAか ら70cmである。

堆積土はセクションBから計 5層に細分される。 l層黒色粘上、 2層オリーブ灰色砂質粘上、 3層

灰白色To―aテ フラ堆積層、 4層灰色砂質粘土、 5層灰色細砂の地山である。

遺物 (第 62図、写真図版79)

476は土師器甕である。他にモモ・オニグルミの種実が出土した。

(9)南区遺構外出土遺物 (第62図、写真図版79)

477はアスナロ材の蓋板。中央に直径 l cmの孔。
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第35図 北区 。1号竪穴住居跡 (1)出土遺物



Ⅳ 検出した遺構と遺物
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第36図 北区 。1号竪穴住居跡 (2)、 1号河川跡 (1) 出土遺物
―-65-一



一-99-―



Ⅳ 検出した遺構と遺物
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第38図 北区 ,1号河川跡 (3)出土遺物
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第39図 北区 。1号河川跡 (4)出土遺物
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Ⅳ 検出した遺構と遺物

第42図 北区 。1号河川跡 (7)出土遺物
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第43図 北区・ 1号河川跡 (8)出土遺物



Ⅳ 検出した遺構と遺物
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第44図 北区 。1号河川跡 (9)出土遺物
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第45図 北区 。1号河川跡 (10)出土遺物
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Ⅳ 検出した遺構と遺物

第46図 北区 。1号河川跡 (11)出土遺物
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第47図 北区 。1号河川跡 (12)出 土遺物



Ⅳ 検出した遺構と遺物
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第51図 中央区 。3号河川跡 (2)、 4号河川跡、中央区遺構外、南区 。2号竪穴住居跡出土遺物
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Ⅳ 検出した遺構と遺物
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Ⅳ 検出した遺構と遺物
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第56図  南区 。1号堀1跡 (3)出土遺物



―-86-―

第57図 南区 。1号堀跡 (4)出土遺物
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第59図 南区 。3号堀跡 (2)、 4・ 5号堀跡 (1)出土遺物



Ⅳ 検出した遺構と遺物
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V 自然科学的分析

1 放射性炭素年代浪I定

(株)加速器分析研究所

(1)測 定対 象 試 料

中村城跡は、岩手県一関市花泉町老松字寺田320ほか (北緯38° 50′ 14〃、東経141° 11′ 09〃 )に所在

する。測定対象試料は、 2号堀跡の下位砂層から出上した漆器椀 (385:IAAA-82379)、 7号溝跡の

堆積土上位粘土層から出土した下駄 (466:IAAA-82380)、 2号橋跡の橋脚部材の柱の外側 (311:

IAAA-82381)、 2号河川跡の側壁土留め転用材の柱 (221:IAAA-82382)、 1号柵状遺構の部材の7

箇所 (299①～⑦ :IAAA-82383～ 82385、 82768～ 82771)、 1号堀跡の底面から出土した木炭 (登録
5014:IAAA-82386)、 2号橋跡の橋脚部材の柱の外側 (314:IAAA-82772)、 1号柵状遺構の部材 (286:

IAAA-82773)、 3号堀跡の堆積土上～中位から出上した木炭 (396:IAAA-82774)、 合計15点である。

(2)測 定 の 意 義

遺構・遺物の年代を明らかにする。 2号堀跡と7号溝跡からは中世以降の遺物が出土した。また、

2号河川跡から平安時代から近世の遺物が出上している。1号堀跡では堆積土上位から廷文 5年 (1360

年)の銘がある板碑が出土した。その他の出土遺物は13～ 14世紀のものである。

(3)化 学処 理 工程

〔1〕 メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

〔2〕 酸処理、アルカリ処理、酸処理 (AAA:Acid Alkali Acid)に より内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になる

まで希釈する。アルカリ処理ではlNの水酸化ナトリウム水溶液 (80℃ )を用いて数時間処理

する。なお、AAA処理において、アルカリ濃度が lN未満の場合、表中にAaAと記載する。
その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を用いて数

時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離

機を使用する。

〔3〕 試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃ で30分、850℃ で2時間加熟する。

〔4〕 液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化戊素 (C02)を

精製する。

〔5〕 精製した二酸化炭素から鉄を触媒としてλ素のみを抽出 (水素で還元)し、グラフアイトを作

製する。

〔6〕 グラフアイトを内径 lmmの カソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

(4)測 定 方 法

測定機器は、3MVタ ンデム加速器をベースとした14c_大Ms専用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を
使用する。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸 (HOxI)を 標準試料とする。
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V 自然科学的分析

この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

(5)算 出 方 法

〔1〕 年代値の算出には、Libbyの半減期 (5568年 )を使用する (Stuiver and Polash 1977)。

〔2〕
HC年
代 (Libby Age:yrBP)イ よ、過去の大気中

MC濃
度が一定であったと仮定して測定され、

1950年 を基準年 (OyrBP)と して遡る年代である。この値は、δ ttCに よって補正された値で

ある。
HC年
代と誤差は、1桁 目を四捨五入して10年単位で表示される。また、

14c年
代の誤差 (±

lσ )は、試料のHC年代がその誤差範囲に入る確率が68.2%で あることを意味する。

〔3〕 δ
13cは
、試料災素の

13c濃
度 (HC/12c)を測定し、基準試料からのずれを示した値である。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。)で表される。測定には質量分析計あ
るいは加速器を用いる。加速器により

博C/2Cを測定した場合には表中に (AMS)と 注記する。

〔4〕 pMC(percent Modern Carbon)イよ、標準現代炭素に対する試料炭素の
14c濃
度の割合である。

〔5〕 暦年較正年代とは、年代が既知の試料の
И
C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過

去の
ИC濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、

14c年
代に対応

する較正曲線上の暦年代範囲であり、1標準偏差 (lσ =682%)あ るいは2標準偏差 (2σ =
95,40/0)で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない

ИC年

代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。ま

た、プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバー

ジョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCa104データベース(Reimer

et a1 2004)を 用い、OxCalv4.0較 正プログラム (Bronk Ramsey 1995 Bronk Ramsey 2001

Bronk Ramsey,van der Plicht alad Weninger 2001)を使用した。

(6)測 定 結 果

14c年
代は、 2号堀跡の漆器椀が670± 30yrBP、 7号溝跡の下駄が350± 30yrBPである。 2号堀跡と

7号溝跡からは中世以降の遺物が出土しており、時間幅のある遺物が含まれるが、測定試料の漆器椀

と下駄も同じ時期幅の中に含まれる。

1号堀跡では、2号橋跡の橋脚部材の柱が530± 30yrBP、 底面から出上した木炭が1350± 30yrBP、

2号橋跡の橋脚部材の柱の外狽1が490± 30yrBPであった。1号堀跡では堆積土上位から廷文 5年 (1860

年)の銘がある板碑が出土した。その他の出土遺物は13～ 14世紀のものである。橋脚部材の柱外側の

暦年較正年代 (lσ )は 1417～ 1440ADであり、1号堀跡に堆積する遺物よりも若い年代を示している。

1号堀跡の存続期間が推定される。

2号河川跡では、側壁土留め転用材の柱が200± 30yrBPである。暦年較正年代 (lσ )か ら判断す
れば、近世以降の所産と考えられる。 2号河川跡から平安時代から近世の遺物が出土する点にも整合

的である。

1号柵状遺構の部材は、650± 30yrBP(299① :年輪中央)、 640± 30yrBP(299④ :内側から10年

輪付近)、 590± 30yrBP(299⑤ :内側から20年輪付近)、 540± 30yrBP(299② :内側から30年輪付近)、

540± 30yrBP(299⑥ :内側から40年輪付近)、 490± 30yrBP(299⑦  i内側から50年輪付近)、 500±

30yrBP(299③ :最外年輪の52年輪目)である。それらの
14c年
代と年輪数の関係をグラフに示したが(図

1)、反比例の直線にならず、年輪数に比べて芯部 (0年輪)や 10年輪目が約100年古いHC年代となる。

参考までに当該期のIntca104の データをみると (図 2)、 1430calADか ら1380calAD付近にかけての部
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1 放射性炭素年代測定

分に対応すると推察される。仮に、当地域
。当該期の

HC濃
度変化がIntca104データベースと同様であ

るとすれば、樹木の枯死・伐採年代は、およそ1420～ 1430calADと 推定される。本来であれば年輪年

代を確定する方が先決であり、それによって当地域の
μC年代と暦年代の関係を探る基礎資料となる。

一方で、同一試料の異なる年輪を複数波1定する利点もある。本試料の芯部の年代を例にすると、2つ

のピークをもつ暦年較正年代の中でグラフ右側の年代範囲 (1360～ 1387calAD)に相当する可能性が

高いことを、クロスチェックによつて絞 り込むことができる。

3号堀跡から出土した木炭は370± 30yrBPである。暦年較正年代 (lσ )は 、1455～ 1519AD(48,70/0)・

1593～ 1619AD(19.50/0)で ある。すべての試料の炭素含有率は500/O前後であり、化学処理および測

定内容に問題が無 く、妥当な年代であることを裏付ける。

表 1 14c年代測定結果 [#2650'2733]

表 2 暦年較正年代とδ13c補正なし年代 [参考値 ]

測定番号 試料名 採取場所
試料

形態

処理

方法

δ
13c (%。

)

(AMS)

δおC補正あり

LIbby Age(yrBP) p臣IC (%)

IFLAA-82379 385 2号堀跡下位砂層 漆器椀 AAA ‐2542■ 075 670± 30 9195± 036

IAAA 82380 466 7号溝跡堆積土上位粘土層 下 駄 AAA -2690± 077 350± 30 9572± 036

いLAA-82381 2号橋跡椅脚部材 木片 AAA ‐2656± 085 530■ 30 9367± 037

FLAA-82382 2号河川跡狽1壁土留め転用材 木片 AAA -2553± 076 200± 30 9755■ 036

AAA 82383 299(D 1号柵状遺構部材 木片 AAA -2795± 062 650± 30 9218± 035

AAA 82384 299短) 1号柵状遺構部材 木片 AAA -2472■ 075 540■ 30 9354± 036

AAA-82385 299() 1号柵状遺構部材 木片 AAA -2706± 056 500± 30 9392■ 033

IAAA-82386 垂とOR5014 1号堀跡底面 木片 AAA -2749± 074 1.350± 30 8452± 033

IAAA 82768 299④ 1号柵状遺構部材 木 片 AAA -2648■ 048 640■ 30 9236± 034

IAAA 82769 299() 1号柵状遺構部材 木片 AAA -2650■ 043 590± 30 9289± 031

IAAA-82770 299() 1号柵状遺構部材 木片 AAA -2611± 058 540± 30 9353■ 032

IAAッ -ヽ82771 299(D 1号柵状遺構部材 木片 AAA -2644■ 033 490■ 30 9406± 032

IpLAA-82772 314 2号橋跡橋脚部材 木片 AAA -2736± 054 490± 30 9406± 034

IFLAA-82773 286 1号柵状遺構部材 木片 AAA -2822± 055 640± 30 9234± 036

Ir【 AA-82774 3号堀跡堆積土上～中位 木片 AAA -2782± 059 370± 30 9551■ 035

測定番号
δ
13c補
正なし 暦年較正用

(yrBP)
lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

Age (yrBP) (%)pいッIC

IAAA-82379 680± 30 9187■ 033 十
一

1280AD-1304AD(407%)

1365AD-1384AD(275%)

1271AD-1320AD(550%)

1350AD‐ 1391AD(404%)

IAAA-82380 380± 30 9535± 033 351± 30
1479AD-1523AD(3030/O)

1572AD-1630AD(379%)
1455AD-1635AD(954%)

IAAA‐ 82381 550± 30 9337± 033 525■ 31 1400AD-1435AD(682%)
320AD‐ 1350AD(162%)

391AD‐ 1443AD(792%)

IAAA-82382 210± 30 9745± 033 199± 29

1661AD‐ 1681AD

1764AD-1801AD

1939AD-1952AD

187%)

353%)

142%)

647AD-1688AD(249%)

730AD‐ 1810AD(520%)

926AD-1955AD(185%)

Iい、AA-82383 700± 30 9163± 033 653± 30
1287AD-1310AD

1360AD-1387AD

308%)

374%)

279AD-1325AD(446%)

345AD-1394AD(508%)

IAAA‐82384 530± 30 9359■ 033 536■ 30
1329AD-1340AD

1396AD-1430AD

108%)

574%)

318AD-1353AD((253%)

390AD-1439AD(701%)
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V 自然科学的分析

測定番号
δ BC補正なし 暦年較正用

(yrBP)
lσ 暦年代範囲 2σ暦年代範囲

Age (yrBP) pMC (%)

IAAA-82385 540■ 30 9352± 031 503■ 28 1414AD-1436AD(682%) 1399AD-1447AD 954%)

IAAA 82386 1,390± 30 8409± 030 1,350■ 31 649AD- 681AD(682%)
635AD- 716AD

743AD- 769AD

869%)

85%)

IAAA-82768 660± 30 9208± 033 638± 29
1293AD

1355AD

316AD(272%)

388AD(410%)

1284AD

1340AD

329AD

396AD

407%)

547%)

IAAA 82769 620■ 30 9260± 030 592± 27
1315AD

1389AD

356AD(535%)

400AD(147%)

1299AD

1380AD

370AD

412AD

693%)

261%)

IAAA-82770 560± 30 9331=030 537± 27
1330AD―

1397AD―

339AD(90%)

429AD(592%)

1320AD

1391AD

350AD

437AD

230%)

724%)

IAAA-82771 520■ 30 9378■ 031 491■ 27 1417AD-1440AD(682%) 1408AD‐ 447AD 954%)

IAAA-32772 530± 30 9361± 032 491± 28 1417AD 440AD(682%) 1406AD― 449AD 954%)

IAAッ
～
-82773 690± 30 9■73± 034 640± 31

1292AD

1355AD

316AD(278%)

389AD(404%)

1283AD-1330AD

1340AD-1397AD

413%)

541%)

IAAA-82774 420± 30 9496■ 033 369± 29
1455AD

1593AD

519AD(487%)

619AD(195%)

1448AD-1527AD

1555AD-1633AD

550%)

404%)
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(Reimer,P.」 .et al.2004に カロ筆)
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1 放射性炭素年代測定
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V 自然科学的分析

2 花粉・植物珪酸体分析―中村城跡の平安時代頃の植生と生業一

吉川昌伸 (古代の森研究舎)

(1)は じ め に

中村城跡は、岩手県南部の一関市花泉町に位置し、金流川左岸の河岸段丘の微高地にある。調査区

内には、北東側の丘陵から金流川に流入する旧河道が多く検出され、中央区北部からは平安時代の水

田跡も検出されている。この水田跡は畦畔とみられる微高地により4区画に区分され、最も広い区画

は10× 10m以上ある。水田跡には足跡とみられる凹みが十和田aテ フラにより覆われる。ここでは低

地における水田稲作の検討と、周辺の植生や生業を復元することを目的に花粉化石群と植物珪酸体の

調査を行った。

(2)試 料 と 方 法

調査は、中央区北部から検出された 1号水田跡 (水田2)の 2地点 (A,B)と 、南区北部の 2号

水田跡 (C地点)の 3地点で行った。分析試料採取地点の地質柱状図を図 1に、試料のリス トと分析

項目を表1に示す。

1号水田跡と2号水田跡内堆積物は、十和田aテ フラ (以下To― aと 表記)の下位は大きくは 2層に

区分され、下位より灰色粗～極粗粒砂、暗オリーブ灰色砂質シルトとオリーブ灰色ないし暗オリーブ

灰色シルト質細粒砂からなる。To―aの上位は、 1号水田跡では植物遺体の薄層を多く含むオリーブ灰

色シルト、 2号水田跡は褐灰色砂質シルトと黒色有機質シルトからなる。なお、各地点のセクション

図や堆積物の詳細な記載については考古の関係する章を参照されたい。

a)花粉分析

花粉化石群の調査は、 1号水田跡のAと B地点、 2号水田跡のC地点の 3地点から採取 した11試料

である。Aと B地点は約6.5m、 それらとC地点とは約20m離れる。花粉化石の抽出は、試料約2-3gを秤

量し体積を測定後に100/OKOH(湯 煎約15分 )、 傾斜法により粗粒砂を取 り除き、48%HF(約 15分 )、
重液分離 (比重2.15の臭化亜鉛 )、 アセ トリ

シス処理 (濃硫酸 1:無水酢酸 9の混液で 智と
湯煎 5分)の順に処理を行った。プレパラー

ト作製は、残澄を適量に希釈 しタッチミキ

サーで十分撹拌後、マイクロピペットで取り
225-

重量を測定 (感量01mg)し グリセリンで封

入した。また、堆積物の性質を調べるために、

有機物量、泥分 (シ ル ト以下の細粒成分 )、

砂分量、及び生業の指標となる微粒戊量につ  220-

いて調査 した。有機物量については強熱減量

を測定した。強熱減量は、電気マッフル炉に

より750℃ で 3時間強熟 し、強熟による減量  215-

を乾燥重量百分率で算出した。微粒え量は、

デジタルカメラでプレパラー トの顕微鏡画像   図1 中村城跡の地質柱状図と分析試料採取層準

1号水田跡 A 1号水田跡 B

Al     l

2

里 _IO a_Ξ

A3     4

A4      9a

A5
9b

EEE表土区夙有機質シルト匠コシルト

□ 砂質シルト[Ⅲロンルト質砂[・ ]砂
匡∃ 植物遺体ラミナ 匡∃ 十和田aテフラ

ロ 分析試料採取層準
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2 花粉・植物珪酸体分析―中村城跡の平安時代頃の植生と生業一

表 刊 分析試料の堆積物の特性 (重量°/。、P:花粉分析、PI:植物珪酸体分析 )を取り込み、画像解析

ソフ トのImage」で微

粒炭の積算面積を測定

した。

b)植物珪酸体分析

植物珪酸体分析は、

1号水田跡のAと B、

2号水田跡のCの 3地

点から採取した 9試料

である。植物珪酸体化

石の抽出は、試料約 1

試料  層位 唯積物の特徴 砂 泥 務蛎
析

目

分

項

1号水田跡  Al

(A地点)  A2

A3

A4

A5

01   879

44   813

482    449

606   337

307    604

120     P

143    P

69    P,PI

57    P,PI

89    P

2

2

9a

9b

10

オリーブ灰色シル ト (植物遺体層状に堆積 )

オリーブ灰色シル ト (軽石混 じる)

暗オリーブ灰色シル ト質細粒砂ないし砂質シル ト

暗オリーブ灰色シル ト質細粒砂

灰色細粒砂質シル ト (本材含む)

l号水田跡  B2

(B地点)   B3

B4

B5

9a  オリーブ灰色シル ト質細粒砂

9a  フオリーブ灰色シル ト質細粒砂

9b  オリーブ灰色シル ト質細粒砂

9b  暗オリーブ灰色細粒～極細粒砂質シル ト

365     63    P,P〕

421     69      P〕

401     68    P,P〕

57 7    79    P PI

572

510

531

344

2号水田跡  Cl

(C地 点)  C2

C3

269    643

432    492

317   594

88    P,P]

76    P,PI

89    P,PI

14  褐灰色細粒砂質シル ト

と4  暗オリーブ灰色細粒砂質シル ト

14  暗オリーブ灰色細～極細粒砂質シル ト

gを トールビーカーにとり、過酸化水素水、 6N塩酸、超音波処理の順に処理し、沈底法により10μ

m以下の粒子を除去した。傾斜法により粗粒な粒子を除いた残澄を遠心管に移し、十分攪拌後マイク
ロピペットで取 リカバーガラスに展開して乾燥させ、マウントメディアで封入してプレパラートを作

製した。検鏡は1000倍の光学顕微鏡を使用して、主にイネ科機動細胞起源とイネ科短細胞起源珪酸体

の同定・計数を行った。植物圭酸体の分類は近藤・佐瀬 (1986)に基づき、タケ亜科植物機動細胞珪

酸体は杉山・藤原 (1986)、 タケ亜科植物短細胞珪酸体は近藤 。大滝 (1992)に よる。

(3)結 果

a.花粉化石群

分析試料の堆積物の特性を表 1に示す。 1号水田跡の2層のAlと A2を 除いては無機物が多い堆
積物からなり、細粒～極細粒砂とシルト以下の細粒成分を主とする。貪1と A2は主にシルト以下の

細粒成分を主とし有機物量を12-140/0と他試料より多く含まれる。

出現した分類群のリストとその個数を表 2に、主要花粉分布図を図2に示す。出現率は、樹木は樹

木花粉数、草本胞子は花粉胞子数を基数として百分率で算出した。図表中で複数の分類群をハイフン

で結んだのは、分類群間の区別が明確でないものである。また、図版に示したAFR,MY番号は単体

標本の番号を示し、これら標本は古代の森研究舎に保管してある。

3地点の主要樹木花粉の層位的出現傾向に基づき、下位よりNs― I、 工、Ⅲの3つの花粉化石群帯

を設定する。

Ns― I(B5、 C3)で は、著しい優先を示す分類群はなく、コナラ亜属とハンノキ属、クリ属が比
較的高率に出現し、ブナやケヤキ属、針葉樹のスギを伴う。B5ではトネリコ属が少量出現する。草
本はB5では稀であるが、C3では抽水植物のミズアオイ属やオモダカ属と、クワ科やヨモギ属を伴う。
またC3ではイネ科(イ ネ属型)が少量検出される。

Ns―工 (A3-A5、 B2-B3、 Cl― C2)ではクリ属が増加して優占し、Aと B地点で約29%、 C
地点では49-540/0と 高卒に占める。また、ハンノキ属は減少して低率になる。草本では抽水植物のミ

ズアオイ属やオモダカ属などが産出し、イネ科 (イ ネ属型)を少量伴う。ミズアオイ属はA地点では

比較的多く占める。他に、クワ科が比較的多く産出し、To―aの上位であるClではカヤッリグサ科が

比較的高率に産出し、イネ科 (イ ネ属型)やハス属を伴う。
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表 2 1号水田跡と2号水田跡より産出した花粉化石の一覧表

モミ属
ツガ属
トウヒ属
マツ属単維管束亜属
マツ属複維管束亜属
マツ属 (不明 )
コウヤマキ属
スギ
イチイ科 ―ヒノキ科 ―イメガヤ科
ヒノキ型
ヤナギ属
サワグルミ属
クルミ属
イヌシデ
クマシデ属 ―アサダ属
ハシバミ属
カバノキ属
ハンノキ属
ブナ
イヌブナ
ヨナラ属ヨナラ亜属
ヨナラ属アカガシ亜属
クリ属
シイノキ属
エレ属
ケヤキ属
エノキ属 ―ムクノキ属
カツラ属
コクサギ属
キハダ属
ヤマウルシ類
モチノキ属
ニシキギ属
ミツバウツギ属
カエデ属
トチノキ属
クロウメモ ドキ科
ブ ドウ属
マタタビ属
ウコギ科
ミズキ属
ツツジ科
トネリコ属
ニワ トコ属
ガマズミ属
草 本
ガマ属
とルムシロ属
サジオモダカ属
オモダカ属
スプタ属
イネ科 (イ ネ属型 )
イネ科 (野生型 )
カヤツリグサ科
ホシクサ属
ツユクサ属
イボクサ属
ミズアオイ属
クワ科
クワ科イ ラクサ科
イヌタデ属
アカザ科
アカザ科‐ヒユ科
ナデシヨ科
ハス属
カラマツツウ属
他のキンポウfrI・
アプラナ科
ユキノシタ科
バラ科
マメ科
ツリフネソウ属
セリ科
シソ科
オオバヨ属
ヤエムグラ属―アカネ属
ヨモギ属
他のキク亜科
タンポポ
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2 花粉・植物珪酸体分析―中村城跡の平安時代頃の植生と生業一

樹 木 花 粉 車本花粉

図 2 中村城跡の刊号水田跡 と2号水田跡の主要花粉分布図
(出現率は樹木は樹木花粉数、草本・胞子は花粉胞子数を基数として百分率で算出した)

Ns―Ⅲ (Al―A2)で は、クリ属は減少し上部のAlでは低率になる。逆にコナラ亜属やクマシデ属
―アサダ属、ブナが増加するが、産出する分類群数は少なく樹木花粉の比率も34%と それほど高くな

い。草本ではカヤツリグサ科やイネ科 (イ ネ属型)が比較的高率に産出し、ミズアオイ属やサジオモ

ダカ属などを僅かに伴う。また、A2に は彩しい微粒炭が含まれていた。

b 植物珪酸体化石群

検出した植物珪酸体の分類群のリストとその個数を表 3に、植物珪酸体分布図を図 3に示す。

l号水田跡のAと B地点は概ね同様な産出傾向を示し、機動細胞起源はタケ亜科クマザサ属型とネ

ザサ節型、他のタケ亜科、ウンクサ族などからなり、B5のみでヨシ属が検出された。短糸田胞起源では、

全般にタケ亜科タケ類型が多く出現し、イチゴツナギ亜科とキビ型、ヨシ属などが検出される。イネ

の機動細胞起源は、A地点のA4(1370粒 /g)と A3(1560粒 /g)、 B地点のB4(1220粒/g)と B3(1600

粒/g)、 B2(1390粒/g)で少量検出されるが、B地点最下部のB5か らは検出されない。また、イネ

表3 植物珪酸体分析結果一覧表 (単位は1000個 /g)
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V 自然科学的分析

機動細胞珪酸体 短細胞珪酸体
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図3 中村城跡の1号水田跡と2号水田跡の植物珪酸体分布図

の機動細胞が検出される試料からは短細胞起源のイネも検出される。 2号水田跡は、機動細胞起源は

タケ亜科クマザサ属型とネザサ節型、他のタケ亜科、ウシクサ族などと、To_aよ り下位でキビ族やヨ

シ属が検出された。短細胞起源では、A地点と同様にタケ亜科タケ類型が多く出現し、次いでキビ型、

イチゴツナギ亜科、タケ亜科ササ類型やなどが検出され、To aよ り下位でヨシ属が比較的多く検出さ

れる。イネの機動細胞起源はToaの上位層のClで 1980粒 /g、 下位層のC3で 440粒/g検出されたが、

To― a直下のC2か らは検出されない。また、Clか らは短細胞起源のイネも検出されている。なお、

珪藻化石が多 く含まれ、沼沢湿地生の種が多いがClでは中～下流河川に生育するMelosira varians

が目立つ。

(4)考 察

a.周辺の古植生と生業

3地点の花粉化石群の層位的変動に基づくと、周辺の植生は下位よリクリ林とハンノキ湿地林期、

クリ林が優勢な時期、コナラ亜属とクマシデ属一アサダ属を主とする落葉広葉樹林期の 3つの植生期

に区分される。各植生期は花粉帯のNs― I、 Ⅱ、Ⅲにそれぞれ対応する。植生期の時期は、クリ林が

優勢な時期はTo― aと 考古遺物から平安時代頃と考えられるが、他は時期を特定する資料に乏しい。

クリ林とハンノキ湿地林期

この期は 1号水田跡Bの下部の 9b層 (A5)と 2号水田跡の下部の14層 (C3)が本目当する。時期
は特定できないが平安時代、あるいはそれ以前と推定される。花粉組成は、風媒花のコナラ亜属 (21

-220/O)と ハンノキ属 (17-19%)の頻度に比べ、虫媒花のクリ属 (11-180/0)の 頻度が比較的高い。

クリ属花粉は虫媒花で広域に散布しにくいためクリ林内では高率に占めるがクリ林外で急減すること

が明らかになっている (荒川ほか、2008)。 本遺跡で調査 した 2地点は約200m離れているため、クリ

花粉は複数のクリの木に由来することは明らかである。さらに、風媒花花粉の頻度がそれ程高くない

ことから、低地に隣接する微高地にクリ林が広がっていた可能性が高い。落葉広葉樹のコナラ亜属な
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2 花粉・植物珪酸体分析―中村城跡の平安時代頃の植生と生業一

どは主にクリ林の後背地の丘陵に分布 していたと推定される。一方、 2号水田跡にはミズアオイ属や

オモダカ属、イネ科やカヤツリグサ科などの抽水植物が生育 し、低地にはハンノキや トネリコ属の湿

地林 もまばらに生えていたと推定される。また、 2号水田跡の周辺にはカナムグラやヨモギ属などが

生育する日あた りの良い開けた環境 も広がっていたようである。

クリ林が優勢な時期

この期は 1号水田跡のTo― aの下位の 9aと 9b層 と、 2号水田跡のTo― aの上位の12と 下位の14層が

相当し、 9世紀後半から10世紀前半頃と推定される。周辺の低地ではハンノキ湿地林が縮小し、低地

の後背地の微高地を中心にクリ林が拡大したと推定される。旧河道ではクリ属花粉が500/O前後と高率

に出現するため調査地点の低地に隣接してクリ林が形成されていたといえる。また、ハンノキ湿地林

の縮小は、後述するように1号水田跡で稲作が推定されることから、低地の利用と関係すると考えら

れる。また、 1号水田跡や 2号水田跡にはイネと伴に抽水植物のミズアオイ属やオモダカ属も繁茂し

ていた。

コナラ亜属とクマシデ属一アサダ属を主とする落葉広葉樹林期

この期は 1号水田跡の 2層が相当し、10世紀以降であるが時期を特定できる資料はない。周辺の植

生は、クリ林が縮小してコナラ亜属やクマシデ属―アサダ属、ケヤキ属などの落葉広葉樹に、針葉樹

のスギを伴う植生に変化した。クリ林の縮小は少なくともTo― a降下より幾分後である。また、クリ林

が縮小する2層下部には彩しい微粒炭が含まれることから、これら微粒炭はクリ林の縮小に係る生業

と関係するかもしれない。一方で、樹木花粉の比率が低いことや、山地から飛来したと考えられるブ

ナ花粉の増加は、周辺の森林量の低下を示すと考えられる。低地では、 2層下部が堆積 した頃には穏

やかな低湿地が形成され、カヤツリグサ科やイネ科が繁茂しオモダカ属やミズアオイ属を伴っていた

が、 2層上部では水田稲作が行われていたとみられる。

b.1号水田跡と2号水田跡における水田稲作について

水田稲作は、 1号水田跡ではTo―a降下前より、 2号水田跡はTo― a降下以降に行われていた可能性

がある。つまり、 1号水田跡ではイネ機動細珪酸体はTo― a直下の 9a層 とその下位の 9b層上部から

1220～ 1600イ固/g検出され、 9b層下部や10層からは検出されない。また、イネ機動細胞珪酸体が検出

された層準からはイネ短細胞珪酸体も検出されている。イネの植物珪酸体密度が5000個/g以上の場合

は数十年間にわたって稲作が行われていた可能性があり、古墳時代以降で株刈 りの場合は3000イ回/g

程度とされている (杉山,2000)。 密度は水田稲作の継続期間や堆積物により変化するためおよその

目安でしかないが、本遣跡では密度は低いものの畦畔や足跡が認められ、堆積物が砂質で堆積速度が

速いなどの状況からは水田稲作が行われていた可能性は高いと考えられる。一方で、イネ属型の花粉

は2-40/0と 低率で植物珪酸体の密度も低いため、この地点で水田稲作が行われていた期間が短かっ

た可能性もある。

2号水田跡ではイネ機動細胞珪酸体は、To―aの上位12層 と下位の14層下部から検出され、To a直下

からは検出されない。イネ機動細胞珪酸体の密度はTo― a上位層では1980イ固/gと 幾分多いが、To一a下

位層下部では440イ回/gと 少ない。また、To― a下位層ではイネ属型花粉が少量であること、To_a直下で

はイネの機動細胞珪酸体が検出されないことや下部でも密度が低いことから上流域で水田稲作がおこ

なわれていたとみたほうが妥当であろう。To― aの上位層では、水田稲作が行われていた可能性はある

が、イネ機動細胞珪酸体の密度がそれほど高くないことや、花粉化石ではイネ属型花粉が50/0と少な

くカヤツリグサ科やイネ科 (野生型)が ,ヒ較的多いことから、この地′点で水田稲作が行われていた場

合でも継続期間が短かった可能性がある。
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V 自然科学的費転

ところで、To― aの上位層のAlではイネ科 (イ ネ属型)花粉が多量に含まれるが、足跡が認められ

たTo― aよ り下位層では低率である。また、草本では抽水植物のミズアオイ属とオモダカ属が多く産出

し、特に1号水田跡のA地点でミズアオイ属が多い。ミズアオイ属にはミズアオイとコナギがあるが、

いずれも葉を食用とし「万葉集」にはミズアオイ (古名を水葱 (な ぎ))を食用にしたことが詠われ

ている (沖 ,1996)。 足跡や畦畔の遺構とイネ機動細胞珪酸体の検出に基づけば、水田稲作が推定され

るのは妥当な結果であるが、イネ属型花粉が少ないことを重視するとイネのみでなくミズアオイ属の

栽培の可能性も検討する必要があるのかもしれない。
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図版 1 中村城跡より産出した花粉化石

■クマンデ属‐アサダ属鬱 妙励%s― Os犯燿),Cl,AFR.MY 1819,2-&ブ ナlFpg2S C″%α力),Cl,
AFR,MY 1819.4-aコ ナラ亜属(L砂寇ο肋励η盗),Cl,AFR,MY 1818 6子 ヤマウルシ類 (R力 %∫
房ε力οcαttα type),C3,AFRoMY 1820 8:ク リ属(C岱″兜力),A3,AFR.MY 1815,9ハ ンノキ属
似′%%s),Cl,AFR.MY 1819.10-1と オモダカ属 (a咽脇″ヵ),A3,AFR,MY 1811.12-1&サ ジオ
モダカ属傲′λttα),Cl,AFR.MY 1816.14イ ネ科 (イ ネ属型09絡 type),A3,AFR,MY 1814.
1&カ ヤツリグサ科 (CypeFaCeae),Cl,AFR.MY 1819.16:ミ ズアオイ属 0狗ηο∂力ο″力),A3,
AFR.MY 1812.ス ケール=10μ m.

鋒171

―-106-―



:No。 1-7
:No.8-16

V 自然科学的分析

‐０

図版2 中村城跡から産出した植物珪酸体化石

1ヨ シ属機動細胞,B52タ ケ亜科クマザサ属型機動細胞,B53-4イ ネ機動細胞,&B2,4B4
5タ ケ亜科機動細胞,C16タ ケ亜科ネザサ節型機動細胞,C17ウ シクサ族機動細胞,B3
810キ ビ型短細胞,8:Cl,9iC3,10:B41112イ ネ短細胞,11:B2,12:B213-14イ チゴツナギ
亜科短細胞,1&B2,14A315タ ケ亜科タケ類型短細胞,A416タ ケ亜科ササ類型短細胞,B5
スケール=10μ m
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3 種実同定分析―中村城跡より出上した種実―

3 種実同定分析―中村城跡より出土した種実一

吉川純子 (古代の森研究舎)

(1)は  じ め に

中村城跡は一関市花泉町の金流川の東岸微高地にある平安時代以降の遺跡である。平安時代は竪穴

住居や水田跡など、中世からは堀跡や土橋跡が見つかっている。これらの遺構から若千の種実化石が

検出されたため、当時の植物利用状況を把握する目的で種実化石の調査を行った。

(2)同定結果および考察

a平安時代

表 1に平安時代の 1号河川跡から出土した種実を、表 2には水田跡および竪穴住居跡から出上した

種実をまとめた。オニグルミは、人の加工痕跡とみられる割跡や熱を受けた内果皮を比較的多く出土

している。クリは炭化種子、モモにも割跡や熱を受けた核がみられた。ほかにはコハクウンボク、ヒョ

ウタンを出土した。水田跡からはオニグルミ、モモ、コハクウンボクを出上した。竪穴住居からはモ

モ核を少数出上した。焼失住居ということであるが、出上したモモ核は熱を受けていない。

表 刊 平安時代の1号河川跡出土種実
地点               北 西  岸 捨  て 場         北西岸  北 岸  ト レ ン チ  北岸 トレンチ2

地点         北   北岸   ― ― ― ― ― P34寸左

．　
べ
　
．

一　
一
３Ｃ３
艶

．剛
４Ｃ２

・Ｗ
似
・

緋”瑚
・握

一　
一　
Ｄ

一　
一　
Ｄ

一　
一
儀

一　
一
姻

一　
一
娼

一　
一
％

朝

酬

４Ｃ‐等グ

ヒョウタン   種子                      2
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表 2 平安時代の水田跡および竪穴住居出土種実
地点        1号 水 田 跡 水 田 1   1 号  水  田 跡 水  田 2   1号 水田跡

―   ―   水田4
―     ベルト  ー
NE区  35Al  】ヒ側   ―Eヾ区  35Al  】ヒ側
2面  耕作±  2面

I;水日跡 狩永田跡 1号竪穴住居

カマド付近  ―

―  上位分類群名

グリッド等

出上部位/層位
内果皮

直

・醐唖Ｔ。．ａ

一
　

一　

ＯＢ

．
　

　

　

下

・
・駆
妬一‐

畑
．６７Ｃ４鰤オニグルミ

半分割跡

モ モ 核完形

半分

コハクウンボク 内果皮宅形
半分

b中世

表 3に は中世の堀跡か ら出上 した種実をまとめた。人による加工痕跡の可能性があるものはヒメグ

ルミ破片のみであった。堀からはオニグルミ、ヒメグルミ、ツノハシバ ミ、モモを出土 した。

表3 中世の1号堀跡出土種実
―   ―  西側上
60B4  6133  61B4
下位  上位  暗褐色

c時期不明

表 4には中世～近世とみられるが明確な時期が不明の遺構から出上した種実をまとめた。オニグル

ミとコハクウンボクが多 く、ほかにクロマツ、ヒメグルミ、ツノハシバミ、クリ、モモ、 トチノキ、
ヒシ属を出上した。ヒシ属のみ水域に生育する種類である。

表4 時期不明遺構出土種実
遺構  6号 1号 6号4号 2号   6号  落ち込み  ―

]土層

'可

川跡  ―   ―
トレンチ サブトレ
ー  北区

グリッド等    59Cl 60B4  611114
～下位

分類群名    出上部位/
努
酬
Ｔ
Ｔ

クロマツ   球果          1
オニグルミ  内果皮完形      6

完形食痕

半分割跡

内果

核完形 2

完形風化

完形食痕

1

3

コハクウンボク 内果皮完形

破片                                                               19
ヒシ属    果実         1

(3)特筆すべき大型植物化石の形態記載

ヒメグルミ :オ ニグルミと同属で、上面観はレンズ形、内果皮上部は鋭く尖り、内果皮表面はほぼ

平滑である。

ツノハンバミ :側面観は角張った円形、上面観は楕円形、上部は少し尖って基部は大きく九く、遠

心上に線状のすじがある。果皮は平滑。種子は食用とし、水域周囲の斜面に生育することが多い。
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コハクウンボク :Ttll面観は紡錘形、上面観は円形、基部は大きく斜めにつき、内果皮壁は黒または

濃褐色で平滑Ⅲ微細な絹目模様となっている。縦に3つの比較的明瞭な稜がある。同属のハクウンボ

クの種子は燃料用の油脂を採取する。

ヒシ属 !果実は菱形で刺状突起が太くふくらみ、大きい刺状突起が2個|、 それに直交方向に1小さい

突起が2個ある。種子は食用とする。

ヒョウタン :種子は偏四角形で基部が狭く上部は広く平坦で、縁には縦に隆起がある。

(4)当時の植物利用

中村城跡からは、平安時代から中世、近世以降にいたるまでオニグルミⅢモモを出土し、それらに

は加工1痕が確認されたもさらにクリやトチノキ、とョウタンなど利用できる植物を中心に出上してい

ることから、これらの1植物を利用し周囲に廃棄していたと考えられる。とシ属は出土個数が少なく、

通常は比較的1広い停滞水域に生育するため、出上した遺構に生育していた可能性は低いと考えられる。
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図版 1 中村城跡より出土した種実
1.ク ロマツ、球果価は拡大、3号河川跡 No 6090)2.オ ニグルミ、内果皮割跡 (1号溝

跡 No.6015)3.オ ニグルミ、内果皮食痕 (1号溝跡 No.6021)4.ヒ メグルミ、内果皮 (3号

河川跡 No.6036)51ツ ノハシバミ、果実(3号河川跡 No.6096)6.ク リ、果皮 (3号河川

跡 No.6092)7.ク リ、炭化種子 (1号河川跡 No.6107)&モ モ、核食痕(1号水田跡水田1
No.6083)9,ト チノキ、種皮 (6号堀跡 No.6091)10.コ ハクウンボク、内果皮 (1号水田跡

水田2 No.6100)11.ヒ シ属、果実(6号堀跡 No.6110)12.ヒ ョウタン、種子 (1号河川跡

No.6113)

scale=101nm

scale=10mm
15,10,12)
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4 樹種同定分析一一関市中村城跡出土材の樹種一

4 樹種同定分析―一関市中村城跡出土材の樹種―

高橋利彦 (木工舎「ゆい」)

(1)試 料

試料は122点で、木製品。加工材と抗や橋脚とされているものである (表 1・ 2)① 試料を検出した

遺構の大半は中世のものとされ、平安時代から近世のものも含まれると見られている。

遺跡は金流川左 (東)岸の河岸段丘上の微高地 (標高約22m)に 立地する。平安時代から近世以降

までの旧河川跡・堀跡・溝跡・土坑・住居跡など多数の遺構と遺物が確認されている。

(2)方 法

プレパラートの作製には、筆者が遺物から採取した材片を用いた。材片は少なくとも足かけ2年分

を含み、かつできるだけ少ない量となるように努め、調査担当者と協議しながら採取した。剃刀の刃

を用い試料の横断面・放射断面・接線断面 3面の徒手切片を作製し、これをガムクロラールで封入し

たプレパラートを生物顕微鏡で観察し同定した。併せて各分類群 1点の顕微鏡写真図版を作成した(図

版 1～ 4)。 作製したプレパラートはすべて木工舎「ゆい」に保管されている。

(3)結   果

試料の中には確実な同定ができず類似種としたものもあったが、以下の13分類群に同定された。試

料の主な解剖学的特徴や一般的な性質は次のようなものである。なお、( )の付いた試料番号は類

似種としたものを表している。学名と配列は「日本の野生植物 木本 I・ Ⅱ」 (佐竹ほか 1989)に し
たがい、県内での自然分布については「岩手県植物誌」 (岩手植物の会 1970)を参照した。また、一

般的性質などについては「木の事典 第 1・ 2,4～ 8巻」 (平井 1979,1980,1981)も 参考にした。

・マツ属複維管束亜属 (Pゲ%%s subgen Dわ ′Ott■θ%sp.)マ ツ科 237,412,220,221a,223,241,242,

243,245

早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩材部の幅は広 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はな

く樹脂道が認められる。放射組織は仮道管と柔細胞、エピセリウム細胞よりなり、エピセリウム細胞

の壁は壊れている。放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。分野壁孔は窓状。放射組

織は単列、 1-15細胞高のものと樹脂道をもつ紡錘状のものがある。

複維管束亜属 (二葉松類)は 国内に3種あるが、県内にはクロマツ 管ゲ%2s滋筋励ι箸ケケ)と アカマ

ツ (P,肋%sヅθ紹)が自生する。ただクロマツの自生地は海沿いに点在するだけなので、試料はアカ

マツである可能性が高いと考えている。アカマツは北海道南部から九州に自生し、また植裁される常

緑高木である。材は重硬で、強度は大きく、保存性は中程度であるが耐水性に優れる。建築・土木・

建具・器具・家具材など広い用途がある。

・マツ属単維管束亜属 (Pゲ%%s subgen打砂 Jθヮ Jθ%sp)マ ツ科 274

早材部から晩材部への移行は緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞はなく樹脂道が認められる。放射

組織は仮道管と柔細胞、エピセリウム細胞よりなり、エピセリウム細胞の壁は壊れている。放射仮道
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管内壁は滑 らかで、分野壁孔は窓状。放射組織は単列、 1-15細胞高のものと樹脂道をもつ紡錘状の

ものがある。

単維管束亜属 (五葉松類)は国内に4種 といくつかの変・品種がある。県内にはハイマツ (Pグ%クs

少%知ケカ)と ゴヨウマツ (ヒ メコマツ)(P.クαηヅθ紹)が自生するがハイマツは高山に限られる。ゴ

ヨウマツは尾根筋や斜面に生育する常緑高木で、まれに植裁される。材の硬さは中程度で、加工や乾

燥は容易、保存性は中程度である。建築・建具・器具・家具材などの用途がある。

・モミ属 似 btts sp.)マ ツ科 215

早材部から晩材部への移行はやや緩やかで、晩材部の幅は薄 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞・樹脂道

はない。放射組織は柔細胞のみよりなり、末端壁にはじゆず状の肥厚が認められ、上下縁辺部の細胞

は不定形となる。分野壁孔はスギ型で分野あたり1-4個 。放射組織は単列、 1-20(40)細 胞高。
モミ属は国内に 5種あるが、県内にはモミ はιケιs力γ%α)と オオンラビソ (アオモリトドマツ)似 .

物αttsゲゲ)が自生する。モミは本州 (秋田・岩手県以南 )。 四国 。九州の低地～山地に、オオシラビ

ソは本州 (中部地方以北)の亜高山帯にそれぞれ分布する常緑高木である。材の解剖学的特徴のみで

は区別できないが、試料はモミである可能性が高いと考える。モミの材はやや軽軟で、強度は小さく、

割裂性は大きい。加工は容易、保存性は低い。棺や卒塔婆など葬祭具に用いられるほか、建具・器具・

家具・建築材など各種の用途がある。

・スギ (CO少力%ιγ力

"%ゲ
εα)ス ギ科 (338),409,(236),(388),462,343,344,345,426,427,429,

341,430,431,434,436,437,410,439,224

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はほぼ

晩材部に限つて認められ、樹脂道はない。放射組織は柔細胞のみよりなる。分野壁孔はスギ型で分野

あたり2-4個 。放射組織は単列、 1-15細胞高。類似種とした 3点はいずれも採取した材片が足か

け 2年分なかった。

スギは本州・四国 。九州に自生する常緑高木で、また各地で植裁 。植林される。国内では、現在植

林面積第一位の重要樹種であり、長寿の本としても知られる。材は軽軟で割裂性は大きく、加工は容

易、保存性は中程度である。建築 。土木・樽桶類・舟材など各種の用途がある。

・ヒノキ属 (C力α%α空″s/λ Sp.)ヒ ノキ科 468,(432)

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞は晩材部に限って認めら

れ、樹脂道はない。放射組織は柔細胞のみよりなる。分野壁孔はヒノキ型で分野あたり1-4個 。放

射組織は単列、 1-15細胞高。1058は劣化が進んでいたため確定できなかった。

ヒノキ属にはヒノキ (C力αttα坐

"α

″λθう紘dα)と サワラ (C.夕λ披紹)の 2種がある。県内にはサ

ワラのみが自生する。サワラは本州 (岩手県以南)。 九州に自生 し、また植裁される高木で多 くの園

芸品種がある。材は軽軟で害↓裂性は大きく、加工も容易、強度的にはヒノキに劣るが耐水性が高いた

め、樽や桶にするほか各種の用途がある。

・アスナロ (T励〃ψsλ Jθ力防 ″)ヒ ノキ科 336,337,339,460,477,402a,402b,386,340a,340b,393,

(342),(389),239,240,390,275,467a

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はあ

-113-



4 樹種同定分析―一関市中村城跡出土材の樹種―

るが樹脂道はない。放射組織は柔細胞のみよりなる。分野壁孔は小型のヒノキ型～スギ型で分野あた

り1-6個 。放射組織は単列、 1-15細胞高であるが 5細胞程度の低いものが多い①1023と 1033は と

もに劣化や変形が進み確定できなかったため類似種とした。

アスナロは本州 。四国 。九州に自生する日本特産の常緑高木で時に植裁される。北海道 (渡島半島

以南),本州北部には変種ヒノキアスナロ (ヒ バ)(aん 励う%物 υαπ.んθ%カゲ)がある。材はやや軽
軟で保存性は高い。建築・土木・家具・器具材など各種の用途が知られている。

・ブナ属 (比ぽιιs sp)ブナ科  408,401,385,332,333,334,424,425,335,295

散孔材で管孔は単独または放射方向に2-4個 が複合、横断面では多角形、分布密度は高い。道管
はほぼ単穿孔をもつが、晩材部では段 (bar)数が10前後の階段穿孔をもつものもある。壁孔は大型

で対列状～交互状に配列、放射組織との間では網目状となる。放射組織は同性～異性、単列・数細胞

高のものから複合組織まである。柔組織は短接線状、散在状。年輪界は明瞭。

ブナ属はブナ (斃%dε %%α効)と イヌブナ (R力″ %ゲεα)の 2種がある。ブナは北海道南西部 (黒

松内低地帯以南)。 本州・四国 。九州に、イヌブナは本州 (岩手県以南)。 四国 。九州の主として大平

洋側に分布する。イヌブナの方がブナより低標高地から生育し、またブナのような大群落を作ること

はない。ブナは日本の冷温帯落葉樹林を代表する樹木である。材はやや重硬で、強度は大きいが加工

はそれほど困難ではなく、耐朽性は低い。木地・器具・家具・薪炭材などの用途があったが、最近で

は各種の用途に用いられている。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (@クιπ%ss"解%.@筋″ε%ssを拡 P力%%δ sp.)ブナ科 435,452,310,

311,312,313,314,315,316,317,448,450,451,225,277,278,279,281,286,287,289,291,293,396,415,

416,440,446

環孔材で孔圏部は 1-3列 、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大
道管は横断面では円形～楕円形、小道管は横断面では多角形、ともに単独で配列する。道管は単穿孔

をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状となる。放射組織は同性、単列、 1-20細胞

高のものと複合組織がある。柔組織は短接線状、周囲状。年輪界は明瞭。

コナラ節はコナラ亜属 (落葉ナラ類)の 中で果実 (ド ングリ)が開花の年に熟すグループで、カシ

ワ (o2ιπ%s汲物勉効)、 ミズナラ (@.じ万ψ%肋 )、 コナラ (0.s7紹物)、 ナラガシワ (O.α′力ηα)と
いくつかの変・品種がある。県内には4種とも自生するが、平野部に普通なのはコナラである。コナ

ラは樹高20mになる落葉高木で、古 くから薪炭材として利用され植裁されることも多かった。材は重

硬で、加工は困難、器具・機械・樽材などの用途があり、薪炭材としては同属のクヌギに次ぐ優良材

である。

・クリ (Cαs勉 %ゼαε紀%α力)ブナ科  461,276,403,394,238,387,475,433,438,469,348,352,354,309,

449,221b,222,283,285,294,296,299,308,244,474,413,442,445

環孔材で孔圏部は 1～多列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大

道管は単独、横断面では楕円形～円形、小道管は単独および2-3個 が斜 (放射)方向に複合、横断
面では角張った楕円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵

状～網目状となる。放射組織は同性、単列、1-15細胞高。柔組織は周囲状、短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部から九州の山野に自生し、また植裁される落葉高木である。材はやや重硬で、
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強度は大きく、耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・薪炭材、猾木などに用いられる。

・ケヤキ 陽 胎ουα s″紹″)ニ レ科 194,195,196

環孔材で子L圏部は 1-2列 、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減し、塊状に複合 し接線・斜方向

の紋様をなす。大道管は横断面では楕円形～円形、単独。小道管は横断面では多角形で複合管孔をな

す。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織

は異性、1-10細胞幅、1-30(60)細 胞高でしばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

ケヤキは本州・四国・九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植裁される落

葉高木で、時に樹高50mに もなる。材はやや重硬で、強度は大きいが加工は困難でなく、耐朽性が高

く、木理が美しい。建築・造作・器具・家具 。機械・彫刻・薪炭材など各種の用途に用いられ、国産

広葉樹材の中で最良のものの一つにあげられる。

・モクレン属 Q鍵砕οチカ sp.)モ クレン科 466

散孔材で横断面では角張った楕円形～多角形、単独および2-4個 が放射方向に複合する。道管は

単穿孔をもち、壁孔は階段状～対列状に配列、放射組織との間では網目状～階段状となる。放射組織

は異性、 1-2細胞幅、 1-40細胞高。柔組織はターミナル状。年輪界は明瞭。

モクレン属は国内に6種あるが、県内にはホオノキ 0娩彎θ′力θうθυα効)・ コブシ (″ ク紹ιεθじλSゲ%α )・

タムシバ (ルとδα」ケεわ肋)の 3種が自生する。ホオノキの材は軽軟で、割裂性が大きく、加工はきわ

めて容易で欠点が少ないことから、器具・建築・家具・建具材などのほか、指物・木地・下駄歯・刃

物鞘など特殊な用途も知られている。コブシの材はホオノキに似るがやや硬 く、ホオノキに準 じた使

われ方をする。

・エゴノキ属 (Sttγtt sp.)エ ゴノキ科 463

散孔材で横断面では楕円形、 2-4個 が複合または単独で配列、年輪界付近で管径と密度を減少さ

せる。道管は階段穿了しをもち、段数は 5-10、 壁子とは小型で密に交互～対列状に配列する。放射組織

は異性、 1-4細胞幅、 1-30(50)細 胞高。柔組織は短接線状、散在状。年輪界は不明瞭。
エゴノキ属は国内に3種あるが、県内にはエゴノキ (S妙″筋″″%ゲεα)とハクウンボク (S.θうぉs妨 )

が自生する。落葉高木～低木である。材はやや重硬で割裂しにくく、加工はやや容易、旋作・器具・

薪炭材などに用いられる。

・イネ科タケ亜科 (Gramineae subfamily Bambusoideae sp.)467b

基本組織の中に維管束が散在する不斉中心柱をもつ。

タケ亜科 (タ ケ・ササ類)に は多数の種が含まれるが、解剖学的特徴のみでは区別できない。写真

は割愛した。

395は縄 とされるものである。イネ真を用いている可能性があるため、植物珪酸体による検討を北

方ファイトリス研究室の佐瀬 隆氏に依頼し、以下のコメントをいただいた。

佐瀬氏コメント:試料を過酸化水素水で脱色し検鏡したが、植物珪酸体や珪化組織は確認できなかっ

た。したがって、イネを含むイネ科草本である確証を得ることはできなかった。

筆者の観察では材や樹皮の細胞も認められないことから、イネ科を除く草本類でつくられたものの
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ようである。

以上の同定結果を一覧表で示す (表 1・ 2)。

(4)考   察

試料は類似種としたものを含め上記の13分類群に同定されたが、主な用途別に通覧すると組成に偏

りがみられ (表 3)、 用途に応 じた樹種の選択があったことが窺える。

中世のものとされる漆塗椀は 8点検討されたが、いずれもブナ属に同定された。一方、平安時代の

ものとされる漆塗皿 (195)は ケヤキに同定された。同時代の「素木」椀 (194)も ケヤキ製であった。

県内の遺跡から出土した漆器の用材はケヤキが77%と 圧倒的多数を占め、ブナ属が210/0で これに次い

でいる (高橋 2003)。 ただ、ケヤキが柳之御所遺跡など平泉町とその周辺の遺跡の12世紀代の出土例

に集中しているのに対 し、ブナ属例は地域・時代とも広範囲に及んでいるようである。本遺跡の北方

約40kmに 位置する金ヶ崎町松本館跡出上の中世とされる漆器4点 もブナ属 (3)と ケヤキに同定されて

いる (高橋 1997)。

下駄は平安時代以降とされるもの1点 と中世とされるもの3点が検討された。中世のもののうち1点

は差歯下駄の台で、モクレン属に同定されている。残 りの3点は連歯下駄で平安以降のものがスギに、

中世のものはともにクリに同定された。いずれの分類群も県内の遺跡からの出土報告例が多く (高橋

2003)、 本遺跡の北方約20Kmに位置する平泉町柳之御所遺跡では12世紀のものとされる連歯・差歯

下駄がスギ・クリ 。モクレン属などに同定されている
注)(能
城 1995,高橋 1995)。 また、北方約40Km

に位置する金ヶ崎町館山遺跡では15～ 16世紀のものとされる連歯下駄がクリに同定されている (岩手

埋文 1983)。

曲物部材は側板や底板などとされる16点が検討された。平安時代の底板 2点はモミ属とクリ、中世

の側板 3点はアスナロ、底や蓋板 (不確実なものも含む)はスギ (2)。 アスナロ(6)・ クリに同定され

ている。曲物の部材は側板はもちろん底板 も「害J技法」で作られるため、ともに割裂性に優れる針葉

樹材が用いられることが多いが、底板に広葉樹材が用いられる例も散見されている (岩井 1994,山

田 1993)。 県内でも出土報告は少ないものの、柳之御所遺跡からスギ・アスナロ 。モミ属とともにク

リが報告されている例 (能城 1995)や、同町泉屋遺跡第13次発掘調査で検出されたヒノキ科針葉樹

の側板にクリの底板をつけた例 (岩手埋文 1997)も ある。

中世の桶側板は 3点検討され、いずれもスギに同定された。同じ針棄樹ではあるが、曲物側板がア

スナロのみであったこととは対照的である。ともに試料数が 3点 と限られていることによるものかも

しれないが留意しておきたい。

抗や橋脚とされるものは55点が検討対象とされた。平安時代以降とされる 3号河川跡検出の杭材 5

点と、平安～近代とされる 2号河川跡検出の抗材 7点中からは複維管束亜属 (おそらくアカマツ)が
それぞれ 4点 と3点認められている。一方、中世とされる2号橋の橋脚材 9点はコナラ節 (8)と クリ、

1号・3号 。5号・6号堀検出の杭材12点はヨナラ節 (6)と クリ(6)、 1号柵状遺構 。6号堀・7号溝

検出の加工材22点はブナ属・コナラ節 (12)・ クリ(9)に 同定され、組成にやや違いが認められる。こ

れが遺構の性格や所属時期の違いによるものなのかはわからない。

注)最多数を占めるているのはケヤキである。
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表 1 中村城跡遺跡出土材の樹種 (1)木製品 。加工材など
出遺構 など な ど 群

1001 5号堀跡
4号堀跡
2号堀跡
1号堀跡
1号堀跡
1号堀跡
1号河川跡
1号河川跡
1号溝跡
1号堀跡
1号堀跡
1号堀跡
1号堀跡
6号溝跡
6号溝跡
2号水田跡
南区地点不明
5号堀跡
4号堀跡
4号堀跡
2号堀跡
1号堀跡
1号堀跡
3号堀跡
1号堀跡
3号河川跡
4号堀跡
3号堀跡
3号堀跡
3号河川跡
3号河川跡
2号堀跡
2号堀跡
2号堀跡
2号堀跡
6号溝跡
1号堀跡
1号堀跡
2号水田跡
2号水田跡
1号堀跡
6号溝跡
7号溝跡
6号堀跡
6号堀跡
1号堀跡
6号堀跡
6号堀跡
7号溝跡
7号溝跡
6号堀跡
1号堀跡
5号堀跡
7号溝跡
6号堀跡
6号堀跡
6号堀跡
6号堀跡
6号堀跡
6号堀跡
6号堀跡
6号堀跡
6号堀跡
5号堀跡
6号堀跡
7号溝跡

漆塗椀
漆塗椀
漆塗椀
漆塗椀
漆塗椀
椀
鉢
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋
蓋

曲物
曲物側板
曲物底板
曲物
曲物側板
由物底板
箆
杓子
連歯下駄
連歯下駄
連歯下駄
4電

加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工材
差歯下駄台
漆塗椀
漆塗椀
挽物?

曲物底板
箆
加工板
同上木釘
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
加工板
桶側板
加工板
加工板

ブナ

401            1002
385            1003
332            1004
333            1005
334            1006
194            1007
195            1008
215            1009
336            1010
337             1011

338            1012
339             1013

460            1014
461            1015
276            1016
477            1017
409            1018
402a           1019a
402b           1019b

386             1020

340a           1021a
340b           1021b
393             1022

342             1023

236             1024

403             1025

394             1026

395             1028

237            1029
238             1030

387            1031
388             1032

389             1033

239。 240・ 390       1034
462             1035

343             1036

344             1037

274            1038
275             1039

345             1040

463             1041

466             1042

424            1045
425            1046
335            1047
426            1048
427            1049
467a           1052a
467b           1052b
429            1053
341            1054
412            1055
468            1056
430            1057ЮD
431            1057《)
432             1058

433             1059

434            1060
435             1061

436             1062

437             1063

438            1064
410             1066

439             1067

469             1068

ブナ属
ブナ属
ブナ属
ブナ属
ブナ属

ケヤキ

ケヤキ
モミ属
アスナロ

アスナロ

スギ類似種

アスナロ

アスナロ

クリ

クリ

アスナロ

スギ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ類似種
スギ類似種
クリ

クリ

草本
マツ属複維管束亜属
クリ

クリ
スギ類似種

アスナロ類似種
アスナロ

スギ
スギ
スギ
マツ属単維管東亜属
アスナロ

スギ
エゴノキ属
モクレン属
ブナ属
ブナ属
ブナ属
スギ
スギ

アスナロ

イネ科タケ亜科
スギ
スギ
マツ属複維管束亜属
ヒノキ属
スギ
スギ
ヒノキ属類似種
クリ
スギ
ヨナラ属コナラ亜属コナラ節
スギ
スギ

クリ
スギ
スギ

クリ
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表 2 中村城跡出土材の樹種 (2)杭材など
掲載番号  試料番号   検出遺構 位置など 分類群

475

452

348

352

354

309

310

311

312

313

314

315

316

317

448

449

450

451

220

221a

221b

222

223

224

225

277

278

279

281

283

285

286

287

289

291

293

294

295

296

299

308

241

242

243

244

245

396

474

413

415

416

440

442

445

446

196

1043  7号溝跡
1065     61許 堀跡

1102  1号堀跡
■08  1号堀跡
1110  1号堀跡
■12  2号橋跡
■13  2号橋跡
■14  2号橋跡
■15  2号橋跡
1116  2号橋跡
■17  2号橋跡
■18  2号橋跡
■19  2号橋跡
1120  2号橋跡
1124  6号堀跡
1125  6号堀跡
1126  6号堀跡
1127  6号堀跡
1128   2号河ナII跡
1129a   2売キヤ可ナII'亦

1129b   2弓管可ナI十』亦

1130   2号 1可 )「 1跡
1131  2号河川跡
1132  2号河川跡
1133  2号河川跡
1134  1号柵状遺構
1135  1号柵状遺構
1136  1号柵状遺構
1138  1号柵状遺構
■40  1号柵状遺構
■42  1号柵状遺構
■43  1号柵状遺構
■44  1号柵状遺構
■46  1号柵状遺構
1148  1号柵状遺構
1150  1号柵状遺構
1151  1号柵状遺構
1152  1号柵状遺構
1153  1号柵状遺構
1156  1号柵状遺構
1165  1号柵状遺構
■67  3号河川跡
■68  3号河川跡
1169   3号 1可ナ|1跡
1170   3号 1可チ|1跡
■71  3号河川跡
■72  3号堀跡
1180  7号溝跡
1181  5号堀跡
1183  5号堀跡
1184  5号堀跡
1187  6号堀跡
1189  6号堀跡
1192  6号堀跡
1193  6号堀跡
1194  1号河川跡

東

ベル トイ寸近 (62C4)

No 26

No 52

No 62

橋脚No 64

橋脚No 65

橋脚No 67

橋脚No 68

橋脚No 69

橋脚No 70

橋脚No 71

橋脚No 72

橋脚No 73

No 77

No 78

No 79

No 80

No l

No 2A
No 2B

No 3

No 4

No 5

No 6

No l

No 2

No 3

No 5

No 7

No 9

No 10

No ll

ふン生o 13

No 15

No 17

No 18

No 19

No 20

No 24

No l

No 2

No 3

No 4

No 5

東側

西

クリ

コナラ属コナラ亜属コナラ節

クリ

クリ

クリ

クリ

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節
コナラ属コナラ亜属コナラ節
コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節
コナラ属コナラ亜属コナラ節
コナラ属ヨナラ亜属コナラ節
コナラ属コナラ亜属コナラ節
ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節

クリ

コナラ属コナラ亜属コナラ節

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節

マツ属複維管東亜属

マツ属複維管東亜属

クリ

クリ

マツ属複維管東亜属

スギ

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節

クリ

クリ

コナラ属コナラ亜属コナラ節
コナラ属コナラ亜属ヨナラ節
コナラ属ヨナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

クリ

ブナ属

クリ

クリ

クリ

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管束亜属

クリ

マツ属複維管東亜属

コナラ属コナラ亜属コナラ節

クリ

クリ

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節

クリ

クリ

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節

ケヤキ風倒木
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図版 1 1.マツ属複維管東亜属 No.221a
2,マツ属複維管東亜属 INo.274
3.モ ミ属 Noi 21 5

図版2 4.ス ギ No.344
5,ヒノキ属 Nα 468

6.アスナロ No.337

図版3 7.ブ ナ属 No.295
8.ヨ ナラ属コナラ亜属コナラ節 No.231
9. クリ No.442

図版4 iO,ケヤキ No.195
11.モ クレン属 N01466
12,エゴノキ属 No.463

a:積断面 x40 bi放射断面 x100 c:接線断面 x100
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5 金属製品分析―中村城跡出土資料の金属考古学的調査結果―

5 金属製品分析―中村城跡出土資料の金属考古学的調査結果一

岩手県立博物館 赤沼英男

(1)は  じ め に

中村城跡は岩手県一関市花泉町に立地する。一般国道342号花泉バイパス道路改築事業に伴う緊急

発掘調査によって、平安時代または中世と推定される住居跡、水田跡、および堀跡から、鉄器、鉄淳、

羽日、および対蝸片が出土した
D。
遺跡内またはその周辺で、金属関連の生産活動が行われていた可

能性が高いことを示している。古代から中世における岩手県南地域出土資料の金属考古学的調査例は

少なく、製作に使用された地金の組成に基づく資料の来歴を議論する状況には至っていない。古代か

ら中世の岩手県南地方における鉄器の普及状況に関する基礎データを得ること、および遺跡内におけ

る生産活動内容を推定することを目的として、中村城跡出土資料の金属考古学的調査を実施した。以

下に調査結果を報告する。

(2)調 査 資 料

調査資料は表 1に示す鉄器 3点 (図 2)、 羽口 1点、および対鍋破片 1点の合計 5資料である。羽

回は外形約7 3cm、 気道内径約2.9cmで 、反応サイトに面した先端は黒褐色を呈し、著しく溶融また

は部分溶融している (図 3)。 対渦破片の内面は茶掲色を呈し、全面がガラス化している (図 4)。

(3)調査試料の摘出

調査対象とした鉄器はX線透過写真撮影を行い、残存良好が良好と判断された部位からダイヤモン

ドカッターを装着したハンドドリル (以下、ハンドドリルという)で、Ol～ 0.2gの微量試料を摘出し

た。試料摘出部位はその後に行われた保存処理において修復した。羽口および対蝸破片については、

資料に 1～ 2cmの深さでV字の切 り込みを入れ、調査試料を摘出した。摘出した試料は 2分 し大き

い方を組織観察に、小さい方を化学成分分析に供した。試料摘出位置は図 2～図 4に示すとおりであ

る。

(4)調 査 方 法

組織観察用試料はエポキシ樹脂に埋め込み、エメリー紙、ダイヤモンドペーストを使って研磨した。

研磨面を金属顕微鏡で観察し、鉄器地金の製造方法を推定するうえで重要と判断された組織および非

金属介在物を構成する鉱物相を、エレクトロン・プローブ。マイクロアナライザー (EPMA)で分

析した。羽口および対蝸破片については使用状況を推定するうえで重要と判断された領域をEPMA

分析した。No.1お よびNo2から摘出した試料はその5割を超える領域がメタルによって構成されてい

たので、ナイタール (硝酸2.5ml、 エチルアルコール97.5mlの混合溶液)で腐食した。

化学成分分析用試料は表面に付着する土砂、錆をハンドドリルで丹念に削り落とし、エチルアルコー

ル、アセトンで超音波洗浄した。試料を130℃で2時間以上乾かし、メノー乳鉢で粉砕した後、テフ

ロン分解容器に直接秤量し、塩酸、硝酸、およびフッ化水素酸を使って溶解した。溶液を蒸留水で定

溶とし、表 2、 表4お よび表 5に示す20元素を、高周波誘導結合プラズマ発光分光分析法 (ICP―AES

法)で分析した。
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(5)調 査 結 果

5-1 鉄器から摘出した試料の組織観察結果
No.lSalお よびNo 2Salか ら摘出した試料はその 5割以上がメタルによって構成されていたので、ナ

イタールで腐食した。マクロエッチング組織はその全域がほぼ一様に腐食されている (図 2)。 黒 く

腐食されたパーライト |フ ェライト (α Fe)と セメンタイ ト (Fe3C)と の共析組織|の 占める面積

害」合から、No.lSalに は0.1-0 2massO/OCの金岡、No.2Salに は0.2-0,3mass%Cの 0岡が配されているとみるこ

とができる (東北大学金属材料研究所編 1953)(佐藤編 1968)。 EPMAに よる含有元素濃度分布
のカラーマップによって、No。 lSalか ら摘出した試料のメタルには、微細粒子が混在したガラス化し

た領域 (Ma)中 に長辺lμ m未満の微細な灰色化合物 (XT:鉄チタン酸化物)お よび暗灰色を呈す

る化合物 (XF:Fe―Mg―Si―O系化合物と推定される)が混在 した非金属介在物が確認された。No.2の

メタルには鉄チタン酸化物 (XT:Fe― Ti―Al― V―O系化合物と推定される)と ガラス質ケイ酸塩 (Gl)か

らなる非金属介在物が見出された (図 2)。 No.3か ら摘出した試料は錆化が著 しく、錆化前の地金組

織を推定できる領域を見出すことはできなかった。上記組織解析結果は表 2右欄に示すとおりである。

5-2 鉄器から摘出した試料の化学組成
No.lSalお よびNo.2Salの T,Feは それぞれ95.21mass%、 90.13massO/Oで 、ほぼメタルまたはメタルに

わずかに錆が混在した試料が分析されている (表 2)。 No.3Sal'No.3Sa2の T,Feは 38～ 46massO/Oで、

相当に錆化が進んだ試料が分析されている。上記 4試料からは、いずれも0.01massO/Oを 超えるNiお

よびcO、 o.008massO/O以上のCuが検出されている。錆が混在 した試料、および錆化が進んだ試料が

分析されているため、埋蔵環境下からの富化の可能性について吟味する必要がある (佐々木・村田

1984)。 No.lS魏およびNo.2S乳 に比べ、錆化が進んだNo.3S先・No.3Sa2の Ni、 Co、 およびCu含有量は

低レベルにある (表 2)。 これまでの調査結果において、鉄器を埋蔵する土壌から0.005massO/O以 上の

Ni、 Co、 およびCuが検出された例は未確認であることをふまえると (赤沼 2004)、 Cu、 Ni、 Coに

ついては、埋蔵環境からの富化の可能性は乏しいといえる。

5-3 羽口から摘出した試料の組織観察結果
No.4Salか ら摘出した試料にはいたるところに大小多数の空隙がみられる (図 3bl)。 マクロ組織領

域 (Reg。 1)内部のEPMAに よる反射電子組成像 (BEI)イよ、FeO CaO― Si02 K20~Mgo― A1203系 のガラ

ス化した領域 (Gl)に 酸化鉄 (Mag:マ グネタイトに近い)が析出した組織によって構成される (表

3)。 図 2 alS助部から摘出した試料にはマグネタイトは見出されなかった。

5-4 羽日から摘出した試料の化学組成
No.4Salお よびNo.4Sa2は Siヽ Alを 主成分とする。No.4Salの TFeは 7.13massO/Oで 、No 4Sa2よ りも高レ

ベルにある(表 4)。 No.4Salで 観察されたマグネタイトに近い組成の酸化鉄に起因すると推定される。

5-5 靖鋼破片の組織観察結果
No.5Salは その全域がガラス化していて、ところどころに微細な金属粒および灰色領域がみられる。

EPMAに よる分析によって前者はCu粒、後者はSn_o系領域で、ガラス化 した領域は酸化鉛を主成分
とすることが分かつた (図 4、 表 3)。
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5-6 対蝸破片の化学組成

表 5は No 5Salの 化学組成である。Si、 Al、 およびCaを主成分 とし、他に2.58mass%の Cu、 0.16massO/O

のSn、 および2 37massO/oの Pbを含有する。 5-5の 組織観察結果 と整合する分析結果である。

(6)考 察

6-1 微量元素による調査鉄器の分類
5-1か ら明らかなように、No.1お よびNo.2は亜共析銅 (炭素量約0,8massO/O未 満の銅)を 素材と

する。No.3か ら摘出した試料は錆化が著しく、使用された素材の組成について言及することはできな

い。器種を考慮すると銅製鉄器と思われる。

古代および中世には複数の銅製造法があった可能性が高い (赤沼 1997)(赤沼・福田 1997)(赤沼・

佐々木・伊藤 2000)。 いずれの方法が用いられたとしても、多段階の工程を経て目的とする鋼が製造

されたことは確実である。出発物質として同一の製鉄原料が使用されたとしても、製造方法や製造条

件に応じ、最終的に得られる銅の組成にはばらつきが生じる。従って、金属考古学的調査結果、とり

わけ摘出した試料の組成分析結果を単純に比較するという解析方法では、実態を反映した資料の分類

結果を得ることは難しい。製造法の如何に係わらず、地金を精度高く分類する方法の確立が必要である。

銅 (Cu)、 ニッケル (Ni)、 およびコバル ト (Co)の三成分は鉄よりも錆びにくい金属であるため、

鉄中に取 り込まれた後は、そのほとんどが鉄中にとどまると推定される。 5-2で 述べたとおり、調

査 した 8資料に埋蔵環境下からCu・ Nio Co三 成分が富化された可能性は乏しい。従って、合金添加

が行われていなかったとすると、その組成比は銅製造法の如何に関わらず、製鉄原料の組成比に近似

すると推定される。

表 2の分析結果から、(mass°/O Co)/(mass°/O Ni)(本稿ではCo本 と記載)と (mass°/o Cu)/(massO/O Ni)

(本稿ではCu*と 記載)、 (mass%Ni)/(mass%Co)(本稿ではNi**と 記載)と (mass°/o Cu)/(mass%Co)

(本稿ではCド
*と
記載)を それぞれ求め、それらの値をプロットしたものが図 la・ bである。図では

非金属介在物中に鉄チタン酸化物が見出された試料を黒丸 (0)、 非金属介在物が見いだされなかっ

た試料を白三角 (△ )で表した。図 la・ bのいずれにおいても、No.lSalお よびNo.3Sal o Sa2は 近接し

て分布する。No.1お よつNo3はほぼ同じ化学組成の地金を用いて製作された、とみることができる。

一方、No 2Salは 上記 8試料からやや離れた位置に分布する。No.2の 遺跡内への来歴は、Nolお よび

No.3と は異なっていた可能性が高い。

6-2 羽口の組成からみた中村城における生産活動
No4の先端にはガラス化した領域中にマグネタイ トに近い組成の酸化鉄が析出している。羽口の製

作に使用された素材中の酸化鉄の含有量は2 16massO/Oで 、マグネタイトの混在は未確認である。羽口

先が酸化鉄に富んだ融液に近接していた、あるいは酸化鉄が飛散する状況下で使用されたという2つ

の可能性を考えることができる。前者の場合、製錬または精錬、後者の場合、精錬または固体鉄を加熱・

鍛打する鍛冶操作が想定される。発掘調査区域内からまとまった量の鉄津が出上していないこと、膨

大な量の木炭が使用されていたことを示す状況が未確認であることをふまえると、製錬時における使

用の可能性はきわめて乏しい。鍛造剥片が未確認であること、羽日外径断面が約7.3cmと 肉厚である

のに対 し、気道内径が約2.9cmと 細いことを加味すると、空気酸化による銑鉄の脱炭または固体鉄の

加熟・鍛打の際に使用された資料の可能性が高い
か
。精錬の出発物質となる銑鉄または使用不能となっ

た鋳造鉄器が検出されれば前者の可能性は一層高まる。
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V 自然科学的分析

6-3 推定される対蝸の用途
5-5で述べたように、No5から摘出した試料には、酸化鉛を主成分とするガラス化した領域中に
銅粒および酸化錫が析出した組織が観察された。青銅合金の溶製または使用目的を呆たした青銅資料

の再利用、または青銅合金中の銀を回収する際に用いられた資料と推定される。

(7)ま  と め

① 調査した3鉄器のうち2資料 (鉄鏃および雁又鏃)は亜共析銅 (炭素量が0.5massO/O未満の鋼)
を素材とする。微量元素の組成比のうえからは2つ に分類される。ほぼ同時代に異なった地域から

鉄器または鉄器製作の素材となる原料鉄がもたらされた、時代の推移と共に鉄器または原料鉄の供

給地域が変化した、または使用目的を果たした鉄器の再利用が図られた、という3つの見方がとれる。

② 遺跡内では空気酸化により銑鉄を脱炭し銅を製造するという、精錬が行われていた可能性がある。
③ 遺跡内では青銅合金の溶製、利用目的を果たした青銅資料の再利用、または青銅合金中の銀の回
収が行われていた可能性が高い。

中村城跡出土資料の金属考古学的調査結果について述べてきた。今回実施した調査結果を基に、今

後製品鉄器、鉄塊、遺跡内周辺に分布する製鉄原料、および青銅資料に関する調査結果を加えること

によって、古代から中世における当該地域の金属器普及と使用の実態が一層みえてくるにちがいない。

1)財団法人岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター・北田勲氏からのご教授による。

2)羽 口とともに遺跡内からは粘土状物質が溶融または部分溶融した後固化した資料 (表 4 Rfl)が検出されている。羽口の

先端が溶融または部分溶融した後、飛散して固化した、あるいは精錬時に使用した設備またはるつぼ状容器等の道具の一部

が溶融または部分溶融した後固化したものと推定される。

引用文献

佐藤知雄編 1968『銅の顕微鏡写真と解説」丸菩株式会社

東北大学金属材料研究所編 1953『金属顕微鏡組織』

佐 木々稔・村田朋美 1984「古墳出土鉄器の材質と地金の製法」季刊考古学、8、 pp 27-33

赤沼英男 1997「 みちのくの地から中世の鉄をみる」ふえらむ、Vo12 Nol、 社団法人日本鉄鋼協会、pp 44-51

赤沼英男 2004『出土遺物の組成からみた物質文化交流』岩手県立博物館

赤沼英男・福田豊彦 1997「鉄の生産と流通からみた北方世界」国立歴史民俗博物館研究報告、72、 pp 1 40

赤沼英男・佐 木々稔・伊藤薫 2000「 出土遺物からみた中世の原料鉄とその流通」『製鉄史論文集』たたら研究会編、pp 553-576

a

隅a《
ギ
B税2  世駒
No l Sai

b

Ｓａｉ
、

ｂ

No3で 沙3Sal

虫
No.l Sal

図 1 分析した鉄器および鉄塊系試料に含有されるCu・ Nio Co三 成分比。Noは表 1に姑応。
黒丸 (0)は非金属介在物に鉄チタン化合物が見出された鉄器、白三角 (△)は非金
属介在物が見出されなかった鉄器。Cず :(mass%Co)/(mass%Ni)、 Cu*:(mass%Cu)
/(mass%Ni)、 Niオ*:(mass%Ni)/(mass%Co)、 Cu**:(mass%Cu)/(mass%Co)
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5 金属製品分析―中村城跡出土資料の金属考古学的調査結果―

図 2 Nα l・ 随2・ No3か ら摘出した試料の組織観察結果

配1お よびNo2についてはナイタールでエッチングを実施。ミクロエッチング組織はマクロエッチ

ング組織の領域 (Reg.1)ま たは領域 (Reg 2)内 部。XT=鉄チタン酸化物、XF=Fe―MttCa― Si―O
系化合物、Gl=ガラス質ケイ酸塩、Ma=微細粒子を内包するガラス化した領域。
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V 自然科学的分析

図 3 No4の組織観察結果

乳・a2:外観、矢 F「 は試料摘出位置。bl i alの Salか ら摘出した試料のマクロ組織。

町:blの領域 (Reg l)内 部の反射電子組成像 (BEI)。 Mag=マ グネタイト、Gl=ガラス質ケイ酸塩。

0             2cm

図 4 No5の組織観察結果

乳 :外観、矢印は試料摘出位置。bl:alの S乳から摘出した試料のマクロ組織。

czl:blの領域 (Reg l)内 部のEPMAに よる反射電子組成像 (BEI)。 c2は Clの枠内部。
Gl=ガラス化した領域。
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Ⅵ 遺構・遺物のまとめ

1平 安 時 代

(1)遺 構

今回の調査では平安時代中期と考えられる十和田 aテ フラ (以下、To― aテ フラ)に被覆された 2地

点の水田跡を検出した。

1号水田跡は中央区北側の31～ 37区 に位置する。 4区画から構成され、最も広い水田 1が 13.4m以

上 ×10.4mの不整長方形、面積は残存値で89だである。次いで水田 2が15.Om以上×102mの不整長

方形で面積は残存値で87.5だ、水田4が6.6m以上×1.9m以上の楕円形と思われ、面積は残存値で9.51

だ、水田3が2.55m以上×1.55m以上の不整形で面積は残存値で3.01∬である。

もう1地点の2号水田跡は南区中央南の68～ 71区に位置する。 2区画から構成され、水田5は 11.5

m以上×8.4～ 9,8mで 面積は残存値で95.5だ、水田6は 2.3m以 上×7.Om程 度で面積は残存値で21.5だ

である。

耕作上の状況は灰色粘土主体であり、色調・土質とも共通している。

To一 aテ フラの被覆状況であるが、隣接する水田 1と水田2では様相を異にする。水田 1は細粒の灰

白色が均―に堆積しているのに対し、水田2は粗粒の濁つたオリーブ黄色を呈する。また、水田2の

セクションA・ 4b層 はTo― aテ フラー次堆積層が人為的に撹拌されたことを示しており、テフラ降下

直後の泥化した状態の耕作面に踏み込まれたことで形成されたと考えられる。水田2の北端には水田

面より15～ 20cm積み上げられたことを示す帯状に堆積するTo― aテ フラが確認されており、これらを総

合するとTo― aテ フラー次堆積時に降下した火山灰を人為的に寄せた復旧痕跡の可能性が考えられる。

このような状況は隣接する水田1に は観察されないことから、隣り合う区画の水田でも火山灰によ

り埋没して放棄された水田 1、 復旧を行ったものの再耕作には至らずにやむなく放棄された水田2と

みることが出来る。このような復旧痕跡の事例は奥州市水沢区中半入遺跡 (岩埋文2002)や仙台市富

沢遺跡 (仙台市教委1991)な どで報告されており、To― aテ フラ降下後も水田耕作が行われている (高

木2005)。

今回の調査で検出した水田跡は、いずれの区画も調査区内で完結するものでなく、区画全体の形状

や面積を測ることはできない。しかし、 1号水田跡 。2号水田跡の立地を見ると、地形を大きく改変

して水田域を形成したのではなく、元来自然流路である小河川が存在した低地に占地していることが

分かる。

To― aテ フラを被覆した水田跡は県内でこれまで、奥州市水沢区中半入遺跡 (第 1・ 2・ 4次調査)、

奥州市水沢区常磐広町遺跡、奥州市江刺区岩谷堂柳沢Ⅱ遺跡、平泉町竜ヶ坂遺跡の4遺跡で確認され

ている (岩埋文2002a。 2004・ 2005b・ 2005c、 伊藤1990、 平泉町教委2003)①

水田区画はいずれも大畦 (基軸畦畔)を持ち、方位を意識して区割りされた条里型土地割のような

ものではなく、本遺跡と同様に地形に沿った立地となっている。区画の形状・規模は、常磐広町の東

水田は260∬以上と広いが、大半は 1辺が10m以下の小規模なものとなっている。形状も地形に合わ

せたものとなっているため、不整形となるものが多い。斎野は水田跡の構造と類型化を試みており(斎

野 2005)、 本遺跡を当てはめれば、開田地の設定方法である成立基盤はⅢ類の谷状の地形面―谷地
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第63図 十和田 aテ フラを被覆する水田跡 (岩手県内の事例 )
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Ⅵ 遺構・遺物のまとめ

形あるいは自然堤防や後背湿地のなかの旧河道に立地し、水田形態はA類の水田区画が地形面の勾配

に合わせて行われているものであると言える。

今回の調査から北区 ,1号竪穴住居跡や南区 。2号竪穴住居跡などが水田の形成された位置より標

高値の高い地点にあることを考えると、後背湿地の微高地 (自然堤防上)に は居住域、微高地の間を

小河ナ||(沢)が流れるような低地には水田などの生産域が形成されていたと考えられる。

(2)遺   物

今回の調査で出上した土器は大コンテナ換算で11箱分である。このうち、計232点を掲載した。そ

の大半は北区の 1号河川跡北岸に形成された捨て場から出上しており、その他には北区 1号竪穴住居

跡、南区2号竪穴住居跡からもまとまって見つかっている。出土土器のほとんどが平安時代に属する

もので須恵器・土師器 (黒色処理・非黒色処理)があり、大半が土師器である。器種は、郭・高台付

杯・鍔付土器・蓋・鉢・鍋・壼・瓶・甑・甕 。大甕などである。下記の基準に従って分類を試みた。

第7表 出土土器分類表

①須恵器

須恵器は計14点 を掲載した。大半が 1号河川跡捨て場からの出上であるが、 1・ 2号水田跡などか

らも出土している。器種には郭・重・瓶・大甕がある。

郭は、体部が直線的に立ち上がるもの (A類 )と体下半部に九みを帯びるもの (B類)がある。A

類は183・ 272、 B類は182・ 234・ 249な どが該当する。大半は2類 :回転糸切り無調整であるが、272

は唯-1類 :回転ヘラ切 りが認められる。
壼は184～ 187・ 204・ 255がある。いずれもロクロによる成形であるが、184～ 187・ 255の体部上半

の内外面には輪積み痕が観察される。体部最大径から徐々に窄まる肩部に認められることから、ロク

ロで成形した下半部に輪積みを積み上げながらロクロで引き上げ、成形したものと考えられる。多く

の場合、体下半部には外面に縦位ケズリ調整、内面に縦位ハケメが施されるが、上半部は無調整である。

大甕は、189,323な どである。全形を把握することは出土資料からは困難であるが、最大径が体上

半部にあるものと思われる。いずれも頸部が締まり、タト反した口端部の上下端がつまみ上げられ、直

立している。体部には外面タタキメ十内面当て具の痕跡が残っており、189に は頸部にもタタキメが

認められる。また、323の顎部には棒状工具にて鋸歯状文が横位に2条描かれている。

A 非ロクロ
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第64図 土器集成図 (1)



第65図 土器集成図 (2)

②土師器 (黒色処理 )

土師器 (黒色処理)は計100点を掲載した。これも大半が 1号河川跡捨て場からの出土であるが、

1号竪穴住居跡や 1・ 2号水田跡などからも出上している。器種には杯・高台付杯・鍔付土器・壺・

甕がある。

杯はすべてロクロ成形と思われる。体部が直線的に立ち上がるもの (A類 )と体下半部に九みを帯

びるもの (B類)がある。A類は51・ 60'199な どのみと少なく、B類が主体的である。また大半が

回転糸切 り無調整 (2類)であるが、回転糸切 り後にヘラナデ・ヘラケズリ再調整が行われる 1・ 2・

9,29。 35。 42・ 46・ 52・ 64・ 200・ 203な どがある。なお、 2・ 9・ 52は全体に器形が歪んでおり、

非ロクロ成形とも思われるが半J然 としない。また、11・ 105'108～ 112・ 203・ 265の外面にはそれぞ
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第66図 土器集成図 (3)
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第68図 土器集成図 (5)



Ⅵ 遺構・遺物のまとめ
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れ文字が墨書されており、11「聞」。109「十力」・112「関力」などが読み取れる。

高台付杯はすべてロクロ成形後に高台を接合している。115や 132・ 267な どは体部が直線的に立ち

上がるものであるが、その他は体下半に丸みを帯びている。117は 内外面とも黒色処理・ミガキ調整

が施されている。高台を接合する方法は、①回転糸切りした郭底面にヘラなどの先端でロクロを用い

た切り込みを入れ接合する、②接合部分を周囲より若干突出させて被せるように接合するの2種類が

認められる。いずれの際も接合後はロクロ整形によるもの (115。 116)と 指またはヘラ押さえによる

もの (268)がある。
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1 平安時代

鍔付土器は269の 1点のみ出土した。口縁部と外～底部は接点がなく、器高は不明であるが同一個

体であると判断した。内外面ともに黒色処理・ミガキ調整が施されており、精緻な作 りになっている。

底から体部にかけてはほぼ垂直に立ち上がるが、口縁からは鋭角に外反する。器厚から見れば、器高

はそれほどないと思われる。 2号水田跡などから出土している。

壺は136の 1点のみ出土した。壼と認定する器形は下半部しか残存しないが、内外面にミガキ調整

と内面黒色処理、体下半部に大きく丸みを帯びる点から、郭などとは異なる器種と判断した。

甕はすべてロクロ成形で、体上半～中央部に最大径を持つ器形である。器高は残存 した部位及び全

形の把握できる167か ら20cm前後と見られる。103は内外面黒色処理で、小型甕と思われる。外面は多

くの場合、体下半部に縦位ヘラケズリ調整が認められ、166の ようにロクロを用いた回転ヘラケズリ

調整も観察される。内面は大半が黒色処理・ヘラミガキ調整が施される。

③土師器 (非黒色処理)

土師器 (非黒色処理)は計116点 を掲載した。大半が 1号河川跡捨て場からの出上である。その他

に北区 l号竪穴住居跡や南区2号竪穴住居跡、 1'2号水田跡などからも出土している。器種は郭・

高台付不・蓋・鉢・鍋・甕・甑がある。

郭は大方ロクロ成形と思われるが、10は器形に歪みがあり、非ロクロ成形の可能性がある。器形に

は体部が直線的に立ち上がるもの (A類)と 体下半部に九みを帯びるもの (B類 )がある。A類は

78'87・ 91な どと少なく、B類が主体を占める。また大半が回転糸切り無調整 (2類)であるが、5'

10・ 205のようにヘラケズリ再調整 (1類)が行われるものもある。また、106・ 107・ 113の外面には

それぞれ文字が墨書されており、106・ 107「有」が認められる。

高台付郭はすべてロクロ成形であり、成形後に高台を接合している。郭と同様の器形で、口端が緩

やかに外傾するものが多いと思われるが、134の ように口端が鋭角に外反するもの (B類 )が認めら

れる。土師器 (黒色処理)の高台付郭と同様に高台を接合する方法に特徴があり、前述の②が1341こ

見られ、また119の ような③接合部分に指状工具による刺突を加えて接地面を広くする工夫がされて

いる。接合後はロクロ整形により馴染ませているものが多い (123・ 124。 126)。

蓋は266の 1点のみ出上した。ロクロ成形されており、中央に円錐状の突起が残存する。

鉢は135の 1点のみ出土した。体上半部に最大径を持ち、回縁は緩やかに内傾する。体下半部はヘ

ラケズリ調整がなされており、底面に至っては丁寧にヘラナデ調整が行われている。

鍋は253・ 254の 2点認められる。甕形土器よりも口径が大きく、器高が小さい。254は器形が大き

く、口径は推定値で31.lcm、 器高は31.8cmあ る。外面の体下半部には縦位ヘラケズリ調整が見られる。

体上半部には輪積み痕が認められ、粘土紐を積み上げながらロクロで引き上げたと考えられる。

甕は非ロクロ成形 (A類 )と ロクロ成形 (B類)がある。非ロクロ成形と思われるものは12点あり、

大半が外面縦位のヘラケズリ調整、内面が横位ハケメまたはヘラナデ調整が施される。回縁はヨコナ

デ調整されている。頚部に括れを持ち緩やかに外反するもの (1類 )が多く、17・ 137の ように頸部

に括れを持たず、口縁部が内傾するもの (2類)は限られる。137・ 233の底部には木葉痕が確認され

る。ロクロ成形と思われるものは計40点ある。こちらも大半に外面体下半にヘラケズリ調整、内面に

ハケメまたはヘラナデ調整が施される。143の外面体上半部にはカキメが認められる。口縁上端がつ

まみ上げられるもの (1類)と して138～ 141・ 160・ 169'170。 176'178～ 180、 口縁上端が緩やかに

外反するものとして143・ 152・ 159・ 214。 177な どが挙げられる。168・ 169の外面体上半部には焼成

以前に描かれたと思われる刻書が観察される。
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Ⅵ 遺構・遺物のまとめ

甑は18・ 181の 2点が認められる。いずれも単孔で、甕などからの転用ではなく予め目的を持って

製作されたと考えられる。いずれも非ロクロ成形と思われ、18に は輪積み痕が顕著に観察される。ど

ちらも外面にはヘラケズリ調整、内面にはヘラナデ調整が施されており、器高も20cm前後と近い。18

内面下半には外面に貫通しない了しが3カ 所認められ、枝などを支える工夫がなされている。

今回の資料の大半は 1号河川跡捨て場から出土したもので、一部にTo―aテ フラを含んでいるものの

河川の流入と再堆積により混在した状況である。従って、層位的事実を基にした分類は困難である。

この状況を踏まえて、本遺跡出土資料を宮城県多賀城周辺出土資料と対比して大まかな位置付けを行

う (多賀城研1991。 1992・ 1998、 岩埋文414・ 464集 )。 主な遺構の器種組成は以下の通りである。

l号竪穴住居跡から出土した土器は、土師器 (黒色)杯 7点、土師器 (),黒色)郭 4点、土師器甑 1点、

土師器 (非黒色)甕 6点で、土師器 (非黒色)杯 1点・土師器甑 1点・土師器 (非黒色)甕 1点が非
ロクロ成形である。このうち、土師器郭について観察すると、土師器 (黒色)杯 4点、土師器 ()F黒色 )

杯 2点は体～底部に手持ちヘラケズリ再調整が施され、回転糸切り無調整とは約半分である。器種組

成及び器形から多賀城跡SE2101B井戸跡第Ⅲ層出土土器と類似し、非ロクロの郭・甕も含むことから、

SE2101B井戸跡第Ⅲ層出土土器よりも古い9世紀前葉、「多賀城跡B群土器」相当に位置付けられる (多

賀城研 1980・ 1991・ 1992)。 2号竪穴住居跡については形態変化が特徴的な杯が出土していないが、

同時期に含まれると思われる。

1号河川跡捨て場から出上した土器は、土師器 (黒色)杯62点、土師器 (非黒色)杯30点、土師器

(黒色)高台付郭11点、土師器 (非黒色)高台付杯12点、土師器鉢 1点、土師器壼 1′点、土師器 (黒

色)甕 6点、土師器 (非黒色)甕 39点、土師器甑 1点、須恵器杯 2点、須恵器壼・瓶 5点、須恵器大

斐 1′点である。土師器 (黒色)杯 3点の体～底部に手持ちヘラケズリ再調整が施され、回転糸切り無

調整が主体的である。また、須恵器杯 1点が回転ヘラ切りされる。上述したように混在しているため

一概には言えないが、大半の上器は多賀城跡第61次鴻の池地区第10層出土土器群のように須恵系土器

杯を伴出せず、黒色処理されたものが多い。また、ロクロ成形が多いことからもSE2101B井戸跡第Ⅲ

層出土土器よりも新しく位置付けられる9世紀中～後葉頃、「多賀城跡C～ D群土器」相当の範疇に

収まるものであると考えられる (多賀城研1980)。 その他もこの前後に捉えられる。ただし、高台付

郭の形態が中半入遺跡第 2次 S D16溝跡から出上したものに高台部の形状・高さが類似することか

ら、該期遺構年代の10世紀初頭～中葉代も含まれると考えられる (岩埋文2004)。

これらから、本遺跡の出土土器群は既存の研究から9世紀前半～ 9世紀後半、10世紀前半に位置付

けられると考えられる。

2 中 世

(1)遺   構

①中村城跡の縄張りと存続時期

今回の調査では、中世と考えられる堀跡、溝跡、橋跡、柵状遺構、土坑が確認された。

『仙台領古城書上』によると中村城は須崎館とも称され、「中村城 二十四間 二十三間 城主千葉
相模」と記されている。また、『風土記』にも「須崎館 東西十四間 南北十三間 右城主葛西御家
臣千葉相模」と同様の記述が認められる。

今回の調査区が所在する一関市花泉町老松字寺田は昭和30年代に大規模な国場整備が行われ、旧地

形は完全に失われている。このため、現況から中世城館であることを確認することは出来ない。しか
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2 中世

し、近隣の方のお話しでは調査区のほぼ中央北側は周 りよリー段高い丘のようになっていたとのこと

である。

これを裏付ける資料として、元禄十六年 (1703年 )に描かれた流中村絵図 (写図 3)と 昭和22年 (1947

年)に米極東空軍によって撮影された航空写真 (写図5)がある。流中村絵図は元禄十年 (1697年 )

に仙台藩が幕府から命じられ、絵図元となって行われた陸奥国国絵図の調査作成過程の中で作られた

郡絵図の一枚と思われ、絵図役人生江助内らによつて描かれたものと考えられる (岩手日日新聞社

2003)。 中央には北西から南東に向かって蛇行 しながら金流川が流れており、河川流域一帯には水田

が描かれている。金流川の北東側、絵図中央の東端が島状に高くなっている。この箇所に「館」を示

されている箇所が中村城であると考えられる。この状況を写図 5の航空写真で確認すると、写真中央

が周りより小高くなって、木が繁茂 していることが分かる。写真下側には金流川があるが、この北側

に蛇行する旧河川が確認され、おそらく旧金流川であると考えられる。この 2点から、中村城 (須崎

館)と 考えられる中世城館が存在 したことを確認した。

現況から縄張り図を作成することは困難であるため、より旧地形を確認できる昭和22(1947)年 撮

影の米軍写真に今回の調査区を嵌め込み想定図を作成した (第 70図 )。南の外郭線を 6・ 7号溝跡とし、

北から西にかけては旧金流川まで、東は旧街道までを想定範囲とした。主郭は最も小高い箇所を想定

し、 1・ 2号堀の内部に囲まれる構造となる。 3～ 7号堀は南側の防御のために構築されたと考えら

れる。東にも何らかの施設か自然地形による防御がなされていたと思われるが、近世には街道が北西

から南東にかけて走っており存在 しない。伝えられる「東西十四間 南北十三間 (東西43.6m× 南北
418m)」 イよ、主郭と考えられる範囲のみを示したものと考えられる。

今回の調査区は推定される縄張 り範囲の南西部分を調査したと考えられる。城館の主体部は調査区

北に存在すると考えられるが、調査区からは外郭部分と思われる堀跡や溝跡のみが検出された。遺構

同士の重複関係はなく、状況からは中世と考えられる遺構群は同時存在 していたと想定される。

城館としての存続時期は、遺構内出土の中世遺物とC14AMS年代から推定される。 1号堀跡からは

堆積土中位から328板碑 1点が出土しており、廷文五 (1,360)年 の銘が刻まれている。堆積上下位か

らは銭貨25枚が固着した状態で出土 しており、最も初鋳年が新 しい永楽通賓が1,408年である。 2号

橋跡の橋脚部材である311のC14AMS年 代は1391AD-1443AD(2σ )である。 2号堀跡下位砂層から

出土 した385漆器椀のC14AMS年 代は1271AD 1320AD(2σ )、 384志野産陶器皿は16世紀後半～ 17

世紀初頭、 3号堀跡堆積土上～中位出土の396加工杭のC14AMS年代は1448AD 1527AD(2σ )、 5

号堀跡検出面出上の405志野産陶器皿は16世紀後半～17世紀初頭、堆積土上位出上の406中 国産青磁碗

は13世紀中葉～14世紀前半である。 6号溝跡堆積土上位出上の中国産染付ガヽ皿は15世紀後半～16世紀

代、 1号柵状遺構の骨組部材である286は C14AMS年代で1340AD-1397AD(2σ )である。

遺構の廃絶についてであるが、 1～ 7号堀跡の断面にはいずれも水成堆積 した状況が認められる。

l号堀跡は 2層以下、 2号堀跡は2a層以下、 3・ 4号堀跡は 1層以下、 5号堀跡は7層以下、 6号

堀跡は 2層以下、 7号堀跡は3層以下にほぼ同じ堆積状況が観察され、水成堆積後は人為的に一括土

で埋め戻されている。このように大規模な水成堆積はおそらく金流川の氾濫による洪水堆積と推定さ

れる。この洪水後まもなく、人為的な埋め立てが行われ廃絶したものと考えられる。

これらの中世に係わる出土遺物と各遺構の堆積状況から、城館として機能していた時期幅は13世紀

中葉～17世紀初頭までと捉えられる。その中でも15世紀半ば～16世紀代が中心時期と考えられる。
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第70図 中村城跡の想定図

②橋跡

今回の調査では2箇所の橋跡を確認している。 1号橋跡は2号堀跡に架かる土橋として検出した。

規模は長さ3.4m、 幅65～ 80cmである。橋の幅としてはやや狭いが、人一人通行するには十分である。

西側は隣接箇所が浅く、この部分までを橋と捉えれば、幅2.68～ 3.60mと 広くなる。

2号橋跡は 1号堀跡に架かる等間隔に並ぶ柱列として検出した。規模は 1× 2間で、桁行 2丈 (606

cm)× 梁行 1丈 5尺 (454.5cm)で ある。また、堀側壁部分には9,3尺 (281 8cm)間 隔の補助的な柱も

確認している。

2号橋跡のような木橋の出土例は非常に少なく、残存することは稀である。奈良～中世 。近世の集

落遺跡である福島県郡山市荒井猫田遺跡では、河川跡の流路方向にほぼ直交する2列の抗列として検

出している (郡山市教委 2001)。 杭の内、①～③・⑥ o③は他と比較して際立って太く、等間隔に

列状配置している。残存する規模は、①長さ105cm・ 直径10cm、 ②長さ65cm・ 直径 7 cm、 ③長さ75cm・

直径 8 cm、 ⑥長さ87cm・ 直径10cm、 ③長さ84cm・ 直径10cmを測る。いずれも丸材で、先端のみを鋭角

に加工している。間尺は記載ないが、 1× 1間で5。1尺 (155cm)× 4,1尺 (125cm)ほ どである (報告

書から計測)。 年代については、概ね中世に属するとされている。

本遺跡の2号橋跡を比べると、橋脚である主柱として用いた6本はいずれも長さ2m前後あり、側

壁にも補助杭を打ち、補強も行っている。柱についても大半に全面に及ぶ面取加工を施し、先端を鋭

く尖らせている。柱はlm前後地中に打ち込まれていた。本遺構は間尺が大きいことから、上部構造
である橋桁部分の重量を支えるのを見越して設置したものと考えられる。
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③柵状遺構

本遺構は5'6号堀跡に跨って構築された遺構である。
遺構の構造は、九太材・心持材・割材を立杭や横木として組み合わせて骨組みとし、約60度傾斜を

持たせて折断痕が明瞭に確認される樹皮が付いたままの木枝を縦に並べ敷き詰めている。

このような構造を持つ例としては、主に河川跡に検出されるしがらみ状遺構・柵状遺構・堰跡があ

る。埼玉県熊谷市北島遺跡では弥生時代中期から近世に至るまでの遺構・遺物が検出されており、第

19地点からしがらみ状遺構・堰跡・護岸跡がまとまって検出された (埼埋調 2005)。 第 2号堰跡は

中央水路に築かれた 3つの堰跡の中央に位置し、 5世紀後半を上限とする時期まで使用された。遺構

は垂直に杭が打たれたA列 とB列に横木を渡し、支えとなる細い杭を等間隔に設置している。愛知県

瀬戸市吉野遺跡では自然流路に伴って柵状遺構が確認された (愛埋文 2004)。 自然流路 (NR01)伴

う柵は芯持ちの九太や板状で立杭や横木として482本 を組み合わせた構造となっている。/1Mは太い横

木を流れを遮るように設置し、その両側に芯持ちの立て杭を打ち込み動かないように横木を固定し、

固定した杭より長い立杭を打ち込み柵を作っている。大阪府八尾市久宝寺遺跡でも流路に構築された

堰が検出されている (大文セ 2007)。 05423堰 は流路中央付近に川幅一杯の全長約21.5m見つかって

おり、流向に対 して斜交いに設置され、05418溝への給水用施設という性格を持つ。時期は弥生時代

末～古墳時代初頭である。

上記の通り、しがらみ状遺構・柵状遺構・堰跡などは河川に設置され、主に水量調節や水流調節、

木枝除去の目的で使用される。これに対し、今回の調査で検出された 1号柵状遺構は2つの堀に跨っ

て構築されている。 5号堀跡は調査区内で完結せず不明であるが、 6号堀跡は本遺構から南に約 8m
で途切れているため、水流調節や漁労のための梁 (やな)な どは考えにくい。堀内部は地下水位が高

く、底面には常に水が張っている状態であること、柵を北側に向けて傾斜させていることから、 5。

6号堀跡の 1号柵状遺構より南側の水量を調節するためと考えられる。また、 2号堀跡に架かる 1号

橋跡 (土橋)に も近い位置にあることから、堀を間仕切る防御的な性格を有していた可能性もある。

(2)遺 物

①板碑

328'329は板碑である。

岩手県内で確認されている板碑については1,098基 とされている (司東真雄1985)(注 :1)。 県内

の板碑の分布状況は、第73図の通り岩手県南地域に集中し、旧花泉町内にかぎってみると、382基 も

の板碑が確認されている。また、岩手県内の板碑の概要・研究略史は、『千厩町史第一巻』に詳しい。

328は、1号堀跡トレンチ内の堆積土上位から出土した。全体的に風化が進んでおらず鮮明である。

縦14cm、 幅13cm、 厚さ1lcm、 重さ886gで、石質は岩手県南・宮城県石巻地域の板碑に主に使われる

粘板岩である。旧花泉町内の板碑の多くは粘板岩製で、付近から素材となる岩石を採取し使用したと

考えられる。色調は、青灰で、頭部と基部を欠損している断碑であるが、種子・紀年・願文が刻まれ

ている部分は残っている。

武蔵型板碑 (注 :2)の ように、板碑は、そもそも板状に薄く作られるが旧花泉町周辺の板碑は、
自然石に近い形で使用されている。しかし、328は周辺でみられる自然石に近いものではない。人為

的に成形され厚みのあるもので、形状は、切り口が平行四辺形の角柱で、それには深くしっかりとし

た銘が楽研彫りで刻まれており、その銘は第72図の通りである。

紀年は、廷文 5年 (1360年 )で、一関市花泉町では22番 目に古いものとなりそうである。岩手県最
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＼ ＼

荒井猫田遺跡 Ⅲ区橋状遺構

吉野遺跡 SA01柵状遺構 6=H25)

第71図 橋跡 。柵状遺構の類例
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第72図 出土板碑

古のものは、川崎村門崎にある建長 8年 (1256年 )で、町内では、老松にある乾元 2年 (1304年 )で

ある。ちなみに、国内の最古は埼玉県熊谷市にある嘉禄 3年 (1227)で ある。

願文は、右志者 (み ぎこころざしは)で始まることが一般的で、何々為と省略されることもあるが、
これには「者」が確認できるため、「 (右志)者為過去悲 (母 )」 と彫られていたと思われる。父の供

養の場合は「慈父」、母の供養の場合は「悲母」と表現されるのが通例で、この板碑は、母の追善供

養のために造立されたことがわかる。

3列の願文の間に見られる縦 2条の線刻は、願文を刻む時のレイアウトを考える下書きのようなも

のと思われる。

掲頌は無く、供養者は確認できない。

種子は、願文が書かれた部分を正面とするならば、正面の部分の種子は欠損 しているものの、この

板碑には右側面に種子が彫られている。種子はく (力 )で、地蔵菩薩をあらわしており、地蔵菩薩は、

十三仏の五七日忌にあたる。一関市花泉町内の板碑は、そのほとんどが一つの碑に一つの種子という

一碑一尊の形式をとっている。本来種子は、

仏 (本尊)を現し板碑造立の趣旨を含む祈願

本尊である。つまり328の板碑の場合、種子

を側面に彫ったのではないかという見方もで

きるが、仏である本尊を側面に彫ることは考

え難い。また、正面の紀年銘等が彫られてい

る位置より側面の種子が下に位置しているの

が不釣 り合いの様に感じる。

この328の板碑のように、正面と片面を利

用している板碑の型式は、岩手県内や宮城県

内さらに、全国的にも類例がなく、正面と裏

(『千厩町史』)|こ掲載されている畠山篤雄氏作成の分布図を
市町村合併に伴い新市町村別に記載した。

第73図 岩手県内の板碑分布図
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に書かれた板碑や、三面碑 (注 :3)と いわれる型式の板碑 は全国的に数例あるが、この板碑 はそれ

らに属 さない と思われる。

時期差は不明であるが、一度作 られた ものの、何 らかの理由で側面 を利用 し再び板碑 として役 目を

任 された転用板碑の可能性 も考えられる。

329は、 1号堀跡の東岸検 出面直下で出上 した。縦 21cm、 幅 9.5cm、 厚 さ5cm、 重 さ306g石 質は、粘

板岩である。色調は、にぶい赤褐色で、上半 をほとんど久損 してお り、種子・紀年等は不明である。

薬研彫で願文の一部 とみ られる「…尼七天」の文字が残存 している。          (佐 藤 )

注 :1 藤沢町では、2002年 に町内の板碑を調査し報告書にまとめているが、その中で新たに102基を確認したとあるし、司
東氏の調査後も県内で新資料として板碑報告がされてきている。しかしながら、それらと相反し司東氏が『岩手の石

塔婆』で示した板碑が亡失されているのも少なくない状況である。

本稿では、司東氏が『岩手の石塔婆』で記載した総数に準じた。

注 :2 武蔵型板碑の特徴は、関東地方に多く分布されており、石材が秩父地方産の青石 (緑泥片岩)で、頭部が三角形、2
本の溝 (二条線)、 種子・画で仏を現すものが 多く、現在までに約4万基が知られている。

注 :3 三面板碑は、県内では藤沢町黄海鍛冶屋敷に、元亨3年 (1323)の もので1基所在する。

②木製品

今回の調査では計68点の木製品と橋脚部材を含む柱杭類 (計74′点を掲載)が多量に出土した。

木製品の大半は中世と考えられる遺構から出上しており、年代測定結果からも裏付けられている。

器種は服飾具 (下駄)。 容器 (挽物・李J物 。円形曲物・籠物)。 籠編物・食事具 (杓子形木器・箆)。 部材・

用途不明品である。

下駄は 4点出上 しており、連歯下駄が 3点 と差歯下駄が 1点出土している。236の連歯下駄が26.2

cmと 長く、394・ 403の連歯下駄は20cm前後である。466の差歯下駄は年代測定から1455AD-1635AD(2

σ)の数値が得られている。

挽物の椀は9点出土しており、すべて漆塗りが施されている。漆は332・ 385。 408は内面朱漆、そ

の他は内外面に黒漆が塗布されており、薄れているが朱漆で植物の絵柄が施されている。全形を推定

できるのは334と 408のみであるが、底径が74～7 9cmに 集中していることからもほぼ同じ大きさに製

作されたものと思われる。形状は408のみが回縁が内傾するもので、その他は緩やかに立ち上がるも

のと考えられる。333のタト底面には成形する際に使用したロクロ挽き痕跡が確認される。385は年代測

定から1271AD-1391AD(2σ )の数値が得られている。

円形曲物は■点出土しており、多くは蓋板もしくは底板のみである。340及び402は側板とセットの

状態で出土したが、取り上げ時に外れてしまい、整理において復元した。側板は樺皮で綴じられてい

る。386は側板のみである。336～ 339・ 402・ 426は ほIF同 じ寸法であり、直径10cm前後に集中する。

340イよ (12.8)cm、 276イよ (13.8)cmと やや大きい。底板の大半は打ち込み式であり、板の側面に若干

傾斜が付けられているのに対 して、215の ようにしゃくり底になっていて側板を嵌め込む形状ものも

ある。打ち込み式の底板は底が抜けないようにタケ製の木釘で数力所押さえられることが多い。426

には中央にロクロ挽き使用時の痕跡が認められる。477は 中央に予め孔が空けられており、紙などを

通して蓋として使用したと考えられる。

籠物は3点出土しており、いずれも側板のみである。桶と思われるが、深さは不明である。この他

に籠編物、杓子、箆、縄などが出土している。また、用途不明品として加工板が多く出上しているが、

指物など何らかの製品の一部を構成していたと考えられる。今」物の 2点については平安期の捨て場で

ある 1号河川跡北西岸から出上した。194は椀、195は皿と思われる。194は 白木作 りと思われるのに
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対し、195は 内外面に漆を塗布している可能性がある。

部材は橋脚部材、加工杭、加工材に分けた。加工抗及び加工材は概ね長さ lmを 区分基準とする。

橋脚部材はすべて 2号橋跡を構成するもので、全面に面取 り加工を施し先端を尖らせている。年代測

定において、311は 1391AD-1443AD(2σ )、 314は 1406AD-1449AD(2σ )の数値が得られている。

加工材は主に 1号柵状遺構の骨格に使用されていたもので、長さ2m前後に集中する。表皮はなく、
全面に面取 り加工 しているものと先端のみを尖らせているものがある。年代測定で、286は 1340AD―

1397AD(2σ )、 299は伐採年代で1408AD 1447ADの数値が得られている。加工杭はその他となるが、

多くは伐採した枝木の先端のみを鋭 く加工 し尖らせたもので、表度は残存 している状態である。加工

にはいずれも鋭い刃物が用いられていると考えられ、斧や鈍、手斧などの工具が想定される。

木質遺物は酸性土壌中では残存することは稀で、本遺跡のように地下水位の高い土壊中でないと出

土しない。県内で中世の木製品がまとまって出上している事例として一戸城跡 (15～ 17世紀)が挙げ
られる。1980(昭和55)年調査ではSH01,SH04堀跡を中心に下臥 (差歯下駄・連歯下駄 )。 漆器椀・

漆器皿・箆状木製品 。棒状木製品 (錐柄 )。 製作台・曲物・折敷・台形加工板・板材・刀形木製品 。

削 りかすなどが出土している。

樹種は差歯下駄の場合、台部がホオノキであるのに対 し、歯部はキハダやケヤキが用いられている。

連歯下駄にはマツ・ケヤキを選択している。本遺跡出上の差歯下駄は台部のみでモクレン属製、連歯

下駄はスギ類似種・スギ製と材質は一致しない。曲物は側板にネズコ・スギ、底板にアスナロ・スギ

を用いており、本遺跡の側板にアスナロ、底板 (蓋か)に アスナロ 'ス ギ・クリなど針葉樹質の木材

を多用することは共通している。漆器椀・皿はブナ・ケヤキであるのに対 し、本遺跡はいずれもブナ

属である。

また、下駄は長さが21～22cmに集中する傾向が見られ、本遺跡出±394・ 403と ほぼ同サイズである。

漆器椀 (20)は 回径14.4cm・ 器高8,Ocm・ 底径8 0cmと これも本遺跡出土漆器椀とほぼ同サイズである。

漆器椀は2001(平成13)年調査でも1点確認されており、黒色漆と赤色漆の分析を行っている (一戸

町教委2003)①

漆器椀は金ヶ崎町松本館跡からも4点確認されており (岩埋文1996)、 樹種はブナ属の一種・ケヤ

キが同定されている。口径は14.Ocm。 (154)cm、 底径は (66)～ (7,7)cmと本遺跡出上のものに近い。

また、花巻市笹間館跡からも3点出土しており、草花文 (かたばみ文 ?)が描かれ、大きさ、形状も

類似する (岩埋文1988)。

3総 括

今回の調査で検出した遺構は、平安時代の竪穴住居跡 2棟・土坑 1基・ピット1個・水田跡 2地点・

溝跡 2条、平安時代または平安時代～近世・近代の河川跡6カ 所 (う ち 1カ 所に土器捨て場)、 平安

時代以降の溝跡 2条、中世の堀跡 7条・橋跡 2基・溝跡 3条・土坑 1基・柵状遺構 1基である。

遺物総量は平安時代の上器大コンテナ11箱 ・土錘 5点・鉄鏃 2点・木製品2点、中世の陶磁器小コ

ンテナ05箱・対捐 1点・板碑 2点 (う ち 1点に延文 5年銘)を含む石製品 7点・銭貨25点・漆器椀

や曲物、下駄などの木製品約60点・抗や柱多量、近世以降の陶磁器小コンテナと箱・蹄鉄や煙管など

金属製品小コンテナ 1箱・杭多量、自然遺物 (種実中コンテナ 1箱・獣骨少量)が出土した。

今回の調査で中本す城跡は、遺跡の性格として平安時代の集落、中世の城館跡の大きく2つの時期に

存在したことが分かつた。平安時代の遺構配置からは、居住域と生産域が想定された。特に十和田 a
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テフラを被覆する水田跡は、県内では奥州市水沢区中半入遺跡 。同市同区常磐広町遺跡 。同市江刺区

岩谷堂柳沢Ⅱ遺跡・平泉町竜ヶ坂遺跡から検出されているのみで、県内の調査事例は少ない。今回の

資料追加により、平安時代の北上川流域の水田稲作を考える上での一助となれば幸いである。また、

中世の中村城存続期には堀を巡らし、橋や柵を設置するなど大規模な普請の痕跡を知ることができ

た。中世の木製品や橋跡・柵状遺構などの木質遺構は、残存していることが少ないものだけにこの時

期の様相を考える上で貴重な資料が提供できたのではないかと思う。

しかし、各種遺構・遺物の類例や検討が深く及ばなかった。今後の課題としたい。   (北 田)
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ミ
〕

〔！
Ｎ
↓
〕

（中
ω
９

中
や
∞

】や
０

〔Ｐ
Ｏ
Ｏ
）

〔∞
０
〕

〔Ｏ
Ｎ
〕

〔∞
０
〕

（ミ
∞
）

〔〇
〇
〕

〔０
ヽ
〕

（〕
〕
）

〔０
０
〕

ω
６
ド
０

用

一
酎
ゆ
棘
鞘
当
↓
Ｆ
ヨ
ｓ
隣
弾

酎

一
口
難
泰
芭

０
や
酷
＝
灘
軒

鳳

一
回
算
ト
ヨ
こ
↓
酎
小
Ｎ
習
ｓ
●
専
汁
覇

ｉ
巌
こ
熊
ｃ
´
―
誤
灘
軒

尉
一
酎
け
黙
離
誤
ゆ
ｉ
誌
丼
Ｈ
和
ｉ
片
ヽ
ヨ
溝

ロ
ー
耐

一
″
部
″
ヽ
■
　
細
耐
ド
悩
´
酎
け

離
凱
誤
リ
ド
囃
＝
滞
ｒ
は
ヽ
い

耳

一
酎
チ
囀
凱
誤
り
ｉ
芭

Ｏ
μ
禅

【

一
画
耳
米
芭
６

澱

一
回
軒
※
芭
む

激

一
回
¶
ト
ヨ
ｓ

凩

一
画
輝
卜
首
ｓ

用

一
画
Ｈ
ト
ヨ
０

凩

一
画
苛
卜
首
ｓ

澱

一
回
■
ト
ヨ

ｓ

粛

一
回
気
ゝ
ヨ
ｓ

尉

一
画
鼻
卜
芭

ｓ

尉

一
画
気
卜
芭

こ

尉

一
口
耳
卜
遵

ｓ

烹

伸
言
ド
種

書
―
踊

一
″
ｕ
″
ヽ
十
　
和
ぼ
淳
憎

募
１
酎

一
″
剖
″
ヽ
十
　
湘
い
濤
凶

ロ
ー
舜

一
カ
剖
力
ヽ
十
　
湘
い
ド
脳

コ
イ
粛

一
＞
即
″
ヽ
キ
　
加
ド
ド
脳

コ
ー
厠

一
″
即
力
ヽ
十
　
湘
い
ド
鱚

激

一
細
い
ド
館

ヨ
ー
尉

一
″
剖
ル
ヽ
ヤ
　
加
耐
濤
嶋

〉

冨
ｏヽ
駕
ヽ

５
【
一ミ
苫
§
渕

一９
力ヽ
ぐ
〕
渕
料
Ｓ

Ｓ
ヽ
力
駕
ф瀾
料
Ｓ

Ｎ
９
く
ω
赴
相
Ｓ

９
ヽ
ヾ
】斎

ｍ

Ю
ｏ
Ｈ
ミ
馬
粛
料

Ю
９
ヽ
∞
＼
ミ
瀾
酎

Ｚ
ω
＼
９
雨
勇

Ｚ
Ｎ
＼
０
和

【

:lB

ち
【
】ミ
馬
ｉ
”
ラ
群
醸

時
９
く
０苫
料
渕

や
０
く
０
も
月
灘

Ю
９
【
９
赴
黒
�
駅

雨
６
ヽ
ｏ
苫
灘
�

ω
ｏ
【
『
る
瀾
離

５
く
力
『滋
Ｆ
労
，
獄
轟

０
ヽ
力
０
苫
ｉ
労
τ
齢

Ｎ
切
【
ヾ
】
瀾
瑯

５
ヽ
力
『も
，
ン
，
離
磁

雨
３
ヽ
ミ
〕
瀾
灘

雨
河
Ⅱ

５
ヽ
弩
苫
渕
け

Ｓ
く
力
０
高
瀾
料
蕊

５
【
力
ぐ
】
河
灘
Ｓ

Ь
【
”
ミ
〕
月
灘
�

Ｎ
９
く
∞
＼
〕
瀾

Ⅲ

中
ｏ
【
ミ
馬
瀾
料

や
ｕ
Ｒ
∞
ゝ
激
匹

ｚ
ω
さ
�
渕

０
く
カ
ミ
苫
瀾
匝

Ь
く
Ｓ

苫
前
河

ち
】
力
『雨
〔
碗
，
灘
議

ω
ｏ
Ｈ
６
苫
群
司

や
９
ヽ
『
馬
瀾
糾

や
９
く
ｏ
苫
糾
月

Ю
９
【
ミ
＼
〕
月
�

ｏく
∞ヽ

河
憂

５
Ｈ
一駕
ヽ
ｉ
悦
〓
料
醇

『
り】
力
Ｎ苫
〔
悦
ラ
醇

〕
９
く
０
さ
離
河

Ｎ
９
【
ぐ
】
匹
瀾

中
９
＜
∞
＼
〕
瀾

Ⅱ

苫
和
読

脚
噂

「□
」
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1号
河
川
跡

雫 一望 型 里 ”

6
と
師
器
整
0

〔■
3〕
(7
5)

体
下
半
!ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

体
下
辛
!ヘ
ラ
ナ
デ

10
YM
/3
1こ
ぶ
い
黄
澄
7餌
R6
3に
ぶ
い
褐

52
43

1号

'可

川
跡

3
土
師
君
菱
O

(4
1)

底
1回
転
糸
切
り

1∝
R7
/2
に
ぶ
い
黄
橙
10
YR
3/
1黒
褐

43
1号
1可
川
十跡

１ 一 ５ 一 １ 一 １ 一

8
土
師
署
変

底
1指
紋
残
存

1弾
R7
/3
に
ぶ
い
責
橙
10
YR
3/
1黒
褐

枷 一『
望 一 皇 ４

■
師
3
霊
O

底
:回
転
糸
切
り

10
YR
5/
1褐
灰

10
YR
5/
1褐
灰

1号
河
川
跡

…

2
土
師
君
誕
5
0

25
Y6
/1
黄
灰

25
Y7
/1
灰
白

43
1号
河
川
跡
冊

3
土
師
君
斑
5
0

(1
05
)

25
Y7
/効
【
貰

25
Y6
/1
黄
灰

1号
i可
川
跡

黒
色
土
層

1
土
師
3
整

〔1
98
〕

(7
7)

口
:ヨ
コ
ナ
デ
、
体
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

10
YR
6/
2灰
黄
褐
10
YR
5/
ユ
褐
灰

16
2

1号
河
川
跡

霊
0
〔2
24
〕

(■
8)

口
:ヨ
コ
ナ
デ
、
体
iヘ
ラ
ケ
ズ
リ

口
:ヨ
ヨ
ナ
デ
、
体
:ヘ
ラ
ナ
デ

10
YR
4/
2灰
黄
褐
10
YR
ν
ユ
黒
褐

非
ロ
ク
ロ
 
外

16
6

1号

'i
f川

跡
管
ぎ
り
ぎ
り

黒
色
粘
土
層

霊
口
～
体
:黒
色
処
理

10
YR
3/
1黒
褐

25
Y7
/1
灰
自

5
整

0
〔2
55
〕

(1
33
)

体
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

日
～
体
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

10
YR
3/
1黒
褐

25
Y7
/1
灰
自

1号
,可
川
跡
嚇

里 “ 皇
土
師
君

1号
河
川
跡

12
i師
君
霊
0

11
0
(1
11
)

体
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

体
～
底
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

10
YR
2/
1黒

75
7R
7/
1明
褐
灰

44
1号
河
川
跡

黒
色
粘
土
層

6
上
師
B
甕
0

〔■
2〕

体
下
半
:回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

体
～
底
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

25
Y2
/1
黒

25
Y7
/1
灰
自

土
RT
B
整

ll
ll
l
″
5〕

劉
0

体
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
FR
 I
ヘ
ラ
ナ
デ
口
～
体
iヘ
ラ
ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理
、
底

:

25
Y3
/1
黒
褐

25
Y7
/1
灰
白

1号
河
)跡

上
ET
B
薙

0
(1
04
,

体
:ヘ
テ
ケ
ズ
リ

25
Y7
カ
灰
黄

25
Y7
胞
灰
責

刻
啓
「
キ
」

li
O

45
61

1号
I可
ナ‖
跡

土
師
召

0
%0
〕

(1
92
)
蟄
5〕
体
下
半
|ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

10
YR
ν
2灰
白

Ю
YR
ν
2灰
自

お
60

1号
河
川
跡

0
(1
93
)

体
下
半
!ユ
ビ
ナ
デ

10
YR
‐
/2
に
ぶ
い
黄
惜

上
げ
底
風

2

1号
河
川
跡

二
師
署
ミ
】同
望
0

(8
2)

体
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

Iσ
rR
4/
1褐
灰
10
Y郎
/1
褐
灰

61
ユ
号
河
川
跡

土
師
零
霊
胴
甕
0

(2
00
)

体
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

Ю
YR
ν
2灰
黄
褐

非
ロ
ク
ロ
か

17
4

I号
河
川
跡
4B
3,
ヒ
序
ト
レ
ン
チ
C票
側

4A
3北
津
ベ
ル
ト
C西
佃
‖
黒
色
粘
土
層

早
れ
粘
十
層

土
師
零
三
月同
蜜
30
0

`2
14

(2
16
)
〔2
17
1
口
:ヨ
コ
ナ
デ
、
体
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

口
:ヨ
コ
ナ
デ
、
体
:ヘ
ラ
ナ
デ

Ю
YR
5″
灰
黄
褐
10
YR
3/
1黒
褐

非
ロ
ク
ロ
か

17
5

45
61

1号
河
川
跡

45
10
〔2
15
〕

体
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

体
下
半
:ヘ
ラ
ナ
デ

25
Y7
/2
灰
黄

10
YR
υ
I褐
灰

8と
Cの
間

3
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層
位

種
類
器
種

外
面
調
整

内
面
調
整

備
考

t7
6

1号
河
川
跡

貫
胴
整

〔 "
2)

体
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

10
YR
5/
2灰
黄
褐
10
7R
6/
41
こ
ぶ
い
責
橙

9)

17
7

l号
河
川
跡

20
L師
る
昆
月同
褒

23
5

体
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

体
:ヘ
ラ
ナ
デ

1叫
R7
/3
に
が
い
黄
橙
Ъ
Y暫
/3
に
ぶ
い
橙

lr
D9

ユ
号
河
川
跡

20
〔 "
3〕
体
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

体
下
半
iヘ
ラ
ナ
デ

25
Y5
/1
黄
灰
75
Y郎
/1
黒
褐

ク 輪 上 半

上
半
‐
ょ
口

ヽ
下
半
‐ょ
弾

。
夕
‐
面
上

ス

体 口 積 げ ス

1号
河
川
跡

土
師
君
ミ
胴
蟄

(2
17
〕

22
3〕
体
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

体
:ヘ
ラ
ナ
デ

10
Y暫
/2
1こ
パ
い
黄
澄
10
YR
5/
2灰
黄
褐

18
0

1号
河
川
跡

と
師
器

5
〔2
62
〕

27
9
〔2
65
〕
体
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

10
YR
″
叛
責
掲
5Y
R5
/2
灰
褐

3H
ヒ
岸
ベ
ル
ト

甲
1号
河
川
跡

11
土
師
器
甑

〔1
82
〕

日
～
体
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ー
体
:ヘ
ラ
ナ
デ
、
底
付
近
粘
土
ナ
デ
付

を ナ
10
YR
7/
1灰
白
10
YR
″
1灰
白

単
孔
。
非
ロ
ク

ロ
。
内
面
ス
ス

18
2

貫
ヒ
t号
河
川
跡

8
邦

〔1
31
1〕

37
底
i回
転
糸
切
り

2う
Y″
1灰
白

25
Y″
1灰
白

18
4
17
0
守

】
ヒ
1号
河
"跡

壷
0
0

(解
4)
〔2
a7
,
体
下
半
|ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
、
ヘ
ラ
ナ
デ
体
下
半
:ヘ
ラ
ナ
デ

75
YR
5/
1褐
灰
N5
/0
灰

上
半
に
輸
積
み
積

み
上
げ
痕
。
積
み

な
が
ら
ロ
ク
ロ
引

き
上
げ
か
。

耳
ヒ
1号
河
川
跡
4A
3北
岸
ベ
ル
ト
C西
側
黒
色
粘
土
層

頁
恵
零
壺
0

(6
3)
〔1
07
体
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

N4
/阪

N6
/O
Fk

上
げ
戻
。
積
み

が
ら
ロ
ク
ロ
引

17
3
守

】
ヒ
1号
河
川
跡

壼
O
(1
99
〕

(1
06
)

5Y
5/
1灰

5Y
ν
ユ 灰

須
落

な
が
ら
ロ
ク
ロ
引

4C
4北
岸
ト
レ
ン
テ
B西
側

18
7
17
4
47

】
ヒ
1号
,可
ナ‖
跡

3
壷
0
0

〔あ
4〕
体
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

体
下
半
iヘ
ラ
ナ
デ

75
YR
5/
72
灰
褐
5P
Bν
l言
灰

Ｆ み 引
騨 魏 一 如
』 噸 “ 』

耳 疵 ゆ ４
3C
4

黒
色
土
層

1号
河
川
跡

瓶
O

(1
61
)
〔1
76
〕
体
下
半
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ユO
YR
5/
1褐
灰

10
YR
5/
1褐
灰

内
面
黒
色
付
着

物
有
り



口
:ハ
ケ
メ
、
体
:当
て
具
戻

底
:手
PJ
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

体
～
底
iヘ
ラ
ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

底
!回
転
糸
切
り
→
ナ
デ
磨
り
消
し
、
一
部

残
存

口
～
底
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

体
下
半
:ヘ
ラ
ナ
デ

体
と
半
!タ
タ
キ
、
体
F半
!ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
体
下
半
:ヘ
ラ
ナ
デ

体
～
底
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

口
～
底
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

口
～
底
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
 
早
色
処
理

口
:ヨ
コ
ナ
デ
、
体
～
底
iヘ
ラ
ナ
デ

口
iヨ
コ
ナ
デ
、
体
:ヘ
ラ
ナ
デ

口
iヨ
コ
ナ
デ
、
体
:ヘ
ラ
ナ
デ

日 　 舶 謙 ・ 肺 蓉 ○ 呻 卜 も
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第
9表
 
土
製
品
観
察
表

掲
載
No
登
録
hl
o
図
胆
Nα
写
図
No

出
土
地
点

層
位

器
種

法
量
(c
m)

調
整
・
施
文
な
ど
欠
損

備
考

区
遺
構
名

位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

長
さ
幅
厚
さ
穿
径
童
量
(g
)

20
6

中
央
1号
水
田
跡

水
田
跡
2N
区
(西
側
)

To
‐
a直
下
耕
作
土

土
錘

14

20
7
30
2

中
央
1号
水
田
跡

水
田
跡
2N
区
(西
側
)

To
 a
直
下
耕
作
土

土
錘

30
3

中
央
1号
水
田
跡

水
田
跡
2N
区
(西
側
)

灰
色
土
上
畦
畔

土
錘
●
7)

1孔
1

30
4

中
央
2号
溝
跡

堆
積
土
中

土
錘

14

中
央
2号
河
川
跡

南
側

検
出
面

羽
口

●
の
(1
7)
(2
0)

先
端
が
溶
解

有

23
5
21
2

中
央
3号
河
川
跡
堆
積
土
中
～
下
位
(砂
と
小
礫
層
)

平
瓦

縄
タ
タ
キ
メ

中
央
59
B4

検
出
面

鋳
型
か
羽
口
(2
4)

ナ
デ

有

25
6

南
2号
竪
穴
住
居
跡
ピ
ッ
ト
(H
N)

堆
積
土
中
(一
括
土
)

土
錘

32
4
30
6

南
1号
堀
跡

ベ
ル
ト
北
側

検
出
面
下

It
r蝸

さ ０
高 鬱

内
面
に
黒
色
物
質
付
着
有

南
1号
堀
跡

57
Cl

堆
積
土
中
位
(粘
土
層
)

羽
口

(9
1)
(7
3)

15
60
先
端
が
溶
解

有

第
10
表
 
陶
磁
器
観
察
表

魏 配
鶴 配
剛 恥
卿 血

出
土
地
声

層
位

種
類

器
種

残
存
率
(%
)

法
量
(c
m)

特
徴

産
地

年
代

色
調

備
考

区
遺
構
名
位
置
(グ
リ
ド
)

口
緑
部
底
部
口
径
底
径
器
高

内
面

外
面

断
面

48
1号
河
川
跡
4D
1 
3

褐
色
粘
土
層
(1
層
)下
位

陶
器
瓶
類

O
〔2
28
〕

(3
0)
灰
釉
胸
器

東
泄

9c
末
～
10
c前
半
10
YR
‐
/1
灰
白

IO
YV
/1
灰
白

25
Y″
1灰
白

t9
2
40
8
48

t号
河
川
跡
北
西
岸
3錫

黒
色
上
下
灰
色
層
(1
可
床
)
陶
器
驚

O
変
器
系
陶
器

中
世

N5
/0
天

N6
/O
灰

N5
/0
灰

40
4

中
央
2号
河
川
跡
3И
弦

砂
層

la
器
変

O
0

渥
美

12
c後
半
～
13
c
5Y
ν
ユ 灰

10
Y5
胞
オ
リ
ー
ブ
灰
75
Y6
/1
灰

49
中
央
2号
1可
川
跡
約
銘
(ベ
ル
ト
A西

)
砂
層

胸
器
向
付

0
(2
1)
織
部

美
濃

16
c後
半
～
17
c
25
Y7
/3
浅
黄

25
Y7
/3
浅
黄

25
Y7
/2
灰
責

"3
南
2号
水
田
跡
69
B2

検
出
面

陶
器
火
鉢
(風
炉
)
5
0

瓦
質
土
器

中
世

25
Y4
/1
黄
灰

25
Y5
/1
黄
灰

25
Y7
カ
灰
責

商
l号
堀
跡
ベ
ル
ト
付
近

堆
積
上
上
位

陶
器
碗

青
磁
ζ
J花
文
碁
笥
底
中
国
産
(龍
泉
窯
系
)
12
c後
半
～
13
c前
半
5G
6/
1緑
灰

5C
6/
1緑
灰

Z5
GY
″
1明
オ
リ
ー
ブ
灰

40
3

狗
商
2号
堀
跡
西
拡
張
分

堆
積
土
中

陶
器
変

0
5

渥
美

12
c後
半
～
13
c
75
Y5
/1
灰

25
Y6
/2
灰
黄

25
Y6
/2
灰
黄

38
4
40
7

南
2号
堀
跡
西
側

堆
積
土
上
～
中
位

陶
器
皿

0
志
野

美
濃

16
c末
～
1質
初
25
Y8
/2
灰
自

ワ
5Y
8/
/2
灰
自

25
YV
2灰
自

3号
堀
跡

堆
積
土
上
位
(黒
色
粘
土
層
)
陶
器
碗

言
磁

中
国
産
(龍
泉
窯
系
)
中
世
(1
3c
か
)

10
Y4
/2
オ
リ
ー
ブ
灰
10
Y4
/2
オ
リ
ー
ブ
灰
75
Yν
l灰

40
6

南
5号
堀
跡
西
側

検
出
面

陶
器

0
知

志
野

16
c末
～
17
c初

5Y
8/
2灰
白

5Y
ν
2灰
自

5Y
ク
2灰
自

5号
堀
跡
ベ
ル
ト
西
側

堆
積
土
上
位
(灰
色
粘
土
層
)
陶
器
碗

(1
40
〕

青
磁
(摘
蓮
弁
文
)
中
国
産
(龍
泉
窯
系
)

75
Yν
阪
オ
リ
ー
ブ
75
Y5
/J
天
オ
リ
ー
ブ
猛
5Y
6/
1灰

40
7

南
5号
堀
跡
64
C1
 2

検
出
面

Fa
器
盤

5
0

(2
6)
青
磁

中
国
産
(龍
泉
窯
系
)

Ю
Y5
/2
オ
リ
ー
ブ
灰
Ю
Y5
泡
オ
リ
ー
ブ
灰
75
Y6
/1
灰

12
南
6号
堀
跡
南
端

堆
積
土
上
位
(暗
褐
色
粘
土
層
)
陶
器
花
瓶

(4
5)
古
瀬
戸
灰
釉

糠
戸

5Y
6/
ユ
灰

Ю
Y6
カ
オ
リ
ー
ブ
灰
5Y
ν
l灰

古
瀬
戸
後
期

乾
2

胞
南
6号
堀
跡

検
出
面

胸
器
火
外
(手
矢
り
)

瓦
質
土
器

5Y
ν
lオ
リ
ー
ブ
灰
25
Y7
/1
灰
白

2n
7/
1灰
白

42
3

72
南
6号
堀
跡
65
B1
 3
、
 C
2 
4
検
出
面

陶
器
香
炉

5
〔7
0〕

青
磁

中
国
産
(龍
泉
窯
系
)

75
GY
ν
l緑
灰

75
GY
ν
ユ 緑
灰

25
GY
6/
1オ
リ
ー
フ
灰

6号
灘
跡

lL
TH
土
上
位

磁
器

中
国
産
(明
)

15
c後
半
～
16
c代
5G
7/
1明
緑
灰

10
G7
/1
明
緑
灰

N8
/O
灰
白



第
11
表
 
木
製
品
観
察
表

掲
載
ll
o

登
録
No
剛 配
翻 血

巴
土
地
点

層
位

種
類

器
種
残
存
位
置

依
量
(c
m)

特
徴

木
取
り

樹
種

備
考

屎
接
構
名
位
置
(グ
リ
ッ
ド

長
さ

幅
厚
さ

19
4
10
07
48

1号
河
ナ
1跡
4C
2

黒
色
粘
土
層
2層
容
器
(判
物
)
枕

底
日
径
離 ７６
絲 ②

高
台
を
作
出
。

横
本

ケ
ヤ
キ

平
安

10
08

l号
河
川
跡
北
西
岸
捨
て
場

ベ
ル
ト
C

河
床
面

鶴
¢
l1
//
・
」 l
皿

日
縁
～
底
唯 刻
底
径
〔1
35
〕

内
外
面
に
黒
漆
を
塗
彩
し
て
い
る
可
育
ヒ
性
有
り
。
円
形
の
台
横
本

ケ
ヤ
キ

平
安

11
94

1号
河
川
跡
倒
木

自
然
木

ケ
ヤ
キ

10
09

中
央
1号
溝
跡

東
端

下
位
砂
層

円
形
曲
物
底
板

(1
44
)

曲
物
の
底
板
。
し
や
く
り
底
と
な
っ
て
お
り
、
収
1板
を
嵌
め

る
形
状
を
持
つ
。
直
径
は
推
↑
で
15
cm
ぅ

柾
目

モ
ミ
属

74
‡
次
2号
河
川
跡
No
 l

部
材

加
工
抗

13
75

表
皮
な
し
。
先
端
部
を
鉛
筆
状
に
尖
ら
せ
て
い
る
。

苛
太
材

11
29

密
中
央
2号
河
川
跡

lN
lo
 2

部
材

側 転
く め
杭 留 ｊ

工 土 材

加 壁 用

辰
諺
ぎ
第
琴
盤
仔
暑
駁
η
祭
鍼
宮
れ
を
合
三
妻
偕
危
駅
各
垢

せ
る
為
の
凸
部
分
が
あ
り
側
面
に
8～
16
cm
の
ほ
ぞ
穴
が
各

面
に
回
る
よ
う
に
彫
ら
れ
て
い
る
。

心
持
材

マ
ツ
複
維
管
束
亜
属
 
ク
リ
年
代
測
定

22
2

74
中
央
2号
河
チ
隊

lW
o 
3

部
材

加
工
杭

lg
‖
面
に
偏
25
～
9c
mの
ほ
ぞ
穴
が
4か
所
み
ら
It
る
。

丸
太
材

ク
リ

22
3

65
中
快
2号
河
川
跡
No
 4

部
材

加
工
杭

52
5

表
皮
な
し
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
丸
太
材

マ
ツ
複
維
管
束
亜
属

22
4

74
中
央
2号
河
川
跡
No
 5

部
材

加
工
杭

表
産
な
1ン
。
午
端
gБ
を
尖
ら
せ
る
加
工
が
流
さ
れ
て
い
る
。
丸
太
材

ス
ギ

22
5

74
中
央
2号
河
川
跡

If
o 
6

部
材

加
工
杭

表
皮
な
し
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

み
材 割
割 ん

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
ヨ
ナ

ラ
節

23
6
10
叛

中
央
3号
河
川
跡
49
B2

下
位
砂
層

服
飾
具

下
駄

26
2

28
連
歯
下
駄
。
前
壺
の
位
置
か
ら
は
左
足
用
か
。
歯
は
か
な
り

す
り
減
っ
て
い
る
。
裏
面
に
は
加
工
痕
が
顕
著
。

横
木

ス
ギ
類
似
種

23
7
10
29

中
央
3サ
河
サI
跡
48
C3

上
位
砂
層

用
途
不
IH
E品
加
工
板

13
7)
10
左
右
辺
は
欠
損
。
長
方
形
の
板
と
思
わ
れ
る
。

紅
目

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

23
8

中
嶼
3号
河
川
跡

F位
砂
層

用
途
不
明
品
加
工
板

(2
36
)

12
上
辺
は
久
損
。
四
角
に
成
形
し
て
い
る
。

追
柾
目

ク
リ

23
9
10
34
2

中
央
3号
河
川
跡
48
C3

堆
積
土
上
位
砂
層
用
途
不
明
品
加
工
板

(1
19
)

左
辺
上
に
釘
が
打
た
れ
て
い
る
。
右
辺
か
ら
下
辺
は
欠
損
。
41
T日

ア
ス
ナ
ロ

同
一
個
体

24
0

中
央
3号
河
川
跡
48
C3

堆
積
土
上
位
砂
層
用
途
不
甥
品
加
工
板

13
6)

下
辺
中
央
に
釘
が
打
た
れ
て
い
る
。
左
辺
か
ら
上
辺
は
欠
狼
。
祉
日

ア
ス
ナ
ロ

24
1
11
67

留
中
央
3号
河
川
跡

hl
o 
l

部
材

加
工
杭

60
表
皮
あ
り
。
先
端
部
の
み
に
一
方
向
か
ら
の
加
工
痕
が
施
さ

れ
て
お
り
、
鉛
筆
状
に
尖
ら
せ
て
い
る
。

九
太
材

マ
ツ
複
維
管
束
亜
属

24
2
11
68

中
央
3号
河
川
跡

hl
o 
2

部
材

加
工
杭

63
0
50

表
庄
あ
り
。
先
端
部
の
み
に
加
工
痕
が
施
さ
れ
て
い
る
。
丸
太
材

マ
ツ
複
維
管
東
亜
属

24
3
11
69

留
中
央
3号
河
川
跡

ll
o 
3

部
材

加
工
杭

表
皮
な
し
。先
端
部
の
み
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
。
材 割
割 ん
(み
か
マ
ツ
複
維
管
束
亜
属

24
4
11
70

中
嶼
3号
河
川
跡

Nα
 4

音
Б本
オ

加
工
杭

70
柱
状
。
加
工
痕
は
み
と
め
ら
れ
な
ψ

心
持
材

ク
リ

24
5

と
中
嶼
3号
汀
川
跡

Nα
 5

部
ル
|
れ
日工
杭

47
5

甘
太
材

27
逍
10
38

南
2号
水
田
跡

掲
色
土

用
途
イヽ
明
品
加
工
板

ll
角
を
落
と
し
て
丁
軍
に
成
形
し
て
い
る
。
右
辺
は
欠
損
。
蓋
か
。
柾
日

マ
ツ
属
単
維
管
東
主
属

27
5
10
39

南
2号
水
田
跡

褐
色
土

用
途
不
明
品
bH
工
板

60
11
残
存
は
隅
を
落
と
し
た
五
角
形
。
蓋
の
よ
う
な
も
の
か
。
追
柾
目
ア
ス
ナ
ロ

10
16

南
2号
水
田
跡
67
D1
 3

検
出
面

円
形
曲
物
底
板

(1
38
)

丁
寧
に
成
形
さ
れ
た
円
形
の
底
板
。
狽
1面
は
下
に
向
か
っ
て

若
千
斜
め
に
削
ら
れ
て
お
り
、
狽
J板
に
合
う
よ
う
作
ら
れ
て

�ヽ
る
。

板
目

ク
リ

27
7

兜
南
1号
柵
状
遺
構
No
 l

部
材

加
工
材

42
10

表
皮
な
し
。
先
端
部
を
鉛
筆
状
に
尖
ら
せ
て
い
る
。
先
端
側

に
約
30
cm
お
き
に
4か
所
柱
を
と
め
る
た
め
の
溝
が
彫
ら
れ

て
い
る
。

丸
太
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

27
8
11
35

雅
南
1号
柵
状
遺
構
IW
o 
2

部
材

加
工
材

20
70

全
面
に
面
取
り
加
工
が
顕
著
で
あ
る
。

心
持
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
鮪

南
1号
柵
状
遺
構
hl
o 
3

部
材

加
工
材

17
20

全
面
に
面
取
り
加
工
を
施
し
て
い
る
。
端
部
に
伐
採
痕
が
み

ら
れ
、
も
う
一
方
の
端
部
に
は
側
面
を
若
干
削
り
身
を
細
く

し
板
状
に
加
工
し
て
い
る
。

喜
ル
す (
半
若
ゆ
コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

南
1号
柵
状
遺
構
No
 4

音
bル
す

bl
工
材

状
態
不
里
。
破
片
。

丸
太
材
か

28
1
11
38

南
1号
柵
状
遺
構
No
 5

部
材

加
工
材

13
45

表
皮
あ
り
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
丸
太
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
ヨ
ナ

ラ
節

28
2
11
39

南
1号
柵
状
遺
構
ll
o 
6

きヽ
ホオ

加
工
材

22
55

表
皮
な
し
。
先
端
部
を
一
方
向
か
ら
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し

て
い
る
。

丸
太
材

南
1号
ll
L状
遺
構
No
 7

都
材

加
工
材

18
00

表
反
な
し
。
先
端
部
の
み
に
加
工
痕
が
あ
り
鉛
筆
状
に
尖
ら

せ
て
い
る
。

丸
太
材

ク
リ

巧
南
1号
柵
状
遺
構
No
 8

都
材

加
工
材

表
皮
な
し
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
割
材
(み
か

ス
営
‖ゝ

28
5

南
1号
柵
状
遺
構
hl
o 
9

部
材

加
工
材

表
皮
な
し
。
先
端
部
の
み
に
尖
ら
せ
る
加
工
痕
が
施
さ
れ
て

い
る
。

丸
太
材

ク
リ

28
6

68
南
と
号
柵
状
遺
構
No
10

部
材

加
工
材

(2
35
0)
と2
0

全
面
に
面
取
り
加
工
が
施
さ
れ
先
端
部
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
心
持
材

コ
ナ
ラ
属
ヨ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

28
7

南
l号
柵
状
遺
権
No
ll

部
材

加
工
材

表
皮
な
し
。
先
端
部
の
み
に
鉛
華
状
に
架
ら
せ
る
加
工
が
施

さ
れ
て
い
る
。

丸
太
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
上
属
ヨ
ナ

ラ
節

≦ 　 肺 離 ・ 磁 彗 ○ 呻 偕 じ
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掲
載
No
観 配
図
版

ll
o
釧 血

出
土
地
点

層
位

種
類

器
種
残
存
位
置

法
量
(c
m)

特
徴

木
取
り

樹
種

備
考

区
置
構
名
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

岳
ト

幅
チヨ
ト

28
8
l1
45

南
1号
柵
状
遺
構
bl
o1
2

部
材

加
工
材

飛
度
あ
り
。
先
端
部
の
み
に
尖
ら
せ
る
加
工
反
が
施
さ
れ
て

ψヽ
る
。

丸
太
材

28
9
11
46

南
1号
柵
状
遺
構
No
13

部
材

加
工
材

14
0

全
面
に
面
取
り
加
工
が
顕
著
で
あ
り
先
端
部
を
鉛
筆
状
に
尖

ら
せ
る
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

割
材

ヨ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
飾

29
0
11
47

南
1号
柵
状
遺
構
No
14

部
材

加
工
材

表
皮
あ
り
。
端
部
に
尖
ら
せ
た
と
思
わ
れ
る
加
工
痕
が
み
と

め
ら
れ
る
_

丸
太
材

11
48

南
1号
柵
状
遺
構
lN
lo
15

部
材

加
工
材

17
70

全
体
に
向
収
り
加
工
が
さ
れ
て
お
り
、、
先
端
部
を
鉛
筆
状

に
尖
ら
せ
て
い
る
。
側
面
に
5X
25
cm
深
さ
1 
5c
mの
方
形
の

ほ
ぞ
穴
が
1か
所
あ
る
。
転
用
材
か
?

心
持
材
コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

29
2

南
ユ
号
柵
状
遺
構
No
16

乱
`材

加
工
材

表
度
な
し
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
丸
太
材

29
8
11
50

南
1号
柵
状
遺
構
No
17

部
材

加
工
材

21
90

全
体
に
面
取
り
加
工
が
顕
著
で
あ
り
、
先
端
部
を
鉛
筆
状
に

尖
ら
せ
て
い
る
。

心
持
材

コ
ナ
ラ
属
ヨ
ナ
ラ
亜
属
ヨ
ナ

ラ
節

29
4

南
1号
柵
状
遺
構
lW
o1
8

部
材

加
工
材

表
皮
な
し
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
が
施
さ
れ
て
お
り

枝
部
分
は
、
き
れ
い
に
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
い
る
。

丸
太
材

ク
リ

29
5

猪
南
1号
柵
状
遺
構
ll
o1
9

部
材

加
工
材

36
90

全
体
に
面
取
り
加
工
が
顕
者
で
あ
る
。
端
部
に
幅
14
ca
l深
さ

4c
ln
の
組
み
合
わ
せ
る
為
の
溝
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

心
持
材

ブ
ナ
属

29
6

i6
南
1号
柵
状
遺
構
N滋
0

部
材

加
工
材

14
0

全
体
に
丁
寧
な
面
取
り
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
先
端
部
を

鉛
筆
状
に
尖
ら
せ
て
い
る
。

心
持
材

ク
リ

発
南
1号
柵
状
遺
構
No
21

部
材

加
工
材

12
95

表
皮
な
し
。
加
工
板
。

割
材
(板
)

IT
ロ

29
8

i6
南
1号
柵
状
遺
構
rf
o2
3

部
材

加
工
材

全
体
に
面
取
り
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
先
端
部
を
尖
ら
せ

て
い
る
。

心
持
材

29
9
11
56

南
1号
柵
状
遺
構
N麒

部
材

加
工
材

12
5

全
体
に
加
工
痕
著
し
い
。
全
体
に
面
取
り
さ
れ
て
お
り
、
幅

健 部
習
辱 螢
こ 稗
芳
完々
瞑
嫁ノ
か
ら 前
銑
的
心
持
材

ク
リ

年
代
測
定

30
0

南
1号
柵
状
遺
構
bl
o2
5

部
材

加
工
材

全
体
に
面
取
り
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
先
端
部
を
尖
ら
せ

て
い
る
ハ

心
持
材

南
1号
柵
状
遺
構
卜膨
6

部
材

加
工
材

表
反
な
し
。
先
端
部
を
一
方
向
か
ら
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し

て
い
る
。

丸
太
材

南
1号
柵
状
遺
構
心 朋

部
材

加
工
羽

全
体
に
面
取
り
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
先
端
部
を
尖
ら
せ

て
い
る
。

心
持
材

30
3

南
l号
柵
状
遺
構
No
29

音
Б材

加
工
材

表
皮
な
し
。
先
端
部
の
み
に
尖
ら
せ
る
加
工
痕
が
施
さ
れ
て

い
る
。

心
持
材

30
4

南
1号
柵
状
遺
構
No
30

部
材

加
工
材

霧
美
脅
と
そ
含
雰
|こ

面
取
り
加
工
が
顕
者
で
あ
り
、
先
端
部
心
持
材

30
5

77
南
l号
柵
状
遺
構
No
3]

部
材

加
工
材

表
皮
な
し
。先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
痕
榜
流
さ
れ
て
い
る
。
丸
太
材

30
6

77
南
1号
柵
状
遺
構
No
32

部
材

加
工
材

誦鍮
客 其
ち馨
モ係
考 到
面 付
近
を 面
取
りし
て
い る
。 先
割
材
(み
か

ん
割
)

30
7

南
1号
柵
状
遺
構
hl
o3
3

音
【羽

加
工
材

15
00

全
体
に
面
取
り
加
工
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
状
態
が
悪

い
。
側
面
に
凹
加
工
3箇
所
有
り
。

丸
太
材

30
8
11
65

南
1号
柵
状
遺
構

部
材

加
工
材

宗管
無
囲悟
場T
霧
ご 誓
亮そ
汽 ぢ
β。
先端
部
は一
方
向
心
持
材

ク
リ

30
9

77
南
2号
橋
跡

橋
脚
hl
o6
4

部
材

橋
脚
材

含 姿
看尋
雰為
型 菱
暴ゲ
詈言
で
あ
る 。
先端
部
を 鉛
筆状
丸
太
材

ク
リ

77
南
2号
橋
跡
橋
脚
ll
o6
5

部
材

橋
脚
材

2弯
肝
面
取
り
さ
れ
て
い
る
が
、
加
工
痕
は
先
端
が
顕
者
で
心
持
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

南
2号
橋
跡
橋
脚
IN
lo
67

部
材

橋
脚
材

(1
99
0)

全
体
に
面
取
り
し
て
い
る
。
加
工
は
先
端
が
顕
著
で
あ
る
。
心
持
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
ヨ
ナ

ラ
節

年
代
測
定

77
南
2号
橋
跡

橋
脚
ll
lo
68

部
材

橋
脚
材

全
体
に
面
取
加
工
が
顕
署
で
先
端
部
を
鉛
筆
状
に
尖
ら
せ
て

い
る
。

心
持
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
史
属
ヨ
ナ

ラ
節

77
南
2号
橋
跡

橋
脚
hl
o6
9

部
材

橋
脚
材

18
60

悪
縁
≧
枚
,こ
瑞
坐
思犯
考
ば
二
十
て
い
る
が
先
端
部
が
顕
著
芯
持
材

ヨ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

南
2号
橋
跡
橋
脚
hl
o7
0

部
材

橋
脚
材

16
30

加
工
痕
は
先
端
に
著
し
い
。
上
部
も
面
取
り
し
て
い
る
が
明

確
驀
ゑ
尻
そ
楔
考
?方
向
l■
■
方
か
ら
下
方
院
的
に
主
丸
太
材

ヨ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

年
代
測
定

南
2号
橋
跡

橋
脚
hl
o7
1

言
馬材

橋
脚
材

表
皮
な
し
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
て
い
る
。

丸
太
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

77
南
2号
橋
跡

橋
脚
lb
72

部
材

橋
脚
材

87
0

表
反
な
し
。
先
端
pl
の
み
に
加
工
痕
が
み
ら
れ
鉛
睾
状
に
尖

ら
せ
て
い
る
。

丸
太
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

77
南
2号
橋
跡

橋
脚
血
73

部
材

橋
脚
材

案
管
壌
写
謡
2押
工
が
顕
著
で
あ
り
、
先
端
部
を
鉛
筆
状
t

心
持
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節



η
南
2号
橋
跡

橋
脚
M4

部
材

橋
脚
材

全
面
に
面
取
り
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
先
端
部
は
一
方
同

か
ら
の
加
工
が
顕
著
で
あ
る
。

心
持
材

11
05

南
2号
橋
跡
橋
脚
No
38

部
材

橋
脚
材

表
皮
な
し
。
加
工
痕
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
先
端
部
に
伐
採

痕
が
あ
る̂

割
材
(み
か

ん
割
)

7
南
2号
橋
跡
橋
脚
No
42

部
材

橋
脚
材

表
皮
な
し
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
。
加

工
痕
が
顕
著
で
あ
る
。

丸
太
材

33
2
10
04

69
南
l号
堀
跡
60
B2

中
～
下
位

て予
8子
 (
働
)
椀

体
下
半
～
底
唯 ｍ

底
径
(7
9)
器
高
(3
9)
内
面
は
朱
漆
塗
彩
、
外
面
は
黒
漆
地
に
朱
漆
で
模
様

横
木

ブ
ナ
属

33
8
10
05

南
1号
堀
跡
60
B4

中
～
下
位

容
器
(初
物
)
椀

体
下
半
～
底
唯 ｍ
離 ７８
縞 Ю

内
面
は
黒
漆
地
に
朱
漆
で
木
棄
の
模
様
、
外
向
も
黒
浴
地
に

朱
漆
で
模
様
、
外
面
底
に
ロ
ク
ロ
痕
跡

横
木

ブ
ナ
属

33
4

南
1号
堀
跡
60
B4

中
～
下
位

鶴
鋤

)
椀

日
縁
～
底
鶴 ‐５
７
日

底
径
79
器
高
推
完
69
内
面
は
黒
漆
地
に
朱
漆
で
木
葉
の
模
様
、
外
面
も
黒
漆
地
に

失
漆
で
構
様

横
木

ブ
ナ
属

南
1号
堀
跡
61
B2
 4

堆
積
土
中

容
器
(挽
物
?)
不
明

口
径

底
径

局 Ｄ
喬 Ｇ
挽
物
器
と
思
わ
れ
る
が
、
小
片
の
た
め
不
明
。

横
本

ブ
ナ
属

南
l号
堀
跡
ト
レ
ン
チ

中
位
灰
色
粘
土
層
円
形
山
物
底
板

10
曲
物
の
底
板
。
側
面
が
下
に
向
か
っ
て
斜
め
に
削
ら
れ
て
お

り
、
側
板
に
嵌
め
込
む
形
】大
に
な
っ
て
い
る
。

オ尻
目

ア
ス
ナ
ロ

南
1号
堀
跡

中
～
下
位
暗
褐
色

粘
土
層

円
形
曲
物
底
板

99
守!
ル
子]
騨
亀災士
〕写
Et
r孫
爬4
:B
再
傘|七
:!
こ
翠ぢ
ζl!
子
ξi言

右
り̂

板
目

ア
ス
ナ
ロ

33
8

南
l号
堀
跡
61
B2
 4

中
位

円
形
曲
物
蓋
(底
)板

(1
07
)
(5
6)

曲
物
の
蓋
(底
)板
。
丁
寧
に
成
形
さ
れ
て
い
る
。

lL
目

ス
ギ
類
似
種

33
9

南
1号
堀
跡
60
Bl

下
位
(砂
層
崩
落

土
中
)

円
形
曲
物
蓋
(底
)板

曲
物
の
蓋
(底
)
板
。
丁
寧
に
成
形
さ
れ
て
い
る
。

板
目

ア
ス
ナ
ロ

34
0

南
1号
堀
跡
ト
レ
ン
チ
灰
色
粘
土
層

円
形
曲
物
飲
食
器
か

ヨ
径
推
完
12
8
氏
径
推
完
12
8
器
高
推
完
46
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
。
側
板
は
樺
皮
で
縁
じ
ら
れ
て
い
る
。
打

ち
込
み
の
平
底
。

板
目
(底
)
ア
ス
ナ
ロ

南
1号
堀
跡
59
C1
 3

堆
積
土
中
位
齢

  
  
 (
ね
卦
勿
)
桶
(側
板
)

41
11
桶
の
側
板
で
、上
部
の
み
残
存
。
丁
寧
に
成
形
さ
れ
て
い
る
。
板
目

ス
ギ

34
2

南
1号
堀
跡
61
B2
 4

中
位

食
事
具

杓
子

(2
05
)

丁
寧
に
成
形
さ
れ
て
い
る
。
柄
に
な
る
箇
所
に
直
径
lc
mの

孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
柄
は
欠
損
。

追
柾
目

ア
ス
ナ
ロ
類
ll
l種

34
3

Ю
南
1号
堀
跡

中
位

用
途
不
明
品
加
工
板

(3
6)

札
状
の
板
。
下
部
が
若
千
幅
広
立

柾
目

ス
ギ

34
4
10
37

Ю
南
1号
堀
跡

中
位
黒
色
土
層
用
途
不
明
品
加
工
板

(1
71

06
札
状
の
板
。
下
辺
が
欠
損
。
表
面
に
擦
痕
が
顕
著
。

板
目

ス
ギ

10
40

南
1号
堀
隊

検
出
面

用
途
不
明
品
加
工
板

右
辺
は
欠
損
ぅ
/t
C周
を
四
角
に
成
形
し
て
い
る
。

柾
目

ス
ギ

南
1号
堀
跡

堆
積
土
中
位
(黒

色
土
層
)

用
途
不
明
品
樹
皮
紐

18
8

樹
皮
(樺
度
か
)を
剥
ぎ
取
つ
た
も
の
。
曲
物
を
縁
じ
る
際

に
使
用
か
。

サ
ク
ラ

11
0

南
1号
堀
跡

ll
o 
5

部
材

加
工
杭

柔
鹿
な
し
。
生
端
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
。

丸
太
材

南
1号
堀
跡
N諺
6

部
材

加
工
杭

50
表
皮
な
し
。
先
端
の
み
を
一
方
向
か
ら
尖
ら
せ
る
加
工
を
施

し
て
い
る
。
曲
が
っ
て
い
る
。

丸
太
材

ク
リ

南
1号
堀
跡
N諺
7

部
材

加
工
杭

柔
彦
な
Iフ
。
午
端
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
。

丸
太
材

南
1号
堀
跡
No
37

都
材

加
工
杭

表
皮
な
し
。
先
端
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
。

古
太
1/
1

南
1号
堀
跡

hl
o4
1

部
材

加
工
杭

37
5

表
度
な
し
。
先
端
部
を
従
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
。
丸
太
材

35
2

南
と
号
堀
跡

Ⅲヽα
52

音
[材

加
工
杭

表
皮
な
し
。
先
端
部
の
み
鉛
筆
状
に
尖
ら
せ
て
い
る
。

丸
太
材

ク
リ

35
3

南
t号
堀
跡

lW
o6
1

部
材

加
工
抗

11
50

表
皮
な
し
。
先
端
部
の
み
を
尖
ら
せ
る
加
工
痕
が
施
さ
れ
て

い
る
。

九
太
材

南
1号
堀
跡
No
62

部
材

加
工
抗

表
皮
な
し
。
先
端
部
の
み
を
尖
ら
せ
る
加
工
痕
が
施
さ
れ
て

い
る
。

丸
太
材

ク
リ

35
5

南
1号
堀
跡
No
63

部
材

加
工
杭

69
5

柔
産
な
1フ
。
午
端
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
。

丸
太
材

11
22

南
1号
堀
跡
No
75

部
材

加
工
杭

11
85

先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
。

材 目
割 柾
(板
)

11
66

南
1号
堀
跡

60
Cユ

班
槙
土
甲
1■
(個

灰
色
粘
土
)

部
材

加
工
杭

36
5

表
皮
な
し
。
先
端
部
を
一
方
向
か
ら
尖
ら
せ
て
い
る
。
端
部

が
炭
イ
と
し
て
い
る
。

丸
太
材

10
03

南
2号
堀
跡
66
A2

下
位
砂
層

ぞ詔
器
  
(抄
団
勿
)
杭

体
下
半
～
底
口
径

(1
34
)
底
径
79
器
高
(4
1)
内
面
は
朱
漆
塗
彩
、
外
面
は
黒
漆
地
に
朱
漆
で
模
様

横
木

ブ
ナ
属

年
代
測
定

10
20

南
2号
堀
跡
66
B2
 4
と

66
C1
 3

円
形
曲
物
側
板

曲
物
の
側
板
の
み
残
存
。
幅
3c
mの
板
を
組
み
合
わ
せ
て
い

る
。
長
さ
か
ら
す
る
と
、
径
の
大
き
な
曲
物
の
可
能
性
が
あ
柾
日
(例
)
ア
ス
ナ
ロ

38
7
10
31

Ю
首
2号
堀
跡

用
途
不
明
品
加
工
板

(4
7)

l
右
辺
 
下
辺
は
欠
損
。
方
形
に
成
形
。
や
や
小
さ
め
か
。

ク
リ

38
8

70
南
2号
堀
跡

西
側

下
位
(灰
色
と
掲

色
粘
上
の
間
)
用
途
不
明
品
加
工
板

24
0
(1
11
)

右
辺
の
上
下
2箇
所
ず
つ
に
穿
孔
。

柾
目

ス
ギ
類
似
種

折
致
か

38
9

70
南
2号
堀
跡

中
位

用
途
不
明
品
加
工
板

上
下
辺
が
欠
損
。
札
状
の
板
。

II
E目

ア
ス
ナ
ロ
類
似
種

39
0
03
4C

70
南
2号
堀
跡

西
側

下
位
(砂
層
の
上
)
用
途
不
明
品
加
工
板

中
央
が
幅
広
で
、 両
端
部
付
近
に
各
3箇
所
の
穿
孔
が
あ
る
。

佃
級
は
丁
室
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。表
面
に
は
榛
痕
が
顕
著
。
板
目

ア
ス
ナ
ロ

39
3
10
22

南
3号
堀
跡

中
位
(灰
色
粘
土

層
)

食
事
具
カ
箆

丁
寧
に
面
敦
り
さ
れ
て
い
る
。
下
端
が
幅
広
く
、
柄
は
細
く

な
る
。
先
端
が
黒
色
化
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
痕
跡
と
思
わ

れ
る
^

追
柾
目
ア
ス
ナ
ロ

言 　 齢 離 ・ 肺 さ ⑤ 畔 陪 §

Ｉ Ｉ ｗ ω ω ｌ ｌ



Ｉ Ｉ ｗ ⇔ ト ー ー

触 比
鞠 配
剛 配
駆 ｈ

出
土
地
点

層
位

種
類

器
種
残
存
位
置

朕
量
(c
m)

砦
徴

木
取
り

樹
種

備
考

区
遺
構
名
位
置
(グ
リ
ッ

長
さ

幅
'軍

さ

10
26

南
3号
堀
跡

ベ
ル
ト
西

中
位
灰
色
粘
土
層
服
飾
呉

下
駄

運
歯
下
駄
。
前
三
の
位
置
か
ら
は
左
足
用
か
。
右
側
が
台
幅

よ
り
前
後
歯
が
幅
広
い
。
歯
が
長
い
。

横
木

ク
リ

39
5
10
28

南
3号
堀
跡

中
位
灰
色
粘
土
層
用
途
不
明
品
縄

太
さ
16
LR
夢
入
り

軍
本

39
6

南
3号
堀
跡

東
側

上
～
中
位

部
材

加
工
杭

加
工
は
先
端
の
み
で
、
樹
皮
が
つ
い
た
丸
太
材
の
状
態
で
あ

る
。
先
端
に
は
嵌
め
込
む
た
め
の
溝
が
作
出
さ
れ
て
お
り
、

尖
ら
せ
て
い
る
。

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

年
代
測
定

39
7

78
南
3号
堀
跡

東
側

上
～
中
位

部
材

加
工
杭

表
皮
あ
り
。
端
部
に
伐
採
痕
が
み
ら
れ
、
枝
部
分
は
切
り
落

と
さ
れ
て
い
る
。

丸
太
材

10
02

南
4号
堀
跡

ベ
ル
ト
西
炭橿
薙笙
帥

齢
餞
物
)
椀

体
下
半
～
底
口
径
(1
40
)
睫 ７９
縞 ⑭
内
面
は
黒
漆
地
に
朱
漆
で
模
様
、
外
面
は
黒
漆
塗
彩

横
木

ブ
ナ
属

40
2

南
4号
堀
跡

ベ
ル
ト
東
炭雹
鶏笙
鋤

円
形
曲
物
飲
食
器
か

ヨ
径
推
完
90
氏
径
推
完
90
器
高
推
完
48

バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
。
倒
板
は
樺
皮
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
側

板
と
底
板
は
下
端
に
打
つ
た
本
釘
で
押
さ
え
て
い
る
。
打
ち

込
み
の
平
底
。

板
日
(底
)
ア
ス
ナ
ロ

40
3
10
25

商
4号
堀
跡

ベ
ル
ト
西

中
位
灰
色
粘
土
層
服
飾
呉

下
駄

(1
91
)

逗
歯
下
駄
。
台
幅
よ
り
前
後
歯
が
幅
広
い
。
裏
面
に
は
加
工

痕
が
顕
著
。

横
本

ク
リ

40
8
10
01

南
5号
堀
跡

ベ
ル
ト
東
告
仔
(灰
色
粘
土
ぞ帯
器
  
(働
)
椀

口
縁
～
底

内
面
は
朱
漆
塗
彩
、
外
面
は
黒
漆
地
に
朱
漆
で
木
葉
の
模
様
横
木

ブ
ナ
属

40
9

姥
南
5号
堀
跡

中
位
灰
色
粘
土
層
揺
働

)
桶
(側
板
)

(1
27
)

丁
寧
に
成
形
さ
れ
て
い
る
。
下
辺
よ
り
上
辺
が
幅
広
く
、
活

干
開
く
器
形
と
な
る
。

板
目

ス
ギ

10
66

南
5号
堀
跡

北
端

堆
積
土
中

締
鯉
物
)
桶
(側
板
)

(1
20
)

10
丁
寧
に
成
形
さ
れ
て
い
る
。
下
辺
よ
り
上
辺
が
幅
広
く
、
着

干
開
く
器
形
と
な
る
。

板
目

ス
ギ

72
南
5号
jT
H跡

ト
レ
ン
チ

下
位
粘
土
層

寵
編
物

寵
か

縦
-1
11
積
-9
7

経
は
不
規
偶
J、
緯
は
2本
越
え
2本
潜
り
右
2本
浜
り

タ
ケ

10
55

南
5号
堀
跡
ベ
ル
ト
す
ぐ
南
底
面

用
途
不
明
品
加
工
板

12
正
面
に
鋸
痕
が
顔
著
。
右
辺
か
ら
下
辺
を
欠
損
。
柱
材
を
切

断
し
た
と
き
の
廃
材
か
。

追
柾
日

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

南
5号
堀
跡

部
材

加
工
杭

表
皮
あ
り
。
先
端
部
を
鉛
筆
状
に
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て

い
る
。

丸
太
材

ク
リ

南
5号
堀
跡

部
材

加
工
杭

表
皮
あ
り
。
先
端
部
を
鉛
筆
状
に
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て

い
る
。

丸
太
材

41
5

路
南
5号
堀
跡

部
材

加
工
杭

表
皮
あ
り
。
先
端
部
を
鉛
筆
状
に
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て

い
る
。
枝
部
分
は
き
れ
い
に
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
い
る
。

丸
太
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
ヨ
ナ

ラ
節

11
84

南
5号
堀
跡

部
材

加
工
杭

表
皮
あ
り
。
先
端
部
を
一
方
向
か
ら
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し

て
い
る
。

丸
太
4/
1

ヨ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
ヨ
ナ

ラ
節

南
5号
堀
朋

部
材

加
工
杭

表
皮
あ
り
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
。
丸
太
材

11
86

南
5号
堀
跡

部
材

加
工
抗

37
5

表
皮
な
し
。
先
端
部
を
一
方
向
か
ら
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し

て
い
る
。

丸
太
材

10
45

南
6号
堀
跡

ト
レ
ン
チ
南
婚雹
毛圭
僧
)(
賠
揺
碗
切
椀

日
径
底
径
編 ⑫
内
面
は
黒
於
塗
彩
、 外
面
は
黒
漆
地
に
朱
漆
で
模
様
(不
明
)
横
木

ブ
ナ
属

10
46

72
南
6号
堀
跡

北
端
(6
1D
3)
警
写
帝
上
位
(~
裕
働

)
椀

口
径

底
径
絲 ｍ
内
 
外
面
に
黒
漆
地
に
朱
漆
で
模
様
。

横
木

グ
ナ
属

10
48

南
6号
堀
跡
62
C4

堆
積
土
中
位
(一

括
土
)

円
形
曲
物
底
板

出
物
の
底
板
。
側
面
が
下
に
向
か
つ
て
斜
め
に
削
ら
れ
て
お

畠 予
澱悟
糧驚
セ捨
を 形
賛
娠充
乏 凝
詠
負七
ワ※
妖 段
ヤ

が
あ
る
。

オ尻
目

ス
ギ

10
49

南
6号
堀
跡
61
C2

Jt
E積
土
中
～
下
位

r牌
降
、

食
事
具
か
斃

(2
21
)

丁
寧
に
面
敦
り
さ
れ
て
い
る
。
赤
外
線
で
は
上
端
部
が
黒
色

化
し
て
い
る
。
何
ら
か
の
痕
跡
か
。
下
端
部
は
久
損
。

柾
目

ス
ギ

10
50

南
6号
堀
跡
ト
レ
ン
チ
北

62
C2

堆
積
土
上
位
(一

括
土
)

用
途
不
明
品
不
明

蓮
::
伏
琢 舒
古言 '
Rl
う

え テ
ニむ
:三
常
[モ
課 啄
!こ
笙 i
鷺
音 :億
縦
木

タ
ケ

10
53

南
6号
堀
跡

ト
レ
ン
チ
北

ら2
C2
警⊆
★上
位
(一
用
途
不
明
品
加
工
板
(孔

有
り
)

(2
88
)

10
中
央
と
下
端
部
に
穿
孔
。
本
来
は
長
方
形
の
板
か
。
左
辺
と

右
】
が
笑
娼
^

柾
目

ス
ギ

43
0

南
6号
堀
跡

Hヒ
端
(6
1D
3)
堆
積
土
上
位
(一

括
土
)

用
途
不
明
品
加
工
板

(0
7)
表
面
は
丁
寧
に
削
っ
て
い
る
。

追
柾
目

ス
ギ

72
南
6号
堀
跡
北
端
(6
1D
3)
堆
積
土
上
位
(一

括
土
)

用
途
不
明
品
加
工
板

(1
10
)
(5
6)
04
表
面
に
擦
痕
が
顔
著
。

追
紅
目

ス
ギ

10
58

南
6号
堀
訴
62
C3

堆
積
土
中
位
用
途
不
明
品
加
工
板

26
2
59

上
端
を
手
頭
状
に
成
形
。
墓
面
は
剤
落
^

追
柾
目

ヒ
ノ
キ
属
頚
似
種

10
59

南
6号
堀
跡
61
C2

堆
積
土
中
～
下
位

(壁
際
)

用
途
不
明
品
加
工
板

(1
51
)

下
端
部
に
加
工
痕
。
柱
材
の
下
端
が
剥
落
し
た
も
の
か
。
板
目

ク
リ

10
60
60

南
6号
堀
跡

堆
積
土
中
位

用
途
不
明
品
加
工
板

長
方
形
の
板
か
。
表
面
は
面
取
り
し
て
厚
さ
を
均
―
に
加
工

し
て
い
る
。

追
柾
目

ス
ギ

10
61

南
6号
堀
跡
63
B4

堆
積
土
中
位

用
途
不
明
品
加
工
板

17
5

禄
憲
発
宅
F雰
?板
。
裏
面
に
加
工
痕
が
顕
著
。
丁
寧
に
成
柾
目

コ
ナ
ラ
属
ヨ
ナ
ラ
主
属
コ
ナ

ラ
節



43
6
10
62

72
南
6号
堀
跡

テ
レ Ｃ
２

卜

６
２

雅
積
二
上
位
(~

括
土
)

用
途
不
明
品
加
工
板

(2
7)

薄
手
の
板
片
。
用
途
不
明
。
上
辺
以
外
は
欠
損
。

追
柾
目

ス
ギ

48
7

南
6号
堀
跡

チ
ン
レ Ｃ
２

卜

６
２

堆
積
土
上
位
(一

括
土
)

用
途
不
明
品
加
工
板

四
角
に
成
形
し
て
い
る
。
右
辺
か
ら
下
辺
は
欠
損
。

柾
目

43
8

南
6号
堀
跡

ト
レ
ン
チ
北
霧
写
1上
1ユ
(一
用
途
不
明
品
加
工
板

11
0

長
方
形
に
成
形
し
て
い
る
。
用
途
不
明
。

板
目

ク
リ

43
9

61
72
南
6号
堀
跡

北
端
(6
1D
l)
堆
積
土
上
位

用
途
不
明
品
加
工
板

四
角
に
成
形
し
て
い
る
。
左
辺
は
欠
項
。

柾
日

44
0

南
6号
堀
跡

部
材

加
工
杭

表
皮
あ
り
。
先
端
部
の
み
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
丸
太
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

44
]

南
6号
堀
跡

吉
【本
オ

加
工
杭

表
皮
あ
り
。
先
端
部
に
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
お
り
、
伐

採
痕
が
み
ら
れ
る
。

丸
太
材

44
2

南
6号
堀
跡

部
材

加
工
杭

84
0

表
皮
あ
り
。
先
端
部
を
一
万
同
か
ら
尖
ら
せ
る
洲
工
を
施
し

て
い
る
。

九
太
材

ク
リ

坐
3

78
南
6号
堀
跡

部
材

加
工
杭

99
0

表
皮
あ
り
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
。
丸
太
材

44
4

南
6号
堀
跡

部
材

日工
杭

苛
太
材

44
5

南
6号
堀
跡

部
材

加
工
杭

68
0

表
及
な
し
。
先
端
部
を
一
方
同
か
ら
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し

て
い
る
。

丸
太
材

ク
リ

44
6

南
6号
堀
跡

部
材

加
工
杭

表
皮
あ
り
。
先
端
部
の
み
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
。
丸
太
材

ヨ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

44
7

南
6号
堀
跡

hl
o7
6

音
[1
71

加
工
材

20
45

表
度
な
し
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
痕
が
流
さ
れ
て
い
る
。
¬
太
材

44
8

南
6号
堀
跡
No
77

部
材

加
工
材

19
40

表
皮
あ
り
。
先
端
に
切
り
倒
し
た
際
の
伐
採
痕
が
み
ら
れ
る
。
丸
太
材

ヨ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
並
属
コ
ナ

ラ
節

44
9

南
6号
堀
跡

hl
o7
8

部
材

BB
工
材

14
60

表
皮
な
し
。
端
部
に
伐
採
痕
が
み
ら
れ
る
。

九
太
材

ク
リ

南
6号
堀
跡

hl
o7
9

部
材

加
工
材

20
30

戻
及
が
そ
の
ま
ま
つ
い
て
い
る
。
加
工
反
な
し
。
側
向
に
幅

4c
mの
ほ
ぞ
穴
が
1か
所
み
ら
れ
る
。

丸
太
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
舘

46
1
11
27

79
高
6号
堀
跡

ll
o8
0

部
材

加
工
材

14
70

表
皮
な
し
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る
が
顕

著
で
は
な
い
。

九
太
材

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

45
2

南
6号
堀
跡
ベ
ル
ト
付
近

(6
2C
4)

堆
積
土
中
位

部
材

加
工
杭

(3
31
)

上
万
か
ら
下
万
(先
端
)に
向
か
つ
て
加
工
さ
れ
て
い
る
。

削
っ
て
先
端
は
平
ら
に
作
出
さ
れ
て
い
る
。

卍
蟹
Ⅲ(
み
か
コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属
コ
ナ

ラ
節

61
南
6号
濤
跡

東
狽
1

上
位
粘
土
層

用
途
不
明
品
蓋
板
か

(1
56
)

丁
寧
に
成
形
さ
れ
た
円
形
の
板
。
左
辺
中
央
に
直
径
71
1u
nの

孔
が
穿
た
れ
て
お
り
、
紐
を
掛
け
た
よ
う
に
外
形
が
凹
ん
で

い
る
。
ま
た
紺
象
に
2箇
所
孔
(釘
か
)が
空
け
ら
れ
て
い
る
。
追
柾
目
ア
ス
ナ
ロ

硲
南
6号
溝
跡

西
側

上
位
(検
出
面
か

ら
20
cm
下
)

用
途
不
明
品
蓋
板
か

(2
45
)
(7
4)
14
丁
軍
に
成
//
/さ
れ
た
円
形
の
板
。
Ff
手
の
板
で
、
径
が
大
き
追
柾
目

ク
リ

10
35
61
2
南
6号
溝
跡

東
上
位
粘
土
虐

用
途
不
明
品
b□
工
板

(3
48
)

札
状
の
板
。
下
辺
付
近
に
穿
孔
。

追
柾
目

10
41

72
南
6号
溝
跡

西
側

上
位
(検
出
面
か

ら
拗
cm
下
)

用
途
不
明
品
加
工
材

効
2

丁
軍
に
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。
赤
外
線
で
は
上
端
部
が
黒
色

化
し
て
い
る
。
中
央
に
紐
を
結
ん
だ
痕
跡
。

心
持
材

エ
ゴ
ノ
キ
属

11
74

的
南
6号
溝
跡
ベ
ル
ト
西
lF
l
上
位
(検
出
面
カ

ら
2_
Oc
m下
)

部
材

加
工
杭

表
皮
あ
り
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る

九
太
材

狗
南
6号
溝
跡
ベ
ル
ト
西
側
上
位
(検
出
面
か

ら
20
cm
~F
)

部
材

加
工
材

10
60

表
皮
あ
り
。
先
端
部
を
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し
て
い
る

丸
太
羽

10
42

73
南
7号
溝
跡

東
上
～
中
位
粘
土
層
服
飾
具

下
駄

(1
05
)

(3
7)
差
歯
下
駄
。
後
歯
の
前
に
2箇
所
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
側

面
は
斜
め
に
成
形
さ
れ
て
い
る
。

積
木

モ
ク
レ
ン
属

年
代
測
定

46
7
10
52

南
7号
滞
跡

東
笠誓
キ上
位
(粘
用
途
不
明
品

板 う
Ｉ り
棚 有

(2
2)

表
裏
面
に
加
工
痕
が
見
ら
れ
る
。
対
象
に
2箇
所
孔
が
穿
た

れ
て
い
る
。
右
辺
は
欠
損
。

柾
目

ア
ス
ナ
ロ
 
木
釘
イ
不
科
タ

ケ
亜
科

10
56

商
7号
溝
跡

西
側

堆
積
土
上
～
中
位
用
途
不
明
品
加
工
板

(3
4

13
長
方
形
に
成
形
し
て
い
る
。
用
途
不
明
。

柾
日

ヒ
ノ
キ
属

46
9
10
68

73
南
7号
溝
跡

61
Dユ
需
僣
千
下
位
(底
用
途
不
明
品
加
工
板

(2
29
)
(1
30
)

上
辺
が
や
や
幅
広
い
形
状
。
右
辺
か
ら
下
辺
は
欠
損
。

柾
目

ク
リ

17
6

南
7号
溝
跡
ベ
ル
ト
西
側

上
ll
I(
凍
出
囲
ガ

ら
20
cm
下
)

部
材

加
工
杭

表
皮
な
し
。
加
工
痕
は
み
と
め
ら
れ
な
彰

丸
太
材

商
7号
溝
跡

東
上
位
(粘
土
層
)
部
材

加
工
杭

表
度
な
し
。
先
端
部
を
平
た
く
な
る
よ
う
尖
ら
せ
て
い
る
.
丸
太
材

47
2

首
7号
溝
跡

東
上
位
(粘
土
層
部
材

加
工
杭

97
5
40

表
皮
な
し
。
加
工
痕
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。

丸
太
材

47
3
11
79

南
7号
溝
跡

東
上
位
(粘
土
層
)
部
材

加
工
杭

表
皮
は
一
部
残
存
し
て
い
る
。
先
端
部
尖
ら
せ
る
加
工
を
施

し
て
い
る

丸
太
材

47
4
11
80

南
7号
溝
跡

西
中
～
下
位
(砂
層
)
部
材

加
工
材

表
皮
あ
り
。
先
端
部
を
一
方
向
か
ら
尖
ら
せ
る
加
工
を
施
し

て
い
る
。

丸
太
材

ク
リ

47
5
10
43

南
7号
溝
跡

東
上
位
粘
土
層

部
材

加
工
材

(1
81
)
(1
32
)
(7
4)
上
方
か
ら
下
方
(先
端
)に
向
か
つ
て
加
工
さ
れ
て
い
る
。

削
つ
て
先
端
を
作
出
し
て
い
る
。

心
持
材

ク
リ

47
7

南
南
区
地
点
不
明

円
形
曲
物
蓋
板

(1
87
)

円
形
の
蓋
板
。
中
央
に
直
径
lc
mの
孔
が
穿
た
れ
て
お
り
、

取
っ
手
を
付
t十
た
と
黒
わ
れ
る
ハ

追
柾
目
ア
ス
ナ
ロ

日 　 舶 蔀 ・ 肺 導 ○ 憮 併 §

Ｉ Ｉ Ｐ ω 伽 ― ―
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第
12
表
 
金
属
製
品
観
察
表

掲
載
No
登
録
h
図
版
No
写
図
No

出
加
煮

層
位

種
類

器
種

存 置
残 位

な
量

材
質

備
考

区
遺
構
名

位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

長
さ
幅
厚
さ
重
量

(倍
合
む
)

1■
河
サ|

38
4

黒
■
土
層

鋼
製

煙
管

吸
□

銅

49
1,
■
フK

水
田
4南
側

To
 a
直
下
堆
積
上

鉄
半
τ
時
代

中
32
B3
攪
舌
し

理
十
中

10
5

20
06
50

2■
V可
川
杯

39
A2

砂
層

鉄
党

中
2;
許
1可
チI
I
跡
39
Bl

砂
獲

22
8

中
央
2売

"可

,
39
A

(折
り
た
た
み
ナ
イ
フ

昭
和
初
期

,■
ヤ可
サ1

層
4

飼

20
15

中
2号
1可

'l
l跡

41
Dl

砂
層

夕
46

夕
00
7

ら
65

中
3■
河
川
跡
48
C8

姉
棺
it
tl
NI
(砂
層
)

1ら
5)

5
中
3号
河
川
跡

49
A3
・
4

堆
積
土
中
位
(砂
層
)

夕
00
R

ら
66

喬
種
外

41
T1
2

槍
出
lE
l

54

5
南
2号
竪
穴
住
居
跡

床
面
一
括

41
k
平
安
時
代

1■
婦
跡

ヤ
置
ベ
ル
ト
よ
り
5m
山
丼
橋
十
「
紅

3テ
堀
跡

堆
橋
土
中
位
(灰
色
粘
土
層
)

鉄
(2
1

~t
時
代

南
6号
堀
跡

引
ヒ
引
帝
(6
1D
3)

f)

4「
J3

6■
加
訴

ト
レ
ン
チ
北
 6
1 
TD
3

(2
01
)

ウ

南
6号
堀
跡

′
ミ
,レ
ト
封
ヒ
 6
2C
l

堆
橋
土
中
位

12

第
13
表
 
銭
貨
観
察
表

掲
載
No
登
録
hl
o
図
版
No
写
図
ll
o

出
土
占 い

層
位

種
類

器
種

存 置
残 位

材
質

備
考

区
遺
構
名
位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

直
径
厚
さ
穿
径
重
量

(儒
合
すI
Ⅲ

夕
■

"可
跡
R9
A2

砂
層

儀
省

南
1号
堀
が
60
B8

進
宿
上
下
位
(
5灰
色
粘
土

銭
管
渋
武
通

字
形

銅
20
17
-‐
20
41
E舜
雪
、 
り町
  
13
68
4F

R馬
9

57
南
1号
堀
跡
60
B3

堆
積
上
下
位
(
5灰
色
粘
土

銭
貨

永
楽

16
0

57
■
堀
訴
6(
)B
8

嫌
括
十
卜
,(
褐
∫火
行
粘
十

儀
省

開
ェ

20
20

南
1号
堀
跡
60
B3

堆
梧
土
下
位

(
3灰
色
粘
土

銭
貨
熙
寧
元

完
形

20
21

■
60
R3

下
缶
智

20
22

南
1号
堀

60
B3

灰
■

銭
管

縛
→踊

字
形

】
ヒ
タヽ
 ・
 1
09
8至
F

36
4

南
サ
堀
跡
60
B3

堆
積
上
下
位
(褐
灰
色
粘
土
)
α
見
多
呈
宋
元
賢

完
形

0

86
5
Z0
24

南
号
蠅
杯
60
B8

戻
武
れ
濯

21
0

「
一
銭

|、
明
・
13
68
年

南
1号
堀
跡
60
B3

堆
積
上
下
位
(褐
灰
色
粘
土
)

銭
永
楽
通
賓

完
形

0
明
 1
40
8年

面
6(
)B
3

天
腰
i南
驚

()

20
27

南
1号
堀
I
60
B3

堆
梧
土
下
位

(
]灰
色
粘
土
)

銭
瞬
I〒
桶
暫

完
形

0
号

6f
JR
3

色
粘
土
)

銭
貨
一 死

完
形

0

3紹
Э
20
29

1号
60
B8

叫 ヽ

南
1サ
堀
跡
60
B3

堆
積
土
下
位

(
灰
色
粘
土

銭
紹
聖
元
賢

完
形

0
銅
北
宋
・
10
94
年

:7
2

号
琳
跡
60
B3

(御
粘
十

ン台
半
〒
濯

0

号
j/
v跡
60
B3

堆
橋
上
下
位
(褐
灰
色
粘
土

不
明

0
銅

南
サ
堀
跡
60
B3

堆
積
上
下
位
(褐
灰
色
粘
土

鉢
元
祐
通
賓

完
形

0

57
Ю

爾
サ
堀
弥
60
B3

堆
積
上
下
位
二
灰
色
粘
土

淳
祐
元

0
背
上
|十
J、
雨
禾
・
12
41
年

雨
号
JM
I跡
60
B3

堆
橿
土
下
位

(
灰
色
粘
土

開
元

晃
形

0
背
上
1不
明

|、
南
唐
 9
60
年

17
7

57
■
琥
脈
60
RR

ユ
粘
土

0

20
37

号
堀
豚
60
B8

色
粘
土

0

南
号
堀
跡
60
B3

堆
積
土
下
位
1灰
色
粘
土
)

銭
政
和
通
賢

完
形

0
銅

北
宋
・
1

20
40

南
l号
堀
跡
60
B3

堆
種
上
下
位

(
局
灰
色
粘
土

銭
紹
聖
元
賓

字
形

封
し
身
R・
 1
09
4`

∩
R2

2f
J4
1

馬
R

■
加
跡

60
Tl
∩

蜂
橋
十
下
作

(
灰
符
粘
十

紹
翌
元

形
0



第
14
表
 
石
製
品
観
察
表

掲
載
No
登
録
No
図
版
No
写
図
No

出
土
地
点

層
位

種
類

法
量
(c
m)

石
材
久
損
備
考

区
遺
構
名

位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

長
さ
幅
厚
さ
重
量
(g
l

30
06

1号
河
川
跡
ベ
ル
ト
②

黒
色
炭
化
層

砥
石

23
2
凝
灰
岩
有

南
1号
堀
跡
ト
レ
ン
チ

堆
積
土
中
位
(粘
土
層
)

板
碑

(1
51
)
(1
63
)

頁
岩
有

32
9
30
02

南
1号
堀
跡
61
B2
 
壁
際

堆
積
土
上
位
(粘
土
層
)

板
碑

(1
99
)
(1
23
)

頁
岩
有

南
1号
堀
跡
60
B4

堆
積
上
下
位
(粘
土
と
砂
の
間
)

石
鉢

器
高
(7
3)

88
21
安
山
岩
有

30
05

南
1号
堀
跡
61
B2

堆
積
上
下
位
(砂
層
)

石
鉢

器
高
(5
3)

安
山
岩
有

39
2

南
3号
堀
跡

堆
積
土
中
位
(灰
色
粘
土
層
)

砥
石

(1
24
)

砂
岩
有

第
15
表
 
骨
角
遺
物
観
察
表

掲
載
No
登
録
h
図
版
No
写
図
hl
o

出
土
地
点

層
位

種
類

法
量
(c
m)

動
物
種

備
考

区
遺
構
名

位
置
(グ
リ
ッ
ド
)

長
さ
幅
厚
さ
重
量
(g
)

24
8

中
央
3号
河
川
跡
48
C3

堆
積
土
中
～
下
位
(砂
と
小
礫
層
)
歯

52
6
ウ
マ

南
3号
堀
跡

堆
積
土
上
位
(黒
色
粘
土
層
)
角

シ
カ

41
9

南
5号
堀
跡
ト
レ
ン
チ
南
(6
3C
2)

堆
積
土
中
位
(一
括
土
)

肩
甲
骨

シ
カ

45
5

南
6号
堀
跡
ト
レ
ン
チ
す
ぐ
北
(6
2C
l)
堆
積
土
中
～
下
位

刺
突
具

(ω
)
(1
2)
23
3
シ
カ

南
6号
堀
跡
北
端
(6
1D
l)

堆
積
土
中
～
下
位

中
手
骨
か
中
足
骨

シ
カ

南
6号
堀
跡
北
端
(6
1D
l)

堆
積
土
中
～
下
位

腫
骨
か

シ
カ

45
8

南
6号
堀
跡
南
端
か
ら
3m

堆
積
土
上
位
(黒
色
粘
土
層
)
頭
骨

シ
カ

日 　 肺 蔀 ・ 肺 彗 ○ 叫 陪 も

― ― ド Ｓ Ｎ Ｉ Ｉ



第16表 炭化材観察表

掲載No 登録No
出土地点

層位 樹種 備考
区 遺構名 位置 (グ リッド)

1号竪穴住居跡 炭化材 1 ケヤキか

5002 1号竪穴住居跡 炭化材 2 ク リ

5003 1号竪穴住居跡 炭化材 3 ク リ

1号竪穴住居跡 炭化材 4 ク リ

1号竪穴住居跡 炭化材 5 ク リ

1号竪穴住居跡 炭化材 6 ケヤキ

5007 1号竪穴住居跡 炭化材 7 ケヤキ

5008 1号竪穴住居跡 炭化材 9 ケヤキ

5009 1号竪穴住居跡 炭化材 11 ケヤキ

1号竪穴住居跡 炭化材18 ケヤキか

l号竪穴住居跡 炭化材21 ク リ

5012 1号竪穴住居跡 炭化材22 セ ンノキ

1号竪穴住居跡 炭化材23 センノキ

5022 1号河)| 跡 2B4 To aテ フラ上層 タ モ

5023 l号河)| 跡 2C2 ナ ラ

5021 1号河ナ| 跡 北西岸捨て場3C4 黒色下灰色層 (河床) ク リ

1号河)F 跡 4B4 北岸トレンチ②東側 黒色粘土層 タ モ

5019 l号河

'I

跡 4B4 黒色粘土層 イタヤカエデ

1号河)I 跡 4C 黒色炭化層 タ モ

1号河,I 跡 4Cl 北岸 トレンチ ホウノキ

5020 l号河川跡 4C3 タ モ

5024 1号竪穴住居跡 カマ ド Pl ク リ

5025 1号竪穴住居跡 P3 堆積土中 ク リ

中央 1号水田跡 水田 l NW区 耕作±2面 (砂層直上) タ モ

5028 中央 1号水田跡 水田2 N区 (ベルト付近) 耕作±2面 (砂層直上) センノキ

5030 中央 1号水田跡 水田2 NW区 耕作上1面下位 タ モ

5026 南 2号竪穴住居跡 NW(59Dl) 堆積土中 ク リ

南 1号堀跡 北端 堆積土下位 (底面) セ ンノキ 年代測定

5027 南 1号堀跡 58C2・ 4 堆積土中～下位 (粘土～砂層) タモ

5015 南 6号堀跡 トレンチすぐ北 62Cl 堆積土中～下位 樹皮

―-168-―



第17表 種実観察表

掲載hlo 登録No
出土地点

層位 種類 個数 重量 (g) 備考
区 遺構名 位置 (グ リッド)

6055 号竪穴住居跡 床面下カマド付近 モ モ 2

号土坑 堆積土上位 (To aよ り上) モ モ 215

6070 号河川跡 2B2 モ モ

号河川跡 2B4 Toa直下耕作土 モ モ

6071 号河川跡 2Cユ モ モ 088

号河川跡 2C1 3 オニグルミ内果皮 244

号河川跡 2C1 3 モ モ 233 食痕

号河川跡 北西岸捨て場 3C3 黒色土層 オニグルミ内果皮 2

号河川跡 北西岸捨て場 3C3 黒色土層 モ モ

号河川跡 北西岸捨て場 3C4 黒色下位灰色層 (河床付近 ) オニグルミ内果皮 l

6050 号河川跡 】ヒ西岸捨て場  3C4 黒色下位灰色層 (河床付近 ) モ モ 2

6052 号河川跡 北西岸捨て場 3C4 黒色下灰色層 (河床) モ モ 4 1096

号1可川跡 北西 岸捨 て場  3C4 黒色粘土層 モ モ 1 073

号河川跡 北西岸捨て場 3C4 黒色土層 オニグルミ内果度 1 156

号河川跡 北西岸 3C4 黒色下灰色層 (河床) モ モ 1

号河川跡 北西岸捨て場 3C4 黒色下位灰色層 (河床付近) クリ炭化種子 2

6025 号河 跡 4Bl 黒色粘土層 オニグルミ内果皮 1

6003 号1可 跡 4B4 黒色粘土層 オニグルミ内呆皮 1

6004 号1可 跡 4B24と 4Bl‐ 3 オニグルミ内果皮 3

号1可 跡 4C上  封ヒベ ,レ トB西側 黒色粘土層 オニグルミ内果皮 2658

号河 跡 4Cl 北岸 トレンチB オニグルミ内果皮

号1可 跡 北西岸捨て場ベルトB 黒色炭化層 オニグルミ内果皮 4 276

号河 跡 北西岸捨て場ベルトB 黒色炭化層 オニグルミ内果皮 1124

号1可 跡 4Cl 黒色粘土層 オニグルミ内果皮 2 365

号1可 跡 4Cl 黒色粘土層 モ モ l 095

6005 号1可 跡 4C2 黒色粘土層 オニグルミ内果皮

号河 跡 4C2 耳し岸 トレンチB西側 黒色粘土層 オニグルミ内果皮 1

6077 号河 1跡 4C2 北岸 トレンチB西側 黒色粘土層 モ モ 1

6024 号河 1跡 4C3 黒色粘土層 オニグルミ内果皮 1 208

6008 号河 1跡 4C3 北岸 トレンチB オニグルミ内果皮 5 958

号河 1跡 4Cl,3 北ベル トB西側 オニグルミ内果皮 6

6038 号河 1跡 4C4 黒色粘土層 オニグルミ内果皮 l 268

号河 |,小 4Dユ 黒色粘土層 オニグルミ内果皮 2

号河 1跡 4D1 2 黒色粘土層 コハクウンボク内呆皮 7 042

号河 1跡 4D3 褐色粘土層 コハクウンボク内果皮 1

号河 1跡 北岸 トレンチC東狽J 黒色粘土層 オニグルミ内果度 4

号河 1跡 P3付近 コハクウンボク内果皮

号河 1跡 北西岸捨て場 1可床 ヒョウタン種子 005

6105 遺構外 5C コハクウンボク内果皮

6028 中央 1号水田跡 水田l NW区西畦畔狽I Toa直下耕作土 オニグルミ内果皮

6039 中央 1号水田跡 水田l SW区 耕作±2面直上 オニグルミ内果皮

6083 中央 1号水田跡 水田 1 To‐a除去時 モ モ

中央 1号水田跡 水田 1 34C3 水田耕作土 コハクウンボク内果皮

中央 1号水田跡 水田 l NW区 西畦畔側 To a直下耕作土 ヨハクウンボク内果皮 012

中央 1号水田跡 水田2 北端攪乱 灰色土層 オニグルミ内果皮

中央 1号水田跡 ガく田2 S区 To a直 下耕作土 モ モ 178

6058 中央 1号水田跡 水田2(35Al) 水四耕作土 モ モ 102

中央 1号水田跡 水田2 E区 To a直 下耕作土 モ モ 3

6066 中央 1号水田跡 水田2 NE区 耕作±2面 (砂層直上) モ モ l 235

6100 中央 l号水田跡 水田2 SW区 (ト レンチ西) To a直下水田耕作土 コハクウンボク内果皮 と

中央 1号水田跡 水田2 N区 Toa直下耕作土 樹皮 3 034

6046 中央 1号水日跡 水田4 ベルト北狽J 耕作±2面 (砂層直上) モ モ l 366

6057 中央 1号水田跡 水田 4 水田耕作土 モ モ と 095

6084 中央 1号水田跡 60B4 堆積土中位 (黒色土層) モ モ 3

中央 1号溝跡 1号溝跡と接する箇所 底 面 オニグルミ内果皮 1

中央 孔号溝跡 壁 面 砂層 ヒメグルミ内呆皮 1 食痕

中央 1号溝跡 35A4 樹皮 1

Ⅵ 遺構・遺物のまとめ
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掲載No 登録No
出土地点

層位 種類 個数 重量 (g) 備考
区 遺構名 位置 (グリッド)

中央 1号溝跡 36Cl・ 3 オニグルミ内果皮 1 387 食痕

6064 中央 1号溝跡 36Cl・ 3 モ モ 1 151 食痕

6035 中央 1号溝跡 東端 底 面 オニグルミ内果皮 l 453

中央 1号溝跡 東端 底面付近 トチノキ種皮 5

中央 2号溝跡 37Dユ 砂層 モ モ 4 075

中央 3号河 跡 48D3 堆積土中～下位 クリ果皮 085

中央 3号河 跡 48C3 堆積上下位 (砂層 ) ッノハシバミ果実 058

6022 中央 3垢}1可 1跡 48Dユ 堆積土中～下位(砂～小礫層)

中央 3号河 I跡 48D3 堆積土中～下位 モ モ 347

中央 3号河 1跡 48D3 堆積土中～下位 クロマツ球果

6086 中央 3号 1可 1跡 48D3 堆積土下位 (砂 ) クロマツ球果

6089 中央 3嗚帝可 1跡 東端 トレンチ 48D クロマツ球果

6036 中央 3号河川跡 西端 トレンチ 49A ヒメグルミ内果皮

中央 3号 1可 1跡 西端 トレ ンチ  49A モ モ

中央 3号河 |1跡 西端 トレンチ 49A クロマツ球果 3

南 2号水田跡 水 田 5 67C4 To‐a直下耕作土 オニグルミ内果皮 1 372

南 2号水田跡 68B2 黒色粘土層 モ モ 1 294

南 2号水田跡 67B4 褐灰色土層 (To‐a直上層) オニグルミ内果皮 1 455

南 2号水田跡 68B4 褐灰色土層 (To a直上層) モ モ 1 037

6095 南 1号堀跡 59Cl・ 3 堆積土中位 ッノハンバミ果実 1

6017 南 1号堀跡 60B4 堆積土中位 (黒色土層) オニグルミ内果皮 l

6056 南 1号堀跡 60B4 堆積土中～下位 モ モ 3

6073 南 1号堀跡 60B4 堆積土下位 (砂層) モ モ 2

南 1号堀跡 60B4 堆積土中位 (黒色土層) モ モ 1

南 1号堀跡 60B4 地積土中～下位 ヒメグルミ内果皮 2 024

6078 南 1号堀跡 61B3 堆積土上位 モ モ 2 178

6074 南 1号堀跡 61B4 暗褐色粘土層 モ モ 1

南 2号堀跡 モ モ 2

6067 南 2号堀跡 トレンチ モ モ 1

6033 南 4号堀跡 ベル ト 6層 オニグルミ内果皮 l 279

6059 南 4号堀跡 堆積土上位 (灰色粘土層) モ モ 2 384

6027 南 5号堀跡 堆積土中位 (灰色粘土層) オニグルミ内果皮 1

6043 南 5号堀跡 堆積土中位 (灰色粘土層) モ モ l

6097 南 5号堀跡 ベル ト西側 地積土上位 (灰色粘土層) ッノハシバミ果実 1

6082 南 6号堀跡 北端 (61Dl) 堆積土中～下位 モ モ 1 127

南 6号堀跡 北端 (61Dl) 堆積土中～下位 オニグルミ内果皮 2

6040 南 6号堀跡 北端 (61D3) 堆積土上位 (一括土) オニグルミ内果皮 10

6047 南 6号堀跡 北端 (61D3) 堆積土上位 (一括土) モ モ 3 545

6012 南 6号堀跡 ′ミルトJヒ (62Cl) 堆積土中位 オニグルミ内果皮 2

6062 南 6号堀跡 ベルトJヒ (62Cl) 堆積土中位 モ モ l

6091 南 6号堀跡 ′ミ,レ ト】ヒ 62Cl 堆積土中位 トチノキ種皮 1 137

6094 南 6号堀跡 トレンチすぐ北 62Cl 堆積土中～下位 ッノハシバ ミ果実 1

南 6号堀跡 63Cl 堆積土中～下位 オニグルミ内果皮 と 567

南 6号堀跡 63Cl 堆積土中位 オニグルミ内果皮 l 3

6041 南 6号lTH跡 63C3 オニグルミ内果皮 5

6079 南 6号堀跡 63Cl 准積土中位 モ モ

南 6号堀跡 63C3 ヒシ属呆実

南 6号堀跡 南端 (64B4) 堆積土中～下位 モ モ

南 0号堀跡 南端から3m北 堆積土上位 (褐灰色粘土) クロマツ球果

南 6号溝跡 西側 堆積上下位 (砂層) オニグルミ内果皮 196

南 6号溝跡 西側 堆積土中～下位 モ モ

6087 南 6号溝跡 西側 堆積土上位(検出面から30cm下 ) クロマツ球果 2 285

6075 南 6号溝跡 東側 堆積上下位 モ モ と

6098 南 7号溝跡 西 側 堆積土上～中位 不 明 l 015

南 6号河川跡 3B2 Toa直下耕作土 モ モ 2 387

南 遺構外 74B2 オニグルミ内果皮 と
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遺跡遠景 (南西から)

遺跡違景 (南東から)

写真図版 1 遺跡遠景
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遺跡近景 (南東から)

靭
南区・ 1号柵状遺構

写真図版2 遺跡近景
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※掲載にあたっては、一関市博物館 が撮影 したフィルム を使用 した

※ >▼ の交点か遺跡の推定位置 .

写真図版 3 流中村絵図
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漆器椀 (333)

漆器椀 (385)

連歯下駄 (236)

漆器椀 (332)

漆器椀 (334)

漆器椀 (425)

連歯下駄 (403)

写真図版 4 出土遺物

連歯下駄 (394)
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遺跡範囲全体 (上が北)

遺跡範囲拡大 (上が北)

写真図版5 米極東空軍撮影航空写真 (昭和22年 10月 31日撮影 )
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遺跡範囲拡大 (上 が北 )

写真図版 6 国土地理院撮影航空写真 (昭和37年 10月 10日 撮影 )

遺跡範囲全体 (上が北)
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写真図版 7 北区 。1号竪穴住居跡 (1)
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断面 (南から)

|ボ1軍冷義
峯iふf
� l―浄 |

カマド検出 (南東から) カマド崩落状況 (南から)

カマド崩落状況 (直上から) カマド燃焼部 平面 (直上から)

10不出土状況 (南から)から)                  18甑 出土状況 (南から)

写真図版 8 北区 。1号竪穴住居跡 (2)
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ピット1平面 (南西から)

床面出土遺物 (北から)

ピット2平面 (南から)

ビット1断面 (西から)

■.ri‐ 11圭if■

ピット2断面 (東から)

■∫ⅢⅢIィイ

ピット3平面 (南から)

写真図版 9 北区 。1号竪穴住居跡 (3)
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平面 (南から)

断面 (南東から)

―-182-
写真図版10 北区 。1号土坑



平面 (東から)

|≠
=.兒部 ●‐
・

セクションD断面 (北から)

写真図版11 北区 。1号河川跡 (土器捨て場)(1)
―-183-―



セクションD断面 (北西から) セクションA断面 (南西から)

セクションB断面 (南から) セクションC断面 (南西から)

遺物出土状況 (東から) 遺物出土状況 (南東から)

遺物出土状況 (南から)已(南から)                189須 恵器甕出土状況 (南東から)

写真図版12 北区・ 1号河川跡 (上器捨て場)(2)
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ウリ科種子出土状況 (南 から)195木製皿出土状況 (南 から)

土器捨て場作業風景

1号 ピット断面 (南から)

(3)、 中央区・ 1号 ピッ ト

4C区遺物出土状況 (南西から)

6B～ C区倒木出土状況 (南東から)

1号 ピット平面 (南から)

写真図版13 北区 。1号河川跡 (土器捨て場)
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|二歳巻多警|
耕作面平面 (北西から)

To…aテ フラ被覆状況 (北西から)
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写真図版14 中央区 。1号水田跡 (1)
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水田 1耕作土断面 (北東から)

水田2耕作土断面 (北東から)

写真図版15 中央区 。1号水田跡 (2)
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畦畔 1平面 (西から) 畦畔 2平面 (北から)

畦畔 3平面 (西から) 畦畔 3断面 (西から)

畦畔4平面 (西から) 畦畔4断面 (西から)

畦畔 1検出 (西から)ぅ)                   畦畔2検出 (北から)

写真図版16 中央区 。1号水田跡 (3)
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畦畔 3検出 (西から) 畦畔4検出 (西から)

水田 1平面 (南から) 水田2平面 (南から)

水田 3平面 (西から) 水田4平面 (西から)

水田1足跡検出状況 (北から)               水田2足跡検出状況 (北西から)

写真図版17 中央区 。1号水田跡 (4)
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水田 3足跡検出状況 (西 から) 水田 4足跡検出状況 (西 から)

水田 1足跡検出状況 (拡大 ) 水田 4足跡検出状況 (拡大)

水田 4足跡検出状況 (西から) 水田 2耕作痕検出状況 (東から)

偶蹄目類足跡平面 (南から) 田面の痕跡精査風景 (北から)

1号水田跡 (5)
―-190-―

写真図版18 中央区・



水田 1動物の足跡か 平面 (南から) 水田 1動物の足跡か 平面 (南から)

水田 1人間の足跡 平面 (南から) 水田2復旧により寄せられた火山灰 (北東から)

花粉・植物珪酸体分析試料採取風景 水田 l To― aテ フラ除去風景

撓わに実った現代の田園風景園風景                 現代の稲架 (ホ ンニョ)

写真図版19 中央区 。1号水田跡 (6)
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平面 (南西から)
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断面 (北東から)
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写真図版20 中央区 。1号溝跡



2号溝跡平面 (南西から) 2号溝跡セクションA断面 (東から)

2号溝跡セクションB断面 (西から)

3・ 4号溝跡平面 (南東から) 4号清跡平面 (南西から)

3号溝跡平面 (南東から)                 3号 溝跡断面 (南東から)

写真図版21 中央区 。2～ 4号清跡
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平面 (東から)

平面 (北から)
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写真図版22 中央区 。2号河川跡 (1)
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写真図版23 中央区・

(南から)

2号河川跡 (2)
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セクションA断面 (西から)

セクションC断面 (西から)
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平面 (南から)

平面 (南から)

写真図版24 中央区・ 3号河川跡 (1)
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3号河川跡断面 (南から)

4号河川跡平面 (東から)

4号河川跡断面 (北東から)

写真図版25 中央区・ 3号河川跡 (2)、 4号河川跡
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断面 (南東から)

平面 (南から)

燃焼部平面 (南から)

ピット1平面 (南から) ピット1断面 (南西から)
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写真図版26 南区 。2号竪穴住居跡



第 1水田面平面 (北から)

鎖
斜一瀬

華
鍵

To―aテ フラ被覆状況平面 (北から)

写真図版27 南区・ 2号水田跡 (1)
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第 2水田面平面

断面 (南西から)

写真図版28 南区 。2号水田跡 (2)

(】しから)
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|ミ導

2号水田跡、 7号溝跡断面 (南西から)

2号水田跡 6号溝跡断面 (南西から)

畦畔 5平面 (南西から)

(南から)

畦畔 5。 To aテ フラ被覆状況平面 (南西から)

8号溝跡平面 (北から)罰 (司ヒカゝら)                              畦田半6平面 (東 力ゝら)

写真図版29 南区 。2号水田跡 (3)、 6～ 8号清跡
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畦畔 6 To‐aテ フラ被覆面検出 (東から) 水田5・ 第2水田面に観察されるサンクラック平面 (北から)

畦畔 6水口平面 (南東から) 畦畔6水回断面 (南から)

水田5足跡検出状況 (北から) 水田6足跡検出状況 (東から)

(南から)                  2号 土坑断面 (南から)

写真図版30 南区・ 2号水田跡 (4)、 2号土坑
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平面 (南西から)
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写真図版31 南区・ 1号柵状遺構 (1)
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骨格検出状況 (6号堀跡 。西から)

骨格検出状況 (6号堀跡・北東から)
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写真図版32 南区 ,1号柵状遺構 (2)



骨格検出状況 (5号堀跡・北西から)
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骨格設置状況 (6号堀跡・南から)

写真図版33 南区 。1号柵状遺構 (3)
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柵出土状況 (6号堀跡側 )

柵出土状況 (5号堀跡側)
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写真図版34 南区・ 1号柵状遺構 (4)



刊号橋跡平面 (南東から)

撃|1麒
2号橋跡平面 (西から)

写真図版35 南区 。1号橋跡、 2号橋跡 (1)
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橋脚310断面 (南から) 橋脚311断面 (南から)

橋脚317断面 (南から) 現地公開風景
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写真図版36 南区 。2号橋跡 (2)



警灘

平面 (北から)

断面 (北から)
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写真図版37 南区 。1号堀跡 (1)



東壁杭列検出状況 (南から)

西辺上部の杭痕平面 (北から) 西辺上部の杭列平面 (北から)

中央60B2堆積土中～下位332漆器椀出土状況

―-210-
写真図版38 南区 。1号堀跡 (2)



平面 (北東から ,中央は 1号橋跡 )

li‐→■ド

断面 (南東から)

写真図版39 南区 。2号堀跡 (1)
-211-



断面 (南東から)

垂直高の比較 (北東から) 断面 (北東から)

底面385漆器椀出土状況                 堆積上上位388加工板出土状況

写真図版40 南区・ 2号堀跡 (2)
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平面 (北東から)

断面 (北東から)

写真図版41 南区 。3号堀跡
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平面 (北東から)
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離
断面 (北東から)
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写真図版42 南区 。4号堀跡



写真図版43 南区・ 5'6号 堀跡 (1)
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5号堀跡断面 (南東から)

〆

6号堀跡断面 (南東から)
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写真図版44 南区・ 5・ 6号堀跡 (2)
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6号堀跡堆積土上位458シ カ頭骨出土状況

5～ 7号堀跡
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7号堀跡平面 (北から)

6、 7号堀跡断面 (右が 6号、左が 7号 。南から) 5号堀跡堆積土上位に観察される籾殻 (南西から)

5号堀跡堆積土中位408漆器椀出土状況

写真図版45 南区
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5号溝跡平面 (南西から)

5号溝跡断面 (南西から) 6号溝跡堆積土上位461蓋板出土状況

5'6号 堀跡精査風景 雨天時の調査区冠水風景
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写真図版46 南区・ 5。 6号溝跡



平面 (北東から)

平面 (南西から)

写真図版47 南区・ 6・ 7号溝跡
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平面 (南西から)

断面 (南から)
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写真図版48 南区・ 5号河川跡



平面 (南から)

単サ磐

羽

断面 (西から)

写真図版49 南区・ 6号河川跡
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写真図版50 司ヒ区 。1号竪穴住居跡 (1)出土遺物



―-223-
写真図版51 北区 。1号竪穴住居跡 (2)、 1号河川跡 (1)出土遺物
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49
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写真図版52 耳ヒ区・ 1号河川跡 (2)出土遺物



52

写真図版53 Jヒ区・ 1号河川跡 (3)出土遺物
-225-―



35

写真図版54 耳ヒ区・
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1号河川跡 (4)出土遺物
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写真図版55 封ヒ区・ 1号河川跡 (5)出土遺物



:EIυ                                129

写真図版56 Jと区 。1号河川跡 (6)出土遺物
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写真図版57 1ヒ区 。1号河川跡 (7)出土遺物
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写真図版58 司ヒ区・ 1号河川跡 (3)出土遺物



172

写真図版59 1ヒ区・ 1号河川跡 (9)出土遺物
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写真図版60 Jヒ区 。1号河川跡 (10)出土遺物
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写真図版61 北区・ 1号河川跡 (11)出土遺物
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写真図版62 ゴヒ区 。1号河川跡 (12)出土遺物



写真図版63 司ヒ区・ 1号河川跡 (13)出土遺物
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1号河川跡

1号ピット

1号溝跡

写真図版64 】ヒ区・
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号河川跡 (14)、 中央区・ 1号ピット、 1号水田跡、 1号溝跡 (1)出土遺物
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写真図版65 中央区 。1号溝跡 (2)、 2号溝跡、 3号河川跡 (1)
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3号河川跡

くポ a

247b

4号河川跡

2号竪穴住居跡

2号土坑

中央遺構外

に
２５８　　　柳

写真図版66 中央区。3号河川跡(2)、 4号河川跡、遺構外、南区・2号竪穴住居跡、2号土坑、2号水田跡(1)出土遺物
―-238-―
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1号柵状遺構
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写真図版67 南区 。2号水田跡、 1号柵状遺構 (1)出土遺物
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1号柵状遺構   2号 橋跡
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写真図版68 南区 。1号柵状遺構 (2)、 2号橋跡出土遺物
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写真図版69 南区 。1号堀跡 (1)出土遺物
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写真図版70 南区 。1号堀跡 (2)、 2号堀跡 (1)出土遺物
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写真図版71 南区・ 2号堀跡 (2)、 3、 4号堀跡、 5号堀跡 (1)出土遺物
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写真図版72 南区・ 5号堀跡 (2)、
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写真図版73 南区 。6号堀跡 (2)、 7号堀跡、遺構外出土遺物



2号河川跡 3号河川跡 1号柵状遺構

242

―-246-―

写真図版74 中央区 。2、 3号河川跡、南区・ 1号柵状遺構 (1)出土遺物
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(2)出土遺物写真図版75 南区 。1号柵状遺構
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写真図版76 南区 。1号柵状遺構 (3)出土遺物
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305

号柵状遺構 (4)、 出土遺物
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写真図版77 南区・ 1 2号橋跡、 1号堀跡 (1)



1号堀跡

写真図版78
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5号堀跡
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南区 。1号堀跡 5号堀跡、 6号堀跡 (1)出土遺物(2)、 3、



6号堀跡 6号溝跡  7号溝跡
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写真図版79 南区・ 6号堀跡 (2)、 6、 7号清跡出土遺物
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ふ り が な

所収遺跡名

ふ りがな

所 在 地

コー ド 緯

″

北

”

経

″

東

申
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

中村城跡
舞託号
一関市花泉町老松

字寺田3201ま か

03209 OE37-0332 鍍

鯰

紗

141度

■分

09秒

20080501

20081106

5,893r苫
一般回道342

号花泉バイパ

ス道路改築事

業に係る発掘

調査

所 収遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中村城跡 集落跡

城館跡

平安時代 竪穴住居跡 2棟

土坑 1基

ピット1個

水田跡 2地点 6区画

溝跡 2条

河川跡 1カ所 (捨て

場)

土器 (土師器・須恵器)、土製品、

金属製品 (鉄鏃・鋤先)、 木製

品 (椀・皿)

十和田 aテ フラに被覆さ

れた水田跡 2地点・6区

画を検出した。

中世 堀跡 7条

橋跡 2基

溝跡 3条

土坑 1基

柵状遺構 1基

陶磁器、球蝸、石製品 (板碑ほ

か)、 銭貨、木製品 (漆椀・曲物・

下駄など)、杭・柱、自然遺物 (種

実・獣骨)

柵状遺構・橋跡など木製

遺構を検出。木製品が多

量に出土。

近世以降 河川跡 5カ 所 陶磁器、金属製品 (蹄鉄・煙管

など)、 杭、自然遺物 (種実・

獣骨)

要  約 今回の調査では、上記に示した平安時代・中世・近世以降の遺構・遺物が確認された。調査区北側を中心

に平安時代の集落が拡がっていると考えられ、肇穴住居跡や河川跡に形成された土器捨て場、Toaテ フラが

被覆した水田跡が確認された。調査区南側には主に中世の遺構が集中し、中村城の一部と考えられる堀跡や

橋跡、溝跡、柵状遺構などの遺構群が確認された。また、中世の木製品が多量に出上、延文 5年銘が刻まれ

た板碑が見つかっている。

―-253-―
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